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『ここはエデンの島です。苦しみも悲しみも、そして争いも存在しない楽園なのです。この楽園にいるのは女性と男性しかおりません。あっと、妖よう精せいの私は性別はないんです。

　元々このエデンで最初に誕生したアダムとイブのカップルはすでにこの島にはおりません。アダムは禁断の木の実に手を出し追放されてしまったからです。禁断の実に手を出したアダムの心には欲望が発生したのです。お金やおいしい食べ物、衣服や清潔な住居を求めるようになり、この島の生活に疑問を感じていきました。

　アダムとイブは私の大切な友人でした。毎日海を眺ながめ、イルカと遊び、夜になったら星空の下で眠ねむる。そんな生活でよかったのに……。

　アダムの心を汚したのは楽園にいる悪あく魔まです。悪魔は人間の欲望を呼び起こし堕だ落らくしていく姿を見るのが愉ゆ悦えつなのです。そういえば島に散らばっていた三つの災いのアイテムも出そろったようですね。元々そのアイテムはその悪魔のものだったのです。アダムは蛇へびに姿を変えた悪魔とそのアイテムによってそそのかされ、ついに島からの追放となってしまったのです……。

　現在この島には百人、いえ一人減ってプレイヤーは九十九人でしょうか。この島でのあなた方の行動は自由です。アダムのように欲望のまま行動してもいいでしょう。海を見ながら時間を過ごしてもかまいません。とにかくあなたの目指すものは、

　──この島からの脱出です』
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　沖おき田たは入り江の砂浜にいた。素足を大きな波が洗い、砂浜に描いた島の見取り図を消し去った。波の冷たさに顔をしかめる。見上げると青い空が広がっている。海と同じ色だった。

　孤こ島とうに集められた百人の生徒たち。賞金、ペア、電でん撃げき、エリア、生徒たちを入れる檻おり……。様々な情報が出現しては交こう錯さくし生徒たちの行動を乱している。そんななか島からの脱だつ出しゆつを果たした生徒は出現していない。高校三年生、最後の夏休みを利用してのゲームはまだ始まったばかりだった。

　規則的な波の音、海鳥の鳴き声、潮風……。そんな島に散らばる莫ばく大だいな情報の中でまだ姿を見せていないものがある。それは脱出の条件だ。脱出ポイントという場所は判明している。そして脱出の条件をクリアすれば、そこでゲームが終了となる、と。男子は今まで集めた木の実、女子は衣服を持ちだせば換かん金きんできる。

　脱出条件について沖田にはある推すい測そくがあったが、それでもまだ何かが足りない。

　──脱出には真実を知る必要があります。でなければ、脱出は果たせません。

　脱出ポイントでの妖よう精せいの言葉だった。この言葉が罠わなでないと仮定するのならば、脱出条件にはやはり何かが足りていない。沖田はパズルのピースを完全に手にしていないのだ。最後の扉とびらを開けるには、すべてのピースを埋める必要がある。うやむやな模様の状態で扉が開くことはない。扉が開くとき、必ず綺き麗れいな模様が生まれるのだ。

「そうだ、綺麗な色が……」

「綺麗な、何がほしいの？」

　まばゆい光に沖田の目がくらんだ。いつの間にか目の前に少女が立っていた。

「この貝かい殻がらじゃだめ、かな？」

　田た中なか梨り央おは手のひらに載のせた貝殻を差しだしていた。梨央はシースルーのドレスを着ており肌はだを無防備にさらしている。カールした髪の上にはキラキラ光るティアラが載せられ、胸には銀色のネックレスが揺ゆれている。太陽の光を反射し風すらも感じた。

「俺がほしいのはこれじゃないよ」

　沖田は梨央の手を取り貝殻を握にぎらせる。彼女が着ている天使のワンピースはこの島で発見された中で最高評価のコスチュームだった。評価は脱出後に換金できる基準であると共に、ブリッツの攻こう撃げき力りよくを上げるための数値でもあった。それによって須す藤どうの暴走を防ぐことができた。

「沖田君には何が必要なんだろうね」

　目の前でつぶやく梨央を見て沖田は小さく笑った。梨央はずっとこの入り江で綺麗な石や貝殻探しをしていたのだ。性的な衣装で貝殻探しをする光景は妙みようにコミカルだった。

　とにかく今後の脱出のキー探たん索さくにおいて、梨央の存在は重要だった。コスチュームでの高評価は武力に直結する。そして梨央は衆目の中でブリッツを撃うてることを証明している。抑よく止し力りよくだけではなく使用できる兵器なのだ。

　梨央が沖田のペアである限り、誰だれも沖田に手を出せない。脱出ゲームの探索は滞とどこりなく行うことができるのだ。現時点においてゲーム、いやこの楽園の主導権は沖おき田たが握にぎっている。

「今、この島に必要なのは安定だと思うんです」

　その声は花か穂すい結ゆ羽うだった。彼女は白い砂を踏ふみしめながら歩いてくる。

「混乱してた島を安定させたのは、俺おれだよ」

「いいえ違います。本当の安定とは力を使わずに言葉と心で生みだすものです。私は沖田さんのあのやり方は、嫌きらいです」

　花穂は支給された白いワンピースのままだった。彼女のワンピースは夏の太陽に負けていた。洗ってはいるものの全体的に薄汚れており、周囲の砂浜の白に飲み込まれている。白という純真な色の放ほう棄きだった。と、花穂は沖田の視線に気づき、慌あわてて結んでいたスカートを下ろす。梨り央おの貝かい殻がら探しを手伝いスカートをたくし上げていたのだ。

「花穂の意見は弱者の傲ごう慢まんな思考だ。優しいだけじゃ生きていけないよ」

「私たちは他人ではなく友達同士です。強引な行動をする必要はありませんでした」

「それは他人が勝手に作った枠わくにすぎない。俺たちがゼロから作り上げたんじゃない」

「それでもその枠を大切にして三年間を過ごしてきたんです」

「これは脱だつ出しゆつゲームだ。危険を冒おかさずに脱出とはなり得ない。そうなったとしたらそのゲームはゲームであることを放棄していることになる。俺は脱出ゲームという現実と向き合ってる」

　沖田の言動に花穂は下を向いた。そんな花穂も沖田のペアだった。現在の沖田は梨央と花穂という二人の女子を管理していることになる。

　あの件、須す藤どうがブリッツ返しのアイテムを利用しての混乱をきっかけに、男女のペアの枠組みは大きく乱れた。須藤が檻おりに入ったことで、強引に須藤のペアにされていた女子はフリー状態、つまりペアのいない状態になっていた。元どおりのペアの認証をしたのは半分程度で、残りは未いまだにペア認証をしていないようだった。ただ、ペアのいない状態では自動販売機やショップの物品を購こう入にゆうすることはできないので、いつかはペアの再編成が行われるだろう。

「時間切れでゲームが失敗してもいいと思うんです。私たちには守らなきゃいけないことがたくさんあって……」

「違うね。大切なのはまず勝利することだ。そして余ったエネルギーで他のことに目を向ける。花穂が言うような守らなきゃならないものとかに。何な故ぜならそれは勝利者の言葉だから」

　その勝利に必要なのはスピードだ。これ以上脱出に時間を掛けると何が起こるかわからない。その前に脱出する必要がある。その脱出における真実を探さねばならない。

「だからって、そのために女の子を利用するんですか？」

　花穂は梨央を向いた。梨央にブリッツを撃うたせたことを根に持っているようだ。

「私ならいいの。誰だれかに与えることができて私は幸せだから」

　にこりと笑った梨央が花穂の手を引っ張った。

「梨央さん……でも」

「今は綺き麗れいな石と貝を探すのを手伝ってほしいな。もっと深い色のがほしいの」

　梨り央おと花か穂すいは沖おき田たから離れていく。潮しお騒さいに混じって梨央の声が聞こえた。

「それにね、女の子は男の子の行動に口を出しちゃいけないと思うんだ。たとえそれが間違っていたとしても……」




　　　　＊




『このエデンの楽園でのタブーは禁断の実を食べることです。ほんの少しなら問題はありませんが、神の怒いかりを買うほど食べた者はこの島から追放されることになります。タブーを犯したアダムのようにです……』

　その声は優しくとても穏おだやかだった。

　斉さい藤とうは薄暗いホテルのホールに立っていた。混乱は収拾したが、それでもいったん乱れた空気は元に戻もどることはなかった。不ふ穏おんな兆候を含んだままゲームは進行している。

『この島にはあなた方を誘ゆう惑わくするこざかしい生き物の存在もあります。その生き物はあなた方を不幸へと導くでしょう。ですから私がお守りいたします。私は皆さんにこの楽園での生活を楽しんでいただきたいのです』

　声を発しているのはホールに設置された女神像だった。島の状じよう況きようが変化したことに関連しての言動なのだろう。しかし、彼女の言葉とは裏腹に斉藤の心は沈しずんでいた。ゲームのゴールが見えないまま、暗い闇を迷走している状態のように思えてならない。

「そんな暗い顔しないで」

　視界がモノクロからカラーに変わったような気がした。真っ赤なワンピース姿で微笑ほほえんでいるのは神楽かぐら坂ざかだ。彼女は肩に掛かった三つ編みを払いながら小首を傾かしげてみせた。

「脱出に関して考えてたんだよ。まだ何かが足りないような気がする。俺おれたちは大切な何かを見落としている気がする」

　斉藤はメガネに指を添そえる。斉藤は神楽坂と共に極限ゲームサークルの部員として、学校で極限ゲームを開かい催さいしていた。脱出ゲームもいくつか行ったが、その際に設定する謎なぞは簡単でも難解すぎてもならなかった。元から生徒たちが知らないだろう知識を必要とする謎では、いくら考えてもクリアは不可能だ。なので、斉藤はシンプルな謎でありつつできるだけ裏をかくことにしていた。見落としがちな身近な場所に脱出のキーを隠かくすのだ。

　今回の脱出ゲームも、最重要のキーは身近に潜ひそんでいるような気がした。莫ばく大だいな情報に埋うもれている重要なものがどこかにあるはずだった。

「私は心配してないけどね。斉藤君なら解決してくれるし、なによりこの島の生活、悪くない。何もなくて不便だけど、東京にないものが沢たく山さんある」

　神楽坂の表情はこの島においても変化がなかった。

「うん、必ず早いうちに脱だつ出しゆつするから」

「でも、須す藤どう君のことだけど、本当にあれでよかったのかな」

「……わからない。でもみんなの判断だから」

『現在のプレイヤー九十九人の座標と行動に問題はありません……』

　女神の声が聞こえた。百人から減った一人は須藤拓たく也やだ。強引な行動を起こし女子たちに被ひ害がいを与えた須藤は広場の牢ろう獄ごくにいる。檻おりに入った生徒はプレイヤーのくくりから外されるのだ。須藤は檻に入れられた時点でゲームオーバーとなり、ゲームクリアの称しよう号ごうも、それに伴ともなう賞金も手に入れることができない。

「あのアイテムの回収だけでよかったかもって思うの」

　神楽かぐら坂ざかは女神像を見上げた。須藤が利用していたアイテムはこのホールに置くことにしていた。今後ゲームのキーとなる可能性もあるため皆の視線があるこの場所で管理することになったのだ。軽音部の連中が利用した認証装置のロックアイテムも同じだった。

　現在の女神像は見た目が少しだけ変化していた。左手には須藤が持っていたブリッツ返しを抱かかえるように持ち、頭には金色の冠かんむりを載のせている。

　──このアイテムは元々私のものだったのです。

　アイテムがぴたりと女神像の形状に合うことを発見したのは斉さい藤とうだった。

　金色の冠が認証ロックアイテムだ。男子がその冠をかぶって認証するとエリアをロックできる。そしてロックを解除するまで他の人間は再認証することはできない。

「須藤君は檻に入り責任を取ったとして、あの人たちはいいの？」

　神楽坂がホールの一角に視線を向けた。

「杉すぎ浦うらたちか」

　壁かべを背にだらっと座っている四人は軽音部の連中だ。認証ロックアイテムを見つけたのは彼らだ。その後に須藤と組んですべての利益を吸い上げ脱出を図ったという構図なのだ。元々彼らはこの島の生活において非協力的な態度を取っていた。

「まあ、やつらは素直に謝ったからさ」

「改心したようには思えないわ。全部須藤君に責任を押しつけて」

　神楽坂の不満も理解できる。須藤が檻に入れられたことを知った彼らは、すぐに態度を変えて持っていた認証ロックアイテムも差しだした。あの行動は須藤に脅おどされていたのだと平謝りだった。さすがにそんな態度を取る連中を強引に檻に入れることなどできなかった。

「一応平和になったんだし、これ以上は無理に強引なことをする必要はないよ」

　ホールには表向き安定が取とり戻もどされているが、須藤の行動によってショックを受けた女子たちの表情は優れない。友達がブリッツ返しで電でん撃げきを受けるシーンを目まの当あたりにしたのだから無理はなかった。しかし、最大の要因は梨り央おの放ったあの一いち撃げきだ。意志を持った攻こう撃げきは須藤の悪意を打うち砕くだいた。そんな強力な武器を自分が持っていることを知ったのだ。序じよ盤ばんから使い方を知っていたブリッツだが、真の利用方法を認識したのはあれが契けい機きだった。

　現在の女子たちはちょっとした放心状態となっている。そして、それに伴ともなう男女関係の変化もあった。現在ペアを持っていないフリー状態の女子は半分ほどいる。彼女たちはあのトラブルのショックからゲーム続行を放ほう棄きし、ホテルでただ待機している状態だ。

　対して男子の行動は様々だ。ペアのないままゴール後に換かん金きんできるボール探しに没ぼつ頭とうする者。放心状態の女子に接近する姿もあった。彼らは声をかけたり食べ物を渡したりと女子を気き遣づかっている。声をかけながら再びペアになるよう促うながしているのだ。この島の生活において、やはりペアとしての女子は必ひつ須すなのだ。

　だが強引にペアが再編成されることはなかった。鈴すず木き悠ゆう介すけがそう提言しているからでもある。鈴木は須す藤どうの行動を止めようと立ち向かったひとりだ。そして結果的に女子を傷つけることになり、そんな自分の行動に責任を感じている。

　しかし、失敗したものの、その鈴木の行動は女子の中において一定の評価を受けているように感じられる。鈴木の行動力は女子たちに受け入れられたのだ。現在の鈴木はホテルで女子たちの精神状態をケアしつつ、これ以上トラブルが起こらないように見張っていた。

　そして評価を上げた人間はもうひとりいる。それは沖おき田ただ。

　沖田はあのトラブルを解決した人間だ。須藤の悪意ある行動を止めたヒーローとなったのだが、女子たちが沖田に向ける視線は複雑だった。武力で解決を図った沖田に、心の底では怯おびえている。現在の沖田はゲームクリアに向けて行動を起こしているようだが、それも女子たちの違和感なのだろう。基本的に女子がほしいものは共感なのだ。トラブルを解決し、ゲームの続行をしている沖田の理性的行動は、感情的な女子には受け入れられにくいといえる。

「これで本当に平和にゲームが続けられるのかな。私はこれが女の子にとって幸せなゲームであってほしいの」

　神楽かぐら坂ざかがホールの生徒たちを見つめている。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、もう間違いは起こらない。みんなで協力してそうする。それに必要なのはやっぱりコミュニケーションだと思う。議論をしながらゲームを進めたい」

　これはスケジュールが決められた学校生活とは違うのだ。生徒たちの意思で進める必要がある。そのために必要なのは、やはり言葉だ。







　──広場。

「……大丈夫か？　水を持ってきたけど」

　斉さい藤とうは鉄格子の間にペットボトルを差し入れた。

「いらねえよ」

　檻おりの壁かべにより掛かりながら低い声を出したのは須藤だった。強引な行動を取りゲームクリアを目指した彼は、失敗のペナルティとして広場の檻おりの中に入れられた。

「檻の中に水も食べ物もあるから、くだらねえ気き遣づかいをするな」

「あるのか？」

「ああ、水道もあるし、食い物はペット用の機械みたいなのがな。時間になったらご丁てい寧ねいに出てきやがる」

　須す藤どうが指さしたのは、檻の奥おくに備えつけられたボックス型の機械だった。基本的に檻の中だけで生活できるよう設備がそろっているのだ。あくまで最低限だが。

「この生活もあと少しの辛しん抱ぼうだからさ。脱だつ出しゆつすれば……」

「俺おれはもうプレイヤーじゃない。ゲームの経過を報告する必要なんてない」

　須藤は斉さい藤とうの言葉を遮さえぎり、暗い檻の奥へと入っていった。

「斉藤、そろそろ始めようぜ」

　声をかけてきたのは鈴すず木きだった。電灯の下には数人の男女がいる。広場に来た目的は須藤ではなく話し合いだ。ホテルではなく広場で対話をする理由は、やはり大勢の人間がいる前では切り込んだ議論がしにくいからだ。

　これはキーパーソンを集めたサミットのようなものだ。メンバーは斉藤と鈴木の他に女子が三人。極限サークルメンバーの神楽かぐら坂ざかと、篠しの田だあかり、如月きさらぎ未み来くだった。

「檻から出してあげられないのかな」

　檻に視線を向けているのは未来だ。彼女は陸上部の女子キャプテンをやっており、運動部の女子全ぜん般ぱんと関連が深い。

「一度入ったら、たぶんゲームが終わるまで無理だわ」

　発言した篠田は美術サークルの所属で、文化系の女子は彼女でカバーできる。

　斉藤は情報伝達について考えていた。基本的にこのような特異な状じよう況きようで、ほとんどの女子に論理的な言葉は通じない。だからこそ、状況を受け入れられる女子に情報を伝え、その彼女たちから女子に情報を流してもらう必要があった。

　ポイントは感情なのだ。感情を込めて情報を彩いろどらねば女子には伝わらない。視覚的に情報を受け取る女子は、数字よりもビジュアルなのだ。この場にいる、神楽坂、篠田、未来は現実的であり交友関係が広く、情報伝達のキーパーソンとなる。

「やっぱり、檻に入れるのは違うと思う」

　活動的で快活な性格の未来は、あのトラブルをきっかけにか弱さを表に出すようになった。服装は黒っぽいワンピースを着ているだけの地味な格好だ。

「入れてしまったのだから、もう議論しても仕方ないわ。これからのことを話しましょう」

　篠田はゴテゴテしたネックレスとイヤリングを着けている。そのアクセサリーは服装とマッチしていなかったが、合理的な彼女は評価だけを気にしているのだ。服装の評価を上げれば相対的にブリッツの電圧も上がるからだ。

「今後のことって、例えばペアのこととか、かな？」

　神楽かぐら坂ざかが顎あごに指を添そえて小首を傾かしげた。彼女は真っ赤なワンピースに合わせたミュール、細いチェーンのネックレスと花の髪かみ飾かざりを着けている。彼女のファッションはこの島にマッチしているように思えた。神楽坂のファッションは自然体なのだ。ゲーム自体にマッチしているとも言える。演劇活動などもやっており、このゲームで女の子を自然に演じている。

　ファッションとはメディアだ。女性が他人と交わるための道具であり、身体の延長でもある。身体は他者と交流するための最初のメディアであり、他人と区別する境界線となる。そんな事実がこの島でははっきりと見えてくる。だからこそ、就職などの面接でも見た目に大きなウエイトが置かれている。現代ではファッションは自己能力の一部なのだ。

「須す藤どうが檻おりに入ってフリーになった女子もいるけど、半分ぐらいがペアを作ってないね。どうするべきかな」

「そのままでいいんじゃないか？　無理にペアを作る必要はない。ペアなんてゲームサイドが勝手に決めた枠わく組ぐみみじゃんか」

　斉さい藤とうの疑問に鈴すず木きが応じた。やはり鈴木は女子たちを気き遣づかっているようだ。須藤の暴走を止められなかったという責任を感じているようにも見える。

「生活のことよりも脱だつ出しゆつじゃないかな。みんなは不安がってる。その理由はね、先が見えないことだと思うの。いつでもゲームを終わらせることができるってなったら安心するんだけど」

　未み来くの言葉は痛いほど理解できる。見えないゴールというのは精神を疲ひ弊へいさせる。特に未来たち運動部は、はっきりとした時間制限の中で試合を行ってきた。強きよう靱じんな心を養ってきた彼女たちほど、精神的な疲ひ労ろうが激しいはずだ。

「脱出する場所はわかってるんだ。いろいろ試してみるのもありじゃないか？」と、鈴木。

「うーん、それはやめたほうがいいな。経験からすると脱出するにはいろいろなキーが必要だけど、必ず納得する形になる。でも、未いまだに何かわからないってことはヒントが出そろってないんだ。それにいろいろ試して偶ぐう然ぜん脱出となったらそれで終わりだから、みんなの許可を取ってからやらなきゃいけない」

「男の子たちはまだゲームをやりたいと思ってるみたいよ。理由はあの玉」

　神楽坂が未来を指さした。

「……沖おき田たから預かってるこれのこと？」

　未来はポケットから赤い玉を取りだした。

「そう。その真っ赤な木の実は百万の価値でしょ。まだ島にある可能性も高いし、男子たちは目の色を変えて探している。楽園の空や海よりもその玉に興味を持ってるみたい」

　神楽坂が言うように、赤い玉はまだ島にあると斉藤は考えていた。

「賞金の配分も平等にするのはどう？　最終的にみんなで分配すると」

　篠しの田だがそう意見した。

「沖おき田たはそんな条件提示の前にそれを見つけているし。それに平等に分配とはなり得ない。島での行動もそれぞれだから」

　斉さい藤とうは首を振った。平等という言葉はいつでも不平等なのだ。社会の富を平等に分配しましょう、弱者にも権利を……。そんな言葉はいつでも身勝手だ。斉藤は極限ゲームサークル部員の立場として、ゲームのルールにおいてフェアでありたかった。

「でも、百万円はちょっと大金すぎるわ。今後見つかるにしても、その真っ赤な玉ひとつで百万円は、混乱を呼び起こすもの」

　篠しの田だが言う横で未み来くは手のひらの玉を見つめている。

「これ、真っ赤じゃないかも。両サイドに少しだけ緑が……」

「分配の議論にはのっていい。金銭はトラブルの元になるから」

　振り向いた斉藤はどきりとした。突とつ如じよ出現したそれは現実感がなかった。未来の手から赤い玉が落ちてコロコロと転がる。広場に入ってきたのは沖田と梨り央おだった。梨央はあの天使のワンピースを着ており、電灯のオレンジ色の光を浴びて全身を煌きらめかせていた。

「でも、その議論はゲーム終了後だ。何な故ぜならこの場での議論は、ゲームの定義に反するから。ほら未来、ちゃんと持ってな」

　沖田は拾った赤い玉を未来の手に握にぎらせた。

「俺おれはあくまでゲームクリアを目指す。そして賞金も手に入れる。その賞金が大きいほど、明確な勝利となるから。脱だつ出しゆつに関しても問題はない。脱出のキーがそろうのは時間の問題だ」

　そんな沖田に向けられる視線は様々だった。未来はうれしそうに沖田を見つめている。クラスでは喧けん嘩かばかりしているらしいが、この状じよう況きよう下かにおいて強い信しん頼らい感かんを向けている。

　鈴すず木きは少しだけ嫉しつ妬との入り交じった視線。篠田は恐おそれだろうか。圧あつ倒とう的てき武力の梨央を見て、須藤に利用されたシーンを重ねているように思える。

　いっぽう神楽かぐら坂ざかはきらびやかなコスチュームを着た梨央を平然と見つめている。まるで梨央と同等の武力を持っているかのような表情だった。

「つまり現状を変える必要はない。言うならこの混乱もゲームの範はん疇ちゆうだ」

「でも、またあのようなトラブルが起こる可能性もあるわ」

　篠田は不快感をあらわにしている。

「だとしたらまた俺たちがなんとかする。ゲーム進行に邪じや魔まになるものはね」

「排はい除じよするということ？」

「いや、制御コントロールだ」

　沖田は梨央の肩に両手を載のせた。梨央はなにも言わず微笑ほほえんでいる。議論のイニシアチブは完全に沖田にあった。最大の武力を持った人間の意見こそ正論なのだ。

「なあ沖田、脱出についてどこまで調べた？　情報を共有しようか？」

　斉藤の申し出に沖田は首を振った。

「それもゲームの定義に反するだろ。斉さい藤とうと同じゲームをやるのは初めてだよな。どっちが早くクリアできるか勝負するわけだしな」

　斉藤はその言葉に笑った。この状じよう況きようでも沖おき田たは純真なまでにゲームのプレイヤーだ。学校の空き教室を使ったゲームも、孤こ島とうでの大規模なゲームも沖田にとっては同じなのだ。




　　　　＊




「いるか？」

　檻おりの鉄格子に寄りかかりながら沖田はペットボトルを差しだした。

「ああ」と、檻の中の須す藤どうがそれを受け取った。すでに広場での議論は終わっており周囲は静まりかえっている。電灯の下で梨り央おが缶かんコーヒーを飲んでいる姿がある。

「檻は暗いから結構見えるよな。広場で集まるといったらあの電灯の下だし」

「まるで観客席だ」

　須藤は自じ嘲ちよう気味に笑った。

「まあ、すぐに檻から出してやるよ。キーはすぐに出そろう」

「いや、時間がかかるな。こうして部外者になって理解できる。このゲームは異常だ」

「同じだよ。厳格なルールがあればこそ攻略方法もゴールも存在する。そしてゴールに一番近いプレイヤーは、俺おれだ」

「油断していると足元をすくわれるぞ」

「そうかな。他にゲームのライバルになりそうなやつはいないよ。鈴すず木きはすぐに熱くなるし、斉藤にはいろいろ足あし枷かせがある。そして邪じや魔ま者ものは檻の中」

　沖田はにやっと須藤を見たあと、梨央の肩に手を添える。

「……その邪魔者を倒たおした武器は俺の手の中に」

「ひどい言葉です」

　沖田と須藤は声の方向を向く。そこには白いワンピース姿の花か穂すいが立っていた。

「さっきの対話も聞いてました。私は沖田さんに期待してたんです。もっとみんなのためになる意見を言ってくれると思っていました。でも、梨央さんを利用して自分に有利な意見を述べるだけでした」

「花穂、これはゲームだよ。学校生活とは違う」

「何より嫌いやなのは、普ふ通つうの女の子である梨央さんを武器として扱あつかっていることです」

　花穂は怒いかりを含んだ表情で沖田を見み据すえている。

「このゲームの中では武器の役割を担っている。それは俺がセッティングしたわけじゃないし、ゲームの攻略においてブリッツは避さけて通れない」

「このようなゲームのセッティングだからこそ、私たちは大切なものを忘れてはいけないんです。私たちは友達同士で、武器なんか必要ありません」

　沖おき田たは花か穂すいの平和的な意見に笑ってしまった。しかし、檻おりの中の須す藤どうは表情を変えない。

「そんな意見がまかり通ると思うか？　このゲームだけじゃない。この社会だってそうだ。武力を放ほう棄きしたお人好しは搾さく取しゆされるだけだった。戦争においても勝利者が正義となり、それは現在までも続いている。花穂の言葉はただの綺き麗れい事ごとだ」

「論点がすり替わってます。世界の話はしていません。私たち友達という枠わくのお話です」

「その友達という枠も崩くずれかけた。あのとき、俺おれが梨り央おを使って暴走を止めていなかったら、さらにひどいことになってたはずだ。それを責める権利が花穂にあるのかい？」

「違います。私はお願いしているんです。私にはできないけど、沖田さんなら平和的に解決してくれたって。沖田さんはできたはずです」

「これが俺のやり方だよ。なあ、それより着替えたほうがいいと思うぞ」

　沖田は花穂を指さした。惨みじめに汚れた白いワンピースを見ていると気分が悪かった。それはペアである自分の責任でもあるのだ。

「私はこのままでいいです」

「ほら着ろよ。さっき梨央とショップに行って買ってきたんだ。動きやすそうなのを選んでやったから。デザインも悪くないし、その服着てたら恥ずかしいだろ」

　沖田は黒ベースのワンピースを差しだしたが、花穂は不満げな顔をした。

「私の評価を上げて武器にするつもりですか？　私はこれでいいんです」

「なあ、女の子としておかしいと思わないのか？　綺麗な格好をするのって女の子同士での最低限のルールだろ。男って汚い格好しても苦笑いですむけど、女はそうじゃない。女の中でかわいいとか綺麗は厳格な規則になってる」

　女は常に美という評価がつきまとう。美は常に正義であり、それを満たしている女性は、どんな行動をしようとも社会の中で許容されるのだ。

「ルール違反でも、汚くてもいいです」

「こんな薄汚れて惨めな子は他にいないぞ。気を遣つかってやったのに、そんな格好でいたいなら勝手にすればいいけど」

　沖田は首をすくめてから花穂から離はなれる。

「……沖田さんは女の子の気持ちがわかってません」

「俺なりに花穂に気を遣ったつもりだけどな」

「いいえわかってません。……だからああなったんです」

　振り向くと、花穂がじわりと涙を浮かべてこちらを睨にらんでいた。

「沖田さん、石せつ窟くつで私に聞いてましたよね。いろんなことを聞かれてよくわからなかったけど、あとで思い返してみるとあのことを聞きたかったって気づきました」

「その話はもうしなくていい」

「確かにあの人は悩なやんでました。保健室のあの人の悩みは沖おき田たさんが関係していたんですね」

「それは花か穂すいには関係ないことだ」

「何があったのかは知りません。でも関係が壊こわれた原因は沖田さんです。沖田さんは他人の痛みがわからない人だからです。だから見える時間やお金にこだわっている」

「黙だまれ、それこそ関係ない話だろ」

「あなたは他人を理解したい訳じゃなく支配したいんです。自分の知っている色に染めたり名前をつけたりしてわかった気になりたかった。そんなの、純じゆん粋すいな人間関係じゃありません」

　花穂の視線に沖田は息苦しさを感じた。自分の胸の中を覗のぞかれているような気がして痛みすらも発生する。彼女がなんでこんな視線を向けるのかわからなかった。

「沖田さんはもっとみんなの気持ちを知るべきで……」

「うるさい。おとなしく着替えてこい」

　沖田が強引にワンピースを押しつけると、花穂は大きくバランスを崩くずし、よろめくようにして背後の梨り央おにぶつかった。

「あ……」

　梨央が困った顔をする。持っていた缶コーヒーが花穂の服にかかってしまったようだ。

「気にしなくていいよ、梨央」

　沖田は梨央から缶を奪うばうと、コーヒーを花穂の肩にぼたぼたとかけた。白いワンピースが茶色く染まっていく。

「俺おれに染められたコーヒー色が嫌いやだったら、その落ちてる服を拾って着替えるんだな」

「……ひどい」

　花穂はぐっと唇くちびるを噛かみ沖田を睨にらんでから、服を拾うことなく背を向ける。走り去る彼女はアダンの茂しげみの中に消えた。

「追わなくていいの？」

　梨央が言う。ほっとけばいいと思った。あのような考えでこのゲームに対応できるはずがない。他のプレイヤーに利用され食い物にされるだけなのだ。

「ん？　何か言いたいことがあるのか？」

　檻おりの中で須す藤どうが含み笑いをしていた。

「いや、俺はもう部外者だからな。お前に意見するなんてことはねえよ。……だが、お前が間違っていることだけはわかる」

「俺のほうが女心がわかる、とでも言いたいのか？」

「そうじゃない。俺はお前がわかっていない、ということだけわかる」

　鉄格子に寄りかかっていた須藤は暗い檻の奥おくに引っ込んでいった。







　──お前はわかっていない。

　そんな言葉が棘とげのように刺ささり痛みを発する。意識が溶とけたチョコレートのようにどろどろに混こん濁だくしている。この島には情報が多すぎるのかもしれない。消化不良のまま情報が混じり合い不快な色となっている。真実は見えなくなる……。

　……潮しお騒さい。それに混じって誰だれかの声が遠くから聞こえた。教室で寝ねているような感覚に陥おちいった。沖おき田たはゆっくりと体を起こす。しばらくボーっとしてから自分のいる場所に気づく。ここは小さな入り江だった。沖田は入り江の屋根つきベンチで寝ていたのだ。ずいぶんと寝過ごしたようで、すでに太陽は高く昇のぼっている。波間に二人の女子の姿があった。

「あ、沖田君！」

　目覚めた沖田に気づいた女子が、大きく手を振り砂浜を走ってきた。視界が一気にカラフルになった気がした。真っ青な空と紺こん碧ぺきの海、真っ白な砂浜が光を反射してとても眩まぶしい。いや、何よりも光を放っているのは彼女だった。

「……委員長？」

　彼女は中なか野の香か緒お里り。沖田のクラスの委員長だった。

「ずいぶん遅おそく起きるんだね」

　呆あきれたようにため息を吐ついた香緒里は水着姿だった。ビキニタイプの水着を着ており、すらっとした体のラインと白い肌はだを惜おしげもなく露ろ出しゆつしている。まるでＣＭを観ているかのようだった。まだ沖田の脳は目の前の光景を現実としてはっきりと処理していないらしい。
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「あれ、梨り央おもか」

　とことこと砂浜を歩いてきた梨央もビキニの水着を着ていた。ただし、あのブリッツの拘こう束そく具ぐは体に装着されたままで、妙みようにエロチックな画だった。

「えっと、なんで委員長がここに？」

「ショップで水着が当たったから泳ごうかと思ってね」

「いや、そういうことじゃなくて……」

「せっかくだから楽しもうと思って」

　須す藤どう関連のトラブルで一番怖こわい目にあっただろう彼女の表情はすっかりと回復していた。

「梨央、泳げたのか？」

「カオリンに教えてもらっていたの。遠くにイルカを見たよ。もっと近くで見たいな」

「こんなに綺き麗れいな海があるのに泳がないのはもったいないから」

　香緒里はなにか吹っ切れたような表情だった。

「ずいぶん大だい胆たんな水着だね」

「……今日は特別に見ていいよ」

　香緒里がにこりと笑ったので、沖田のほうが視線を逸そらしてしまった。いつもの香緒里と違って調子が狂くるってしまう。南の島の雰ふん囲い気きがそうさせているのだろうか。

「沖おき田た君は見ていいよって言われると見られないタイプだよね」

　香か緒お里りはタオルで丁てい寧ねいに梨り央おの髪かみを拭ふいてやっている。沖田はそんな光景を横目にぬるくなったペットボトルの水を飲んだ。

「どうしたの沖田君、何かあったの？」

「いや、順調だよ」

　そう言いつつも、脱だつ出しゆつゲームに集中できない気持ちもあった。この気持ちがなんであるかわからなかった。もやもやとしてささくれだったような感情が漂ただよっている。

「花か穂すいさんと喧けん嘩かでもしたの？」

　沖田の心を読んだかのように香緒里が聞いた。

「別に。あいつどこにいるの？」

「みんなに食べ物を配ったりしてくれてたよ」

　花穂なりに、これ以上争いが起こらないように努力しているかもしれない。

「脱出の件について議論の行き違いが起こったんだ。方針の違いでもしかしたら花穂に不快な思いをさせた可能性もある」

　沖田が言うと、香緒里は驚おどろいた顔をした。

「ど、どうしたの？　まるで沖田君が反省しているみたい」

「そんなこと言われると、まるで俺おれが学ばないみたいじゃないか」

「なんか元気ないなって思っただけ」

　香か緒お里りは中ちゆう腰ごしになり、ベンチに座る沖おき田たを覗のぞき込こんだ。間近で見ると香緒里の水着の生き地じはとても小さい。細かい水すい滴てきが肌はだの上で光っている。

「沖田君らしくないよ。沖田君はもっと自己中心的に好きなことやっているイメージ。みんなが元気ないときでも、脱だつ出しゆつゲームに集中していると思った」

「いや、集中はしてるよ」

「学園祭で複雑すぎる迷路を作って子供たちを泣かして喜んでいるのを見て、みんなは引いてたけど私はらしいなって思った。子供にも容よう赦しやしない君はフェアで純じゆん粋すいだなって思ったの」

「そうやって委員長に甘あまやかされて生きてきたけど、それでいいのかな。よくわからないけど、俺おれの行動は間違ってる可能性はないかな？」

　こんな気持ちは初めてだった。取り返しのつかないことになってからでは遅いのだ。失った保健室の彼女のように、間違いは取とり戻もどせない。

「沖田君は正しいよ、間違っていない。そして君はとってもエキサイティングだと思う。……そんなところに私は惹ひかれるのかな」

　香緒里の顔は沖田の数センチまで近づいていた。濡ぬれた彼女の髪が沖田の頬ほおをくすぐる。と、そのとき横に立っていた梨り央おがくしゃみをしたので、ふたりははっと我に返った。

「あ、体が冷えちゃったね」

　香緒里は梨央の体にタオルを掛けてやる。

「そういえば委員長は入り江で泳げたの？　認証は？」

「須す藤どう君が檻おりに入ったら、ペアが誰だれもいなくなった状態になってたの。表示も無記名だった」

　香緒里は腕の機器を沖田に見せた。そこには沖田の名前が表示されていた。

「沖田君が寝ねてるときに認証しちゃった。フリーの状態でもよかったけど、沖田君のペアになって脱出を手伝おうと思って」

「委員長は脱出ゲームを続けるのか？」

「うん、もう怖こわいものはないから。それに沖田君もいるしね」

　香緒里はぱちりとウインクした。







「やっぱりもう少し島を詳くわしく調べる必要があるのかな」

　沖田たちは自動販はん売ばい機きに向かっていた。島の調査をするため、水などを買い込んでおこうとの目的だった。

「うちのクラスの子も元気がなかったら、できるだけ早くなんとかしてあげたい」

　隣となりを歩く香緒里は青いワンピースを着ている。水着の上にワンピースを重ね着しただけの格好だった。梨央は水着姿のままで後ろをついてきている。

　沖おき田たはふと足を止めた。隣となりの香か緒お里りが麦わら帽ぼう子しを押さえながら小首を傾かしげる。

「あれ、花か穂すいさん？」

　島を歩いているのは花穂だった。彼女はワンピースのスカートの裾すそに食べ物を入れて運んでいる。下着まで見えそうな無防備な格好で沖田に気づいた花穂は、スカートの裾を離はなしてしまい、食べ物を地面にぶちまけてしまった。

「花穂さん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　香緒里が落ちた物資を拾い集める。

「すいません」と、花穂は沖田から目を逸そらして香緒里と一いつ緒しよにそれを拾う。花穂のワンピースは汚れたままだった。半分がコーヒー色に染まっている。

「花穂さん、ホテルに運ぼうとしてたの？」

「そうです。そうすれば少しでも生活が落ち着くかなって」

　花穂は赤い玉を最初に触さわった女子であり、それによってゲームマネーも手に入れている。それを使って皆に物資を配ろうとしているのだ。

「ねえ、花穂さんも私たちと一緒に脱だつ出しゆつゲームを攻こう略りやくしようよ。早くゲームを終えれば、みんなも助けられるからさ」

　香緒里の言葉に花穂は複雑な表情を浮かべた。

「そうですよね、早くゲームを終えたほうがみんなのためですよね」

「それに、ひとりで歩いてたら危ないよ。花穂さん、広場とかで軽音部の人たちにちょっかい出されたりしてたでしょ」

　花穂はペットボトルと拾いながら、ちらっと一いつ瞬しゆんだけ沖田を見た。

「なあ、花穂……」

「……はい」

　花穂は沖田の言葉を待つように視線を下げる。沖田が口を開こうとしたとき、不意に茂しげみががさっと音を立てた。

「……沖田、たちか」

　アダンの茂みから顔を覗のぞかせたのは鈴すず木きだった。他にも男女が十人ほどいる。彼らも島の探たん索さくをしてゲームクリアを目指しているようだ。集団の後方には如月きさらぎ未み来くの姿もあった。未来は沖田に気づいて小さく手を上げただけで、元気がないように見える。

「島を調べてるのか？　何か見つかった？」

　沖田は鈴木に声をかけた。

「そこそこだな。沖田はどうだ？」

「こっちもまあまあだよ」

　鈴木は沖田を警けい戒かいしている。鈴木はすでにゲームを再開させており、沖田をゲームにおけるライバルであると認識しているのだ。

「どっかで泳いだのか？」

　鈴すず木きは水着姿の梨り央おに遠えん慮りよがちに視線を向ける。

「ただのコスチュームだよ。あの天使のワンピースは評価が高すぎてみんなが怯おびえるだろ。だから涼すずしい格好に着替えたんだ。あまり見るなよ、梨央も女の子なんだから」

　あの入り江はまだ生徒たちにばれていなかった。そんなことからも沖おき田たはまだ自分が気づいていない場所がある可能性も考こう慮りよしていた。

「あの……」

　物資を拾い集め終わった花か穂すいが立ちあがり、何か言いたげにしていた。沖田はしばらく考えてから鈴木に言った。

「なあ鈴木、花穂と一いつ緒しよに行動してくれないか？　花穂ひとりじゃ危ないからさ」

　その言葉を聞いて花穂は目を見開く。

「いいけど、花穂さんは沖田のペアだっただろ」

　鈴木は沖田の申し出を不ふ審しんに思っているようだ。

「俺おれも本格的に島を探たん索さくしたいんだ。で、もっと体力があるメンバーがほしい。だから、トレードしないか？」

「トレード？　どういうことだ？」

「花穂と──未み来くを。体力もあるし、俺のクラスメイトだから」

　考える鈴木の横で、花穂は不満げな顔をしている。

「金銭をプラスしていい」

　沖田はリュックからカラーボールを取りだして鈴木に渡した。合計金額は五万ほど。

「元々誰だれと誰が行動するって決まりはないだろ。別に未来を強引に引き抜いてもいいんだぞ。委員長が呼べばこっちにくる。でも、できるだけルールを作っておきたい」

　沖田は鈴木に耳打ちした。

「わかった。……如月きさらぎさん、沖田と行動してやってくれないか？　花穂さんはひとりじゃ危ないから俺たちの仲間に入れてあげたいから」

「え、うん、それでもいいけど」

　未来は驚おどろいたようにうなずいた。

「そうしよう。未来ちゃんがいれば心強いから」

　素直に喜ぶ香か緒お里りの横で「私は物じゃありません」と、花穂はそっぽを向いた。

「じゃあ、花穂さん、一緒に行こう」

「……はい、わかりました」

　花穂は鈴木の呼びかけに応こたえ沖田から離はなれた。

「じゃあ探索がんばって」

　未来が手を振る中、鈴木たちは再び島の探索に戻っていく。花穂も振り返ることなくアダンの陰かげに姿を消した。これでいいのだと思った。鈴すず木きグループの中にいれば花か穂すいはひどい目に遭あうことはないだろう。

「どうした沖おき田た、なんか変だぞ」

　ぼんやりと突っ立つ沖田を、未み来くが心配げに見つめている。

「変なのは未来だろうが。普ふ段だんはウザいくらいテンションが高いのに」

「……なあもしかして私を心配してくれたのか？」

「馬ば鹿か、そんなんじゃない。ただお前の体力馬鹿なところが必要だっただけだよ」

「体力馬鹿とはなんだ」

　未来が沖田を蹴けり飛とばした。その横で香か緒お里りはにこにこと笑っている。

「未来ちゃん、沖田君は一番に脱だつ出しゆつするんだって」

「そっか、マイペースの沖田らしいな」

　彼女たちの表情を見ているうちに、沖田の胸の内のもやもやとした霧きりが晴れていった。

「うん、必ず俺おれが脱出へと導く。だから協力してほしい」

　沖田が手を差しだすと、香緒里と未来、そして梨り央おもそれを握にぎった。

「よし、がんばろうぜ」

　沖田は叫さけんだ。そうだ、自分にはこれしかないのだ。誰だれよりも速く。それが自分自身の表現であり存在価値だ。

　──最後の扉とびらは必ず開けてみせる。
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　ゲームの再始動だった。

　精神的に落ち込んでいた生徒たちも復帰していき、再びゲームが稼か働どうしている。

「あまり進展がないわね」

「そうでもないよ。情報はしっかりと集まってるから」

　篠しの田だあかりがため息を吐はく横で、斉さい藤とうは棧さん橋ばし橋ばしから水平線を見つめていた。斉藤も島の調査を再開しており、篠田たち数人と共に行動している。

「島の全体の動きは把は握あくしているから」

　篠田の友人の女子たちのおかげで他のグループの動きはなんとなくわかっていた。

「まず、島の探たん索さくはいくつかのグループに分かれて行われてる。俺たちのグループ、鈴木のグループ、そして沖田たち。残りはほぼ自由行動」

　探索に加わっていない男女は、ホテルのホールや海で遊んだりとしている。

「その情報って生徒たちの動向でしょ。ゲーム進行とは関係ないのでは？」

　篠田は脱出におけるヒントが見つからないことに焦あせっているようだった。

「そんなことないよ。ゲームにおける最重要な情報はプレイヤーたちの動きだから。篠しの田ださんがそれぞれのグループに友達を配置してくれたから情報が隠いん匿とくされる恐おそれもない」

「そんな言い方だと、私の指示でそうしたみたいじゃない」

「篠田さんが俺おれのペアになったのも、俺をマークしてるからじゃないのかい」

「体力レベルが同じくらいの人を選んだのよ」

　美術部の女子が鈴すず木きのグループなどで行動しているのは、美術部部長の篠田の指示である気がした。彼女は恐れているのだ。須す藤どうのようなトラブルが起こる可能性はゼロではない。

「グループはさっき言ったようにおおざっぱに四つだね。俺たち以外の三つのグループの動きをマークしておけば、トラブルは未然に防げる」

　斉さい藤とうはゲームクリアを目指すより混乱を防ぎたかった。それが極限ゲームサークルの部長としての責任だと考えていた。

「あと、コテージにいる志し田だ君ね。いろいろあって落ち込んで引きこもってるみたいだけど」

「志田のことは神楽かぐらちゃんに頼たのんでおいたから。飲食物を持って行ってやってって。本当は志田の彼女にそれをやってもらいたんだけどさ」

「駄だ目めよ。風ふうちゃんは志田君が頼たよりにならなかったのを怒おこってたわ。男の人の価値って、そういったときにわかるわよね」

「頼りにならなくて悪かったよ」

「いいえ、斉藤君はよくやってくれたわ。動いてくれたから。須藤君の暴走を止められなかったのはただの結果に過ぎない。私の中では悪くない評価よ」

　篠田は潮風になびく髪かみを押さえながら斉藤を向いた。

「でも、何もしなかった男の子たちは駄目。そんな人たちは信用できないし、心を許さない」

「たった一回でそこまで評価を下げちゃうんだ」

「ええ、こういったゲームだからこそ人間の深層が見えるの。最低なのはミスをすることではなく、トラブル時において動けないこと。指示待ち人間に価値はないわ」

　斉藤はホテルのホールの状じよう況きようを思いだした。男女関係は少しずつ変化していた。消極的になった女子たちに、男子たちは少しだけ強気に出ているような気がする。あのトラブルの責任を女子たちに転てん嫁かしているのだ。

　女子たちが持っているブリッツという武器を監かん視しするという名目のもと、女子たちを管理し始めたのだ。ホテルのスペースに閉じ込めるようにして行動を制限している。現在島の探たん索さくに参加していない女子は、そんな扱あつかいを受けているはずだ。個人と個人のペアではなく、男子の集団が女子の集団を管理している状況だ。

「あのトラブル、女の子たちは利用されただけだけど、責任を感じてる人もいるんだろうな」

「だからって男子たちが強気に出るのは違うと思う。彼らはコスチュームは買わせずに、自分たちの好きな食べ物を買わせ、海に遊びに行くときも監視するようについてこさせてる、今の女の子まるでペットみたいだわ」

「いや、ペットってそこまでひどくはないだろうけど」

　ただ女子たちに男子が気を遣つかわなくなってきたのは確かだった。あのトラブルを機に何もしなかった男子たちにも変化が出たのだ。須す藤どうの行動が一種のボーダーラインとなったといえる。あのラインを越えない行動なら許される、と。

「なあ篠しの田ださんは沖おき田たと一いつ緒しよに行動しないの？　あのトラブルを解決してくれた男じゃないか」

「沖田君は上う手まくやり過ぎたわ。だから私は須藤君と同じくらい信用できない」

　篠田は沖田を恐おそれている。彼女の持っている物差しでは理解できない種類の人間なのだ。

「だから、斉さい藤とう君がこのゲームをクリアしてほしい。私が手伝うから」

　篠田に見つめられ斉藤は小さく笑った。確かに斉藤は篠田と同じタイプの人間で、彼女が理解しやすいタイプなのだろう。

「俺おれは脱だつ出しゆつよりも、安定を優先するよ。誰だれが脱出しても変わらないから。そして、脱出に関してはそろそろ動きがあると思う。きっと二つ目が……」

「二つ目？　なんのこと？」

　篠田が顔をしかめたとき、棧さん橋ばしに走ってくる女子生徒の姿が見えた。あれは篠田と同じ美術部員の女子だった。

「見つかったらしいの」

　その女子生徒は息を切らしながら言った。

「二個目の赤い玉。見つけたのは沖田君だった」

　斉藤と篠田は顔を見合わせた。
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『おめでとうございます。Ｓランクの天使シリーズが当たりましたよ』

　妖よう精せいの声と同時に香か緒お里りの声が聞こえる。

「沖田君、天使のブーツだって。すごい価値があるんじゃないかな」

「天使シリーズ、か。やっぱり、終しゆう盤ばんに高価な衣装が出るようにセッティングされてるんだな」

　沖田はショップエリアのベンチに座っていた。ゲームマネーが増えたので新たなコスチュームを購こう入にゆうしにきたのだった。

「沖田、三つ目のプリンセスシリーズが当たったよ」

　未み来くがきらびやかなネックレスを持ってくる。

　ショップは女子たちの笑い声で満ちていた。このような状じよう況きようでも、女子は買い物が好きなようだ。コスチュームの販はん売ばい機きで楽しそうに購こう入にゆうする女子たちの姿が見える。

　沖おき田たは香か緒お里りと未み来くと梨り央おで島を探索していたのだが、メンバーが徐じよ々じよに増えていった。ホテルで引きこもっていた女子たちが手伝いを申し出てきたのだ。香緒里と未来という他の女子に人望のあるメンバーのおかげだろう。

「梨央、天使のブーツを履はいておけ。フリーサイズのサンダルだから梨央でも大だい丈じよう夫ぶだから」

　サンダルはマジックテープで調整するタイプのものだが、最高クラスの評価であるはずだ。

「あ、いいかな。とりあえず一時的な感じで、ゴールが見えてから分配は話し合うってことで」

　沖田は天使のブーツを当てた香緒里に聞いた。

「そんなの断らなくていいよ。沖田君の好きにしていいから」

　香緒里は平然と微笑ほほえみ、梨央に天使のブーツを履かせる。コスチュームについて気づいたことがあるのだ。それはコーディネートも評価に関係するということだった。同系統の色や同シリーズでまとめたほうが高評価なのだ。

　女子は日常からこのような複雑な戦略を立てているのだ。衣装のカラーやデザインが時と場所にマッチするかどうか。自分や周囲の情報をコスチュームに反映させるという複雑な行動を取りながら平然と日常を過ごしている。女が感覚に優れているのは当然だった。

「やっぱりワンピースと合うね」

　天使のブーツを梨央に履かせ終わった香緒里が言った。梨央は天使シリーズの二つをそろえたことになる。この派手なコスチュームは武力に直結する。ゲームの主導権を握にぎるために梨央という武器の威い力りよくをアピールする必要があった。

「委員長はプリンセスネックレスを着けておいて」

　沖田は香緒里にネックレスを渡した。現在の彼女は虹にじ色いろのドレスのようなワンピース姿だ。このワンピースは姫ひめ君ぎみのワンピースで、Ａランクのシリーズだった。高評価の衣装はできるだけ沖田に従順な人間に渡したかった。ちなみに現在の未来は紺こん色いろのフリル付きワンピースを着ている。それはメイドシリーズだった。

「未来、さっき当たったメイドカチューシャ、ちゃんと着けておけよな」

「でも、コスプレしてるようで、ちょっとねえ」

「こういうゲームなんだ。別にブリッツを使おうって訳じゃない。でも、ちゃんとコスチュームを着ていれば、何かイベントとかに遭そう遇ぐうする可能性だってある」

　メイドシリーズもＡランクだ。広場のカウンターを使えば正確な数値はわかるのだが、妖よう精せいが助言をくれるため、ある程度の評価はわかった。

「メイドが嫌いやなら、露ろ出しゆつの高い天使シリーズを着せるぞ」

「そうだよ未来ちゃん、ちゃんと着なよ、似合うから」

　香緒里に促うながされ、未来は渋しぶ々しぶアクセサリーを着ける。

「そして、俺おれのことをご主人様って呼ぶんだぞ」

「言こと葉ば遣づかいは関係ないだろ、馬ば鹿か」

　ずっと落ち込んでいた未み来くの精神状態は時間経過と共に回復していた。

「似合うかな、沖おき田た君」

　ネックレスを着けた香か緒お里りが沖田の目の前で笑ってみせた。

「うん、綺き麗れいだね。お姫様みたいだよ」

　香緒里は沖田の目の前でくるっと回って感情を表現した。ゲーム進行と共に香緒里は沖田に接近していた。沖田への好意を隠かくそうともせず無防備な表情を向け、水や汗あせを拭ふくタオルを渡したりとかいがいしく世話も焼くようになった。

「未来、そろそろ終わりにしよう。一気に買ってソールドアウトにすると、他のメンバーと摩ま擦さつが起こるからさ」

「わかった。もうやめようって。買った物は一度まとめておこう」

　未来が周囲の女子に指示を出した。未来との関係も変化している。表向きは日常と変わらないが、彼女は沖田に強い信しん頼らいを寄せている。そして、沖田のグループに入った女子たちをまとめたりケアしたりとしていた。ゲームでの行動が人間関係をがらりと変化させたのだった。

　ボーッと突っ立ってた梨り央おは、何かに気づいたように沖田を見た。

「どうした、梨央……あ」

　沖田はベンチから立ちあがった。ショップ近くに集団が現れたのだ。

「おう、鈴すず木き」

　沖田は手を上げた。十数人ほどの男女は鈴木たちの集団だった。

「ショップで買い物をしてたのか？」

　鈴木は香緒里や未来に視線をやりながら言った。

「どこに脱だつ出しゆつのヒントがあるかわからないからな。鈴木は？」

「同じだよ。服を買いに来た。女子たちの下着の問題とかもあるから、多めに買ってホテルに戻もどろうかと思ってる」

「もうすぐ暗くなるから、早くしたほうがいいぞ。俺たちはもう買い物は終わったから」

　鈴木は普ふ通つうに会話をしつつも、沖田から微び妙みように視線を逸そらしていた。それはゲームプレイヤーのライバルとして正常な態度だ。

「認証させてもらうぞ。じゃあ、適当に買っておいて」

　鈴木は認証装置に手を置きながらメンバーの女子たちに言った。

「はい鈴木さん、消しよう耗もう品ひんは私が買っておきますから」

　メンバーの中には花か穂すいの姿もあった。相変わらず薄汚れたワンピースのままで、アクセサリーも着けていない。彼女は沖田に視線を向けもしない。

「……ずいぶん高価そうな衣装だな」

　認証を終えた鈴すず木きは着き飾かざった梨り央おを見た。

「ああ、ちょっとした臨時収入があったからな」

　沖おき田たは手を広げてみせた。指に挟はさまれた赤い玉は──二つ。

「それ、食べ物の自動販はん売ばい機きで見つけたんだって？」

「ああそうだ。ショップの自販機にもあるかもな」

　最初に玉に触さわった女子は疑似マネーが増えるというルールがあるため、その赤い玉を梨央に触らせ、増やしたゲームマネーでコスチュームを買い込んでいた。しかし、ショップの販売機から赤い玉が出てくる可能性は限りなく低いと沖田は見ていた。コスチュームを買い込んでいる理由はやはり武力だった。

　沖田が二つ目の赤い玉を見つけたのはすでに生徒たちに知れ渡っていることだろう。この二つの玉を守るためにも、やはり抑よく止し力りよくとしての武力は必要だった。この赤い玉を奪うばわれるわけにはいかない。

「あまりボール探しに夢中になってるなよ。あくまで俺おれたちの目的は脱だつ出しゆつだ」

　鈴木は吐はき捨すてるように言うと、沖田から離れていく。

「……だから集めてるんだよ」と、沖田はにやりと笑った。

「沖田君、どうする？」

　香か緒お里りが寄ってきたので、沖田は赤い玉をしまってからうなずいた。

「自販機で食料を買ってからホテルに戻ろう」

　その言葉を聞いた未み来くが、メンバーの女子たちに声をかける。そんな未来の肩越しに、ショップの販売機前で鈴木が花か穂すいに声をかけているのが見えた。

「花か穂すいさんもさあ、服を着き替がえればいいのに」

「……私はこのままでいいんです」

　花穂は恥ずかしそうに笑いながら応こたえた。そんな表情を見て沖田は何な故ぜか胸に痛みを感じた。彼女もあんな表情をするのか、と思った。

「行こう、暗くなる前に」

　複雑な気分になった沖田は、その場から立ち去ることにした。目的は脱出なのだ。くだらないことを考えている暇ひまはない。脱出のキーは順調にそろってきている。
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　夕方になって神楽かぐら坂ざかはホテルへと戻った。

　ホテルのホールは異様な雰ふん囲い気きが漂ただよっている。相変わらず男子生徒たちが騒さわいでいるが、女子たちの精神状態は重いままだ。身を寄せ合うように過ごしている女子は二十人ほどだ。

　ホールにいる男子は四十人近く。ゲーム攻こう略りやくの糸口は見つからず、ほとんどの生徒たちは待機状態だった。他の誰だれかがゲームを先に進めるのを待っているのだ。斉さい藤とうを始め、沖おき田たや鈴すず木きなど行動力のある男子がいるため、その他の男子生徒の自主性が失われ始めた。

　ペアという枠わく組ぐみは大きく形を変えていた。ホテルでは男子という集団が女子の集団を管理しているという形態だった。その中心にいるのは、あのトラブルの原因になったともいえる軽音部の男子だった。彼らは一時は反省の意をみせてはいたが、すべての責任を檻おりの中の須す藤どうに押しつけ勝手な行動を取り始めた。序じよ盤ばんは花か穂すいが運んできた食料を女子に率先して配ったりとしていたが、その行こう為いは食料などの物資を管理するという行動にそのままシフトした。

　さらに女子たちの行動の管理をも始める。勝手にトイレやシャワーを浴びることも禁じられ、女子は物資を購こう入にゆうさせられるＡＴＭのような存在と成り下がった。彼らに言わせればそれは落ち込んでいる女子たちに気を遣つかっているとのことだが、すでにその一線は越えていた。

　また、周囲の男子たちも軽音部の行動を止めるどころか、それに乗っかった。彼らはこのゲーム中に溜ためこんでいたストレスを他人に向かって発散することを選んだのだ。直接女子を攻こう撃げきせず、軽音部の男子たちを介かいしてというある意味陰いん湿しつな選せん択たくだった。

　ホールの喧けん噪そうが少し収まる。振り返ると、ホールに男女が戻ってきた。それは斉藤と篠しの田だたち数人の女子だった。

「斉藤君」

　神楽かぐら坂ざかはほっとした声を出してしまった。

「志し田だの様子を見に行ってくれた？　どうだった？」

　斉藤はホールに視線を投げてから神楽坂に聞いた。

「ええ、なんていうか、太ってた」

「よかった、通常どおりで」

「あとはぐったりしてた。精神的にね。そっちはどう？」

「ゲームは少しずつ進んでる。自じ販はん機きから二個目の赤い玉も見つかったらしいし」

「そうらしいね。だから、男の子たちは彼女たちを連れて自動販売機に行ったらしいの」

　神楽坂はホールの一角を指さした。そこには携けい行こう食しよくやペットボトルが山積みにされている。

「あんな大量にか……。もう自販機から赤い玉が出ることはないと思うけどね」

「女の子たちは、もっと必要な物があるのに、嫌いやな感じ」

　篠田が男子生徒たちに冷たい視線を向けている。

「なんだったら、俺おれたちで何か用意して上げればいいさ。今からでも……」

　斉藤が言葉を止めて出入り口の回かい転てん扉とびらを向いた。回転扉から男女の集団が入ってきた。それは鈴木たちだった。鈴木を含む運動部の男子と、女子たちのグループ。

　先ほどまで騒さわいでいた男子たちは静かになり、ホールの女子たちに少しだけ笑顔が戻もどる。鈴木グループの女子たちは島を探たん索さくしやすいような格好をしているが、花穂だけは汚れた白いワンピースを着ている。

　花か穂すいたち女子は、ホールの女子たちに近づくと何かを配り始めた。ショップで買ってきた下着やタオルなど、花穂たちが気を遣つかってくれたようだ。鈴すず木きは斉さい藤とうを見て小さく手を上げただけで話しかけてはこない。情報を共有する気はないらしい。

　神楽かぐら坂ざかは思う。女子たちと違い、基本的に男子はゲームプレイヤーのライバルのような関係なのではと。少しずつ対立が大きくなっているような気がするのだ。それは元からのセッティングも関係あるだろうが、やはりプライドの問題だろう。男子は何よりも名めい誉よを優先する。そして勝利者という名誉を得られるのは常に一人である。

　ホールがシーンと静まりかえった。

　神楽坂は振り返り息をのんだ。それはきらびやかな光を放つ集団だった。

　沖田グループだ。沖田の隣には天使のワンピースを着た梨り央おが立ち、続いて入ってきた香か緒お里りは七色に光るドレス姿、陸上部の未み来くはメイドのようなワンピース姿だった。そして、その他の女子も着き飾かざっている。島を歩いていたとは思えないほどの服装だった。

　軽音部の男子たちも沈ちん黙もくする。彼らはそのコスチュームを見てプレッシャーを感じているのだ。圧あつ倒とう的てき武力。彼らはそう受け取っている。

　一方ホールで過ごしていた女子たちの視線は羨せん望ぼうだった。彼女たちはブリッツ対策もあるのか質素なワンピースだけで、アクセサリーも着けていない状態だ。そんな自分たちと沖田グループの差を目まの当あたりにしている。

　ホールの雰ふん囲い気きは一気に混こん沌とんとした。様々な感情が渦うず巻まいている。ホールに引きこもり何もしてこなかった男子たちが沖田に向ける視線は後ろめたさと嫉しつ妬とだ。まるで女子自体がアクセサリーのようだと感じた。着飾った女子はそのまま所有者の男子を装そう飾しよくする。社会における学歴や年収のように、この島では女子自体が男子の価値となるのだ。

　まるで冷戦だと神楽坂は思った。武器を使った戦争は終結し、抑よく止し力りよくとしての武力を誇こ示じする戦いに入っている。ゲームのイニシアチブを握にぎるために、武力の提示は正当な行為なのだ。そして、沖田のそのアピールは成功している。

　ホールに入った沖田はじっと中央の女神像を見ている。ぼんやりと眺ながめているだけだったが、そんな様子が逆に何かを調べているようにも感じられた。そんな沖田に、香緒里や未来が水などを渡し、かいがいしく世話をしている姿があった。

「斉藤君はやっぱりゲーム主しゆ催さい者しや側よね」

　神楽坂は斉藤を向いて皮肉を言った。斉藤はまるで部外者のような視線だった。ホールの雰囲気や人間関係を楽しんでいるかのようだ。対して神楽坂の胸の内を占しめる感情は嫉妬だった。それは着飾った女子たちへのものではなく、沖田に向けてだ。

　スポットは沖田に当たっている。それは屈くつ辱じよく的てきなことだった。沖田は大きな声を上げるでも着飾るでもなく、ただホールに立っているだけで光を浴びている。神楽坂が真っ赤な色の服を着ようとも綺き麗れいな笑顔を浮かべようとも、こちらにスポットライトを回されることはない。現在の自分は沖おき田たを引き立てる脇わき役やくに過ぎない……。

　主役は常に一人。それは舞ぶ台たいに立って神楽かぐら坂ざかが知ったことだった。そして、それは現実でも同じなのだ。学校はひとりひとりが物語の主演だと教えているが、そうではない。ほとんどの人間は惨みじめでつまらないエキストラに過ぎない人生を歩まねばならない。それが嫌いやならこのゲームにおいても行動せねばならない。ゲームのプレイヤーとして動く決断をするのだ。

　もっと光を。光がほしかった。舞台でも人生においても光を浴び続けたかった。そのためなら、他人の光を奪うばってでも……。

「うふっ」

「え、え？　神楽ちゃんどうしたの？」

　いきなり笑顔を浮かべた神楽坂を見て斉さい藤とうが驚おどろいた。

「ううん、別に」

　神楽坂は小首を傾かしげながら笑ってみせた。反省していた。今の自分は明らかに嫉しつ妬とにまみれた表情をしていたことだろう。胸の内の感情を流出させてはならない。表情に出すのは見せていい感情だけだ。

　ふと横を見ると、篠しの田だも沖田を見つめている。篠田は心の内を無防備に表情に出していた。それは恐おそれだ。沖田を恐れている。武力を提示する沖田を須す藤どうと重ねているのだろう。

「ねえ、篠田さん」

　神楽坂は篠田と同じ表情を作り呼びかけた。こんなときは共感が必要だった。同じ感情を共有する人間に心を許しやすい。

「少しだけ篠田さんに話があるんだけど」

「……ええ、いいわ」

　篠田は恐おそれた表情をしている神楽坂を見てうなずいた。

「ちょっと人のいないところで話そう」

　神楽坂は篠田を連れてホールを歩いた。振り返り確認すると、沖田は女神像越しのどこかに視線を向けていた。その視線の先には……花か穂すいがいる。

　汚れた格好で他の生徒たちをケアする花穂を、沖田は少しだけ寂さびしそうに見つめていた。
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　──次の日。

　時間の経過と共に沖田を取り巻く状じよう況きようは変化していた。

　沖田を囲む女子たちは徐じよ々じよに増えていき、十数人はいる。ホテルで休んでいた女子たちが探たん索さくに復帰し始めたのだ。しかし、沖田は自分からグループに入るよう誘さそってはいない。女子たちのほうから協力を申し出たのだった。

　それを無下に断ることはできなかった。沖おき田たは梨り央おや香か緒お里りなどをゲームに利用している事実がある。男子はゲームクリアのライバルだからと断る正当な理由があるが、女子のグループ参加を断る理由は見当たらなかった。

　労力が増えたわけではなかった。女子たちの行動は未み来くが積極的にケアしている。沖田を煩わずらわせないようにとの配慮だろう。未来はどんどん沖田に従順になっていった。現在もこうしてすべての女子は沖田の指示どおりに動いてくれている。

　息苦しかった。この集団は沖田が中心であり自分の意思で動かせる。自分のやりたい行動が取れ、すべての女子は従ってくれる。しかしなんだか疲れる。沖田はその疲ひ労ろうの原因がよくわからない。手持ちのカードが増えてゲームの自由度が増えたというのに何かずれている。

「沖田君、何か見つかった？」

　香緒里はさらに沖田に接近している。女子の視線が増えても気にすることなく、沖田の横にいて常に気き遣づかってくれる。沖田の隣となりが自分の場所であるかのように振ふる舞まっていた。

「駄だ目めだな。何もないのかもしれない。それか、すでに見つけられたか……」

　沖田たちはあの風車のエリアにいた。エリア探たん索さくの目的はずばり宝箱だった。一つのエリアに一つはあるだろう宝箱の存在。しかし、いくら探しても発見できない。妖よう精せいが出そろっていると断言したとおり、やはりすでに見つけられているのだ。その情報が出回っていないことから、誰だれかが隠かくしている可能性が高い。

「そろそろ行こうか。あんまり探し続けると疲れちゃうしさ」

　太陽もそろそろ沈しずみかけている。涼すずしい朝と夕方を中心に活動しているのも、女子たちの体力を考こう慮りよしてのものだ。人数が多くなるに従って行動も制限されてきたような気がした。これだけ人がいるとあの入り江に行くわけにもいかない。

　沖田の言葉を聞いた未来が女子たちに呼びかけている。メンバーの大半は未来と面識のある運動部の女子たちであり、体力的に恵めぐまれているのは助かっていた。体育会系は連帯感もあるのでこうしてメンバーがさらに増えていくことだろう。

　それから沖田たちはショップでコスチュームを購こう入にゆうしてから広場へと向かう。広場には評価を測定するカウンターが設置されているからだ。

　広場に入っていくと女子の困こん惑わくした声と、男子たちのからかうような声が聞こえた。沖田が中央スペースに入ると、そこには軽音部の男子たちがおり、ひとりの女子を囲んでいた。

「風ふう子こちゃん、かな？」

　それを見た香緒里が言う。志し田だの彼女の風子が軽音部たちにちょっかいを出されているようだった。彼らの輪の中心で、ただ困ったように立っている。

「なあ、杉すぎ浦うら。何かトラブルでもあったのか？」

　沖田が呼びかけると、彼らはどきりとしたようにこちらを向いた。

「……いや、なんでもないけど」

「じゃあさ、カウンターを使っていいか？　ちょっと評価を調べたくってさ」

　沖おき田たは着き飾かざった梨り央おの肩に手を載のせた。

「風ふう子こちゃん、おいで」

　香か緒お里りに手招きされ、風子は逃げるようにこちらに来る。

「てかよお、そんな格好でうろついてるのがおかしいんだよな」

　彼らは悪びれた様子もなくへらへらと笑っている。

「それに、須す藤どうが暇ひまだからちょっとサービスしてやったんだよ」

　檻おりを見ると、須藤が腕を組みながら壁かべにより掛かっているのが見えた。こちらのやりとりを気にしている様子はない。

「じゃあ、俺らは行くぜ」

　杉すぎ浦うらたち軽音部は平然と沖田に手を振り立ち去っていく。良くいえば彼らは無む邪じや気きなのだ。軽音部のリーダーの杉浦は家が金持ちで、バンドのすべての機器を親に出してもらったらしい。子供の頃ころからほとんどの欲求を満たされており、自制心が少ない人間なのだ。

「風子ちゃんもさ、確かにこんな格好でよくないんじゃない？」

　未み来くが言うように風子はキャミソールのような露ろ出しゆつの高い格好をしている。露出的には梨央のほうが高いが、風子は女性的な体であるため性的な格好に見える。志し田だから聞いたことだが、彼女はコスプレイヤーとして活動もしているので、そんな格好に慣れているのかもしれない。

「私、須藤君に食べ物を持ってくように頼たのまれたの。それで、ひとりで行動するなら、評価の高い服を着て行ったほうがいいってあかりちゃんに言われて……」

　須藤は特に何も要求してこないが、それでも生徒たちが自主的に物資を渡すようにしていた。しかしそのほとんどは須藤は受け取らなかった。檻に入った須藤はゲームに対して無関連を貫つらぬいているようだ。ゲーム進行について口を挟はさむことも文句を言うこともない。須藤はゲームの部外者としての立場を選せん択たくしたのだ。

「わかった、俺たちと一いつ緒しよにホテルに戻もどろう。だから少しだけ待ってて」

「うん、ありがとう、沖おき田た君」

　風子は大きな目を瞬まばたいてうれしそうに笑った。

「いいさ。じゃあ数値を計ろう」

　沖田は台座に載りカウンターを調べた。これはブリッツ返しや認証ロックアイテムとは種類が違うような気がする。とすると、やはりこれである可能性は低い……。

　女子たちが次々にカウンターに載り、沖田はその数値を調べる。できるだけ評価の高いコーディネートを調べるという目的もあった。アクセサリーなどを付け替え、服装にあったコーディネートを目指す。高評価が出るパターンを少しずつ探していく。

　沖田にとっては作業だったが、女子たちは楽しそうだ。高い評価が出ると歓かん声せいが上がり、少しでもよい組み合わせ探しに没ぼつ頭とうする。評価の底上げは戦力に直結し、今まで落ち込んでいた女子たちにも笑顔が戻もどり一石二鳥なのだ。

　やはりダントツで高評価なのは梨り央おだった。最高クラスの天使シリーズを二つ装備しており、アクセサリーも色合いにあった物を選んでいる。次点は香か緒お里りと未み来くであり、彼女たちがカウンターに載ると拍はく手しゆがわき起こった。

　そんな楽しげな雰ふん囲い気きだったが、沖おき田たは少しだけ違和感を持っていた。

　女子たちが香緒里や未来に向ける視線だった。それはこの楽しげな雰囲気と温度が違うような気がした。どこか少しだけ冷めているような。いや気のせいだろうか……。

　沖田は視線を感じて檻おりを見る。須す藤どうがこちらを見てにやっと笑っていた。こちらを馬ば鹿かにするような視線に沖田はいらだつ。そんな視線を向けるのは本来ならこちら側のはずだ。

　──俺おれはお前がわかっていない、ということだけわかる。

　そんな須藤の声が聞こえたような気がした。







　島での時間はさらに経過する。違和感を抱かかえたまま沖田は行動していた。動かざるを得なかった。多くのメンバーを抱えて立ち止まることもできなかったのだ。

　沖田グループは拡大、いや肥大を続けていた。女子は常に集団の中にいることを好む。その言葉どおりに女子の集団は女子を引き寄せた。現在のグループの人数は二十二人。女子の全人数の半数近くを保持していることになった。

　この集団を捨ててひとりで行動したらいいようにも思えたが、それは無理だった。沖田は女子の人数分の責任を背負わされている。無責任に放ほうりだせば、信しん頼らいは取とり戻もどせない。見返りはほとんどない割には、プレッシャーだけを与えられている。

　沖田は限界を感じていた。二十人の女子の気持ちを察するなど無理なのだ。少人数であればその女子の性格にあった対応ができるが、二十通りのパターンを攻こう略りやくする時間などありはしない。デジタル的コミュニケーションの限界だった。沖田の人間関係は相手の情報を受け取り、その情報を元にしてベストと思える対応をしていたにすぎない。だから人数が多くなるとすぐにオーバーフローしてしまう。

　よって女子の対応は、未来と香緒里に依い存ぞんしていた。ふたりを介かいして女子たちをまとめてもらっている。ふたりは沖田の理解者であり思うように動いてくれ集団は稼か働どうしていた。そのぶん、未来と香緒里はさらに沖田に接近することになった。彼女たちも沖田に頼たよられていることに優ゆう越えつ感かんを持っているようだった。

　沖田は女子たちと行動を共にするために、自分の中でルールを設定していた。まず見返りを与えること。それはコスチュームの評価を高めることでクリアしているはずだ。

　もうひとつは譲じよう歩ほをしないこと。男女関係は陣じん地ちの取り合いのようなものだと聞かされていた。そして、女に奪われた土地は取り戻すことができない。結けつ婚こん生活においても、男のエリアはどんどん狭せまくなる一方で奪うばわれ続けるらしい。例えば妻が病気になり一時的に家事を行ったりすると、妻はそれを平常でも求めるようになる。結けつ婚こん生活は家庭という有限のパイの奪うばい合あいなのだ。それを知らない男は領地を奪われ続け、最後に奴ど隷れいと成り下がる……。

　沖おき田たが明確な上下関係を構築しているのもその理由だ。最高評価の梨り央おを常に沖田のそばに置き、香か緒お里りと未み来くでその他の女子たちを管理する。厳格な集団としての体制だった。

　しかし、ゲーム進行は停てい滞たいしていた。そろそろ脱だつ出しゆつの時期であることは確かなのだ。これ以上ゲームを続けても、獲かく得とく賞金はそれほど変わらない。島での生活も終しゆう盤ばんだった。

　そのためには最後の扉とびらの開けるキーが必要だ……。

　沖田がホテルのホールに入ると、場が静まるのがわかった。派手なコスチュームの集団がホールに入るたびに空気が変わる。

「少し休もう」

　沖田が言うと、未来がうなずき女子たちに指示を出す。先ほどまでホールで騒さわいでいた軽音部の男子たちも気まずそうにしているのが見えた。沖田の意思と反して女子たちはあまりに圧あつ倒とう的てきな武力となっていた。

　ホールで引きこもっている女子たちは少なくなっていた。一方、手持ちぶさたな男子たちは、相変わらずだらだらと時間を経過させている。脱出ゲームから取り残されているのだ。

「はい、お水」

　隣となりに立つ香緒里が沖田に水とタオルを渡した。沖田はそれを受け取りながらホール中央の女神像を見つめる。女神は二つのアイテムを持っている。ブリッツ返しと認証ロックアイテム。

　……あと一つ足りない。

「どうしたの、沖田君？　なんか疲れてるみたい」

　きらびやかな服装の香緒里が沖田を向く。今では女子たちはど派手なコスチュームを着ることに照れがなくなってきている。

「ゲームのことについて考えてるだけだよ」

　沖田は香緒里と会話しながら周囲を窺うかがった。妙みような雰ふん囲い気きを感じていた。ホールの生徒たちがこちらに向ける視線は異様だった。恐おそれや軽けい蔑べつ、あからさまに敵意を向ける生徒もいた。これはゲーム攻こう略りやくで先頭を進むプレイヤーの税金ではある。しかし、明らかに急激に増えている。負の感情が増ぞう殖しよくしているのだ。沖田の知らないところで何かが起こっている可能性がある。

　時間がないことは確かだった。早く対策を立てなければならない。

「ちょっと、未来。……聞いてくれたか？」

　沖田は未来を呼び寄せ、香緒里を含む三人でホールの隅すみへ移動する。

「うん。でも、やっっぱり持ってないみたい。誰だれもアイテムなんて見つけてない」

　沖田はペアの女子の中にアイテムを隠かくし持もってる者がいないか、未来に探りを入れてもらっていたのだ。

「そのアイテムが重要なの？」

　香か緒お里りが聞く。ゲームの進行に関わることなので話したくなかったのだが、この状じよう況きよう故ゆえに沖おき田たはふたりだけには公開していた。

「この前言ったように、やっぱりエリアごとに一つはアイテムがあると思う。そしてそのアイテムはすでに見つかってるように思えるんだ」

「じゃあ、鈴すず木き君たちじゃないかな。ずっと探たん索さくしてたし」

「どうかな。鈴木たちが見つけたなら、ちょっとは反応があると思うんだよな。あいつらは馬ば鹿か正直で、アピールするはずだから」

　鈴木たちがアイテムを発見した様子はない。だが、それも憶おく測そくだ。そのアイテムが生徒たちにマイナスのものであった場合、生徒たちのことを考え隠かくすこともあり得る。

「みんなに協力してもらえば？　脱だつ出しゆつに関係することだから、全員に話してみるんだ」

　未み来くの意見は沖田には受け入れられないものだった。

「それは駄だ目めだ。余計な混乱を呼び起こしたくないから」

　そうは言ったが、本当の理由はやはりゲームクリアの称しよう号ごうは沖田が独どく占せんしたかった。また、アイテムを探しているこの動きは知られたくない。ただでさえ沖田はマークされている。

　──沖田は金を集めているだけだ。

　ホテルに引きこもった男子たちはそんな視線で見ている。本来なら何もしない人間が言うセリフではないし、そんな連中ができることはこそこそと文句を言うことだけだ。動かなかった人間は流れを変える力を持ってはいない。沖田はゲームでの富をほぼ独占しているのも事実であり、このゲームはトップを走る人間にプレッシャーが掛かるシステムなのだ。

「じゃあ、私とカオリンでそれとなく探ってみるよ」

「頼たのむよ。俺おれが動くといろいろ問題が出てくるから」

　沖田はつい未来と香緒里を頼たよってしまう。本来ならひとりでやりたいところだが、沖田の意思と離れてゲームは拡大している。単独で場を支配するには限界があった。

　やることが多すぎるのだ。ゲームの進行、最後のアイテム探し、情報収集、メンバーの女子の管理とケア、コスチューム収拾、島での生活。

　そして最後の扉とびらを開けるための謎なぞはまだ解けていない……。
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　斉さい藤とうは変化を感じていた。

　ゲームにおけるプレイヤーたちの変化だった。停てい滞たいするゲーム進行とは裏腹に、その裏側では大きく動きが加速していた。

　ゲームのゴールはほとんどの生徒には見えていない。最後の扉は霧きりの向こう側にあり、誰だれもがさまよっている。そんなストレスの行き先は沖田だった。沖おき田たグループ以外の生徒たちは、敵意を沖田に向けている。いや、沖田グループのメンバーでさえも……。

　斉さい藤とうはホールの片かた隅すみに座っていた。こうして端はしに座っているとホールの全体が見渡せる。小さな言葉は聞こえないが、そのぶん人間関係の全体像は把は握あくしやすかった。感情の動きがよくわかる。ホール内の空気に色がつき、淀よどんだ流れが見えるかのようだった。

　ゲーム攻こう略りやくのためには客観視が必要だった。しかし、ゲームを進めるプレイヤーは自分の前方しか見ることができない。今の沖田がそうだった。ゲームの中心にいる沖田は、外から自分の姿を見ることは不可能なのだ。

　現在のホールに沖田の姿はない。集団を引き連れて外に出ているのだ。沖田の動きは混乱しているようにも見えた。じっくりと腰を落ち着けてゲーム攻略をしたいのだが、あまりに集団が大きくなりすぎて動かずにはいられないと、そんな感じだった。

　沖田はゲームに純真すぎるのだ。そんな行動は周囲に理解されない。沖田と周囲の生徒たちは同じ数式を持っていないからだ。だからこそ、生徒たちは沖田の行動を自己中心的で利己的な行動として強引に当てはめる。そして出力される感情は負のものとなる。

　現在ホールに残った生徒たちは、沖田を攻こう撃げきすることで一体感を得ていた。そんな雰ふん囲い気きは人じん為い的てきであるとも感じていた。どこかで沖田に対するネガティブキャンペーンが張られている。

　ホールには沖田と鈴すず木きグループがいないため、残りは三十人ほどの男子と少数の女子だ。篠しの田だあかりが女子たちと会話しているのが見える。篠しの田だは率先して文化系の部活の女子たちのケアをしている。志し田だの彼女の風ふう子こも輪の中にいた。ケアと共に何を話しているのだろうか……。

　ホールの中で目立つカラーは神楽かぐら坂ざかの赤いワンピースだった。赤いカラーは男子たちの間を移動している。彼女はホールに残った男子たちとコミュニケーションを取るようになった。そして、今は軽音部の男子たちと談笑していた。軽けい蔑べつしていた彼らと何を話しているのだろうか。

　言葉は聞こえないが斉藤は察していた。沖田に対する負の情報の源はあのふたりだ。沖田がゲーム攻略をしている隙すきに、彼女たちはそれに対する準備をしている。極限ゲームサークルの部員として生徒たちをケアしていた神楽坂もゲーム参加を決断したのだろう。

　しばらく待っていると、ホールの喧けん噪そうが消える。沖田たちが戻もどってきたのだ。色とりどりのコスチュームに身を包んだ集団が登場する。彼女たちはホールの中央付近を陣じん取とり休きゆう憩けいし、沖田は少し離はなれた場所で立っている。そばには香か緒お里りと未み来くがいた。

　神楽坂が自然に沖田グループの女子たちに声をかけている。切きり崩くずしなどは狙ねらっていないだろうが、あの程度のコミュニケーションでも情報は流出する。女子たちの会話を制せい御ぎよすることはできないからだ。いつもなら沖田は情報を収集する側だが、今では無防備に垂れ流す側となっていた。

　──沖田君は最後のアイテムを探している。

　そんな情報はあっさりと漏もれていた。

　集団の行動は沖おき田たの感情表現をしているかのように見える。学校での極限ゲームでは、自らの感情や情報を美しいまでに管理していたのに、今は無ぶ様ざまにさらけだしている。

　失敗するかもな、と、斉さい藤とうは思った。

　今の沖田は焦あせっている。まるであのときの須す藤どうのように。そんな状態でこのゲームはクリアできやしない。このような精密なゲームは、繊せん細さいなゲーム進行が求められる。

　斉藤は立ちあがって大きく息を吐はいた。沖田が失敗するならそれでもよかった。

　そんなときは自分がゲーム攻こう略りやくを引ひき継つぎ、最後の扉とびらを開ければいい。
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　沖田は息苦しさを感じながら赤くなった空を見上げていた。もう夕方になる。焦れば焦るほど時間だけがすり減っていく。

　さらに肥大。そんな気分だった。肥大した体は動きが鈍にぶくなる。沖田の集団はさらに女子たちを加えて大きくなっている。受け入れざるを得なかった。取り込む利点もあるのだ。人数は抑よく止し力りよくに繋つながり、人数分の情報を手に入れることができるからだ。

　沖田たちはホテルのすぐ外にいた。食べ物を購こう入にゆうしに自動販はん売ばい機きに移動しようと思ったのだが、トイレなどに時間を使いメンバーの女子たちがなかなかそろわない。置いていくわけにはいかなかった。そんな行こう為いで集団はあっさりとひびが入ってしまう。女子たちのグループの絆きずなは男が考えるより強く繊せん細さいなのだ。

「沖田君、汗あせかいてる」

「ありがとう、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　沖田はタオルで額の汗をぬぐってくれた香か緒お里りにお礼を言った。そんな沖田を見つめる冷めた視線にも気づいた。他の女子たちが沖田と香緒里から少し距離を置いて立っている。彼女たちとの距離は急激に開いたような気がした。

　異物の侵しん入にゆうではないか？　急速に拡大した女子の集団の中に違う意志を持った者が紛まぎれ込こんでいる。そして集団の中で負の言葉を囁ささやいているのだ。不満などを囁き、彼女たちは自分たちの権利の主張を始める。もっと私たちにも見返りを……。

　しかし、この状態では何もできない。このグループは沖田のものではなく、女子の集団と認識されているようだった。沖田はただのグループの象しよう徴ちようのようになっているように思えた。こうなればできることはひとつしかない。それは脱だつ出しゆつだ。この集団が機能を失う前に離り脱だつする。

　強引にやるべきだろうか。武力をアピールしつつ最後のアイテムを持っている人間を探しだすのだ。ブリッツを向けて脅おどして……。いや、それはスマートではない。それでは須藤と同じではないか。もっと明確ないい方法があるはずだ。そんな発想が出てくるのは焦っている証しよう拠こだ。もっとゲームに集中しなければ。

　こちらを心配げに見つめる香か緒お里りと目が合った。彼女の顔は火ほ照てっているかのように赤い。潤うるんだ瞳ひとみ、少しだけ乱れた呼吸。

「委員長」

「……沖おき田た君」

　香緒里は熱い吐と息いきを漏もらす。沖田はそんな彼女の額に手を添そえた。

「熱い。熱がある。なんで言わなかった？」

「沖田君の迷めい惑わくになるから」

　沖田はぐっと唇くちびるを噛かんだ。こんなに近くにいた香緒里の変化にも気づかなかったのだ。そして、この集団行動は香緒里にも負担をかけていた。やはり歯車が狂くるっている。

「沖田、用意できたよ」

　ホテルから残りの女子と共に未み来くが出てくる。

「やっぱりやめよう。みんなはホールに戻もどって。未来、委員長を斉さい藤とうのところに連れていって。ちょっと薬を飲んだほうがいいと思うから」

　斉藤は薬の類たぐいを買い集め備えているはずだった。

「沖田君、私大だい丈じよう夫ぶだから」

「いや、言うことを聞いてほしい」

　沖田はきっぱりと言い香緒里の背中を押した。知らない間に彼女に負担をかけてしまっていた。香緒里は元々アウトドアの経験が少ない。それなのに彼女を気き遣づかう余よ裕ゆうを失っていた。

　落ち着けと自分に言い聞かせる。この人間関係もゲームの範はん疇ちゆうだ。それにゲームを抜きにしても、自分を信しん頼らいしてくれている香緒里や未来を裏切ることになってしまう。

「ねえ沖田君、夕日が綺き麗れいだよ」

　梨り央おはホテルの外がい壁へきを背に座っている。気づくと外には沖田と梨央しかいなかった。

「……そうだな。空を見る余裕もなくなってたよ」

　沖田は梨央と空を見上げた。東京と違って広く高い空だった。ここは密室だ。自分は余計なものを見過ぎていたのかもしれない。もっとゲームはシンプルに……。

「あのう、沖田君」

　呼びかけられ視線を戻すと、外に風ふう子こが出てきていた。

「何か用が？」

　沖田が聞くと、風子は少しためらってから口を開いた。

「……みんなには黙だまってたけど、実は私、変なアイテムを持っているの」







　そして夜。

　沖田は広場に来ていた。それは風子の提案だった。

　──変なアイテムだから、みんなのいないところで相談したいの。

　彼女はそう言っていた。それが本当であったら、それが最後のアイテムである可能性が高い。災いの三つのアイテムがそろうことになる。

　沖おき田たはひとりで広場の中央へと向かう。まだ太陽が沈しずんだばかりで、島は完全に暗くなってはいない。ひとりで来たのは風ふう子この言動に気を遣つかったことと、できればそのアイテムを他人に知られたくなかった理由がある。

　沖田は歩きながら考える。彼女が沖田に相談したのは、恋人の志し田だがゲームからほぼ離り脱だつしているのと、沖田に恩があるからだろう。彼女が広場で軽音部に絡からまれているのを沖田が助けたことがある。そんな些さ細さいな出来事が信しん頼らいに繋つながったのだ。

　茂しげみを抜けて中央に出ると、電灯の下にすでに風子が立っているのが見えた。他に人がいる気配はない。檻おりの中の須す藤どうぐらいのものだ。

「おまたせ」

　沖田が声をかけると風子はこちらを向いた。露ろ出しゆつの高い服装だった。もしかしたら沖田を警けい戒かいして服装の評価を上げているのかもしれない。

「来てくれてありがとう」

　彼女の声は緊きん張ちようからか上ずっている。手にはスチールケースを持っていた。やはり宝箱を発見したのだ。あの中身は確実に最後のアイテムだ。スチールケースはホテルのホールの隅すみにまとめてあり数は減っていなかったからだ。

「それで、早速だけど中身を見せて……」

　沖田は声を止めた。何か聞こえたのだ。

『……気をつけてください。何かおかしいことが起こりそうです』

　沖田は、はっと気づいてポケットから妖よう精せいの人形を出した。妖精が警告をしたのだ。風子は妖精の声に気づいた様子はなく、何かを気にしている。様子がおかしい。妖精の言動はどういう意味なのだ。それほどに恐おそろしいアイテムなのか？

　沖田は迷ったが意を決して台座に跳とび乗のる。多少の危険はやむを得ない。

「スチールケース、こっちに投げて」

　しばらく周囲を気にしていた風子はスチールケースを足元に置き、沖田に向けて滑らせた。

　それを受け取った沖田は慎しん重ちようにケースのロックを外す。どんな災わざわいのアイテムがあろうとも逃げるわけにはいかない。体調を崩くずした香か緒お里りのためにも早急な脱だつ出しゆつが……。

　カチンとロックの外れる音がした。沖田は息を止めながらそっとケースの蓋ふたを開けた。中に入っているものを手に取り顔をしかめる。

「……どういうつもりだ？」

　沖田は顔を上げて目を見開く。電灯の下に立つ彼女は服を脱ぬいでいた。彼女は大きめの胸を隠かくすようにしながらブラにも指をかける。

　──やられた。

　手に持ったアイテムをもう一度見る。モバイルパットのような形状のこのアイテムはブリッツ返しだ。沖おき田たは無ぶ様ざまに餌えさに飛びついた自分を呪のろった。

　さらに風ふう子こに視線を向けると、彼女はブラを外しその場にしゃがみ込み──悲鳴を上げた。

　広場に響ひびき渡わたった悲鳴がきっかけのように足音がした。こちらに走ってくる生徒たちのものだった。まずスペースに顔を出したのは鈴すず木きだった。

「おい……」

　鈴木はこの状じよう況きようを見て唖あ然ぜんとしている。さらに背後から生徒たちが顔を出す。

「先に言っておく、俺おれは何も──」

「風ふうちゃん！」

　沖田の声は叫さけびにかき消される。半はん裸らの風子に駆かけ寄よったのは篠しの田だだった。篠田はへたり込む風子を抱きかかえるようにして沖田を睨にらみつけた。
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「沖田君、あなた何をしたの？」

　鈴木の後ろから神楽かぐら坂ざかが出てくる。

「お前が知ってるだろ。誰だれかにはめられてるところだ」

　沖田は平然と言った。あまりにくだらない罠わなだった。誰が見ても馬ば鹿かげたシチュエーションすぎる。この状況を鵜う吞のみにする人間などいないはずだ。

「沖おき田た君が、沖田君が……」

　あえぐように言う風ふう子こは沖田が持っているアイテムを指さした。

「私たち、あのアイテムが女神像からなくなっているのに気づいて急いだの。沖田君が風子ちゃんを連れて広場方向に行くのを見た女の子がいるからね」

　神楽かぐら坂ざかは肩のお下さげ髪がみを払はらいながら台座の上に立った。

「そうか。偶ぐう然ぜんそれを誰だれかが見て、ちょうどいいタイミングで悲鳴が起こって、お前たちが登場したってのか？」

　こんなときは怯おびえても怒おこってもならない。ただ平静を保ち論理的に反論するのだ。そして議論が通じる人間とできるだけ話す。

「斉さい藤とうはどこだ？」

「斉藤君は、何かあったときのためにホールで待機してもらってるわ」

　やはり斉藤は連れてきていない。広場に来たのは女子たちが多かった。

「それでいつからこんなことをやっていたの？」

　広場に人が集まるのを待っていたかのように、神楽坂の声のトーンががらりと変わった。

「いつから？　まず論点を……」

「昨日きのうと今日きようだけ。今日は私が嫌いやがったから、あのアイテムで」

　風子の叫さけび声ごえに、沖田の声はかき消される。

「だから、こんな格好やめなさいって言ったのに」

　篠しの田だが風子を抱だきしめながら首を振っている。

「沖田君は私がちょっかい出されてるのを助けてくれて、だから断れなくって……」

　風子の声のトーンも上がっている。やはり仕組まれていたのだ。しかし、沖田が呆あきれるほどに雑な芝しば居いだった。一番沖田の足を引っ張りたいはずの鈴すず木きでさえも引いている。彼女たちのテンションについていけていない。

「俺おれとお前が性せい行こう為いをしたっていうのか？　指図されたんだろうがやめておけ。俺を陥おとしいれる代わりに、誰にでもやらせるレッテルを貼はられるぞ」

「黙だまりなさい！　女の子を侮ぶ辱じよくする言葉は許さないわ」

　神楽坂が叫ぶ。彼女も演技過か剰じようだった。篠田あかり脚きやく本ほん、神楽坂愛ま菜な主演のくだらない芝居が広場で行われている。

「ちょと、待ってよ」

　広場に走り込んできたのは未み来くだった。沖田のグループの女子たちも、いつの間にか中央スペースを囲んでいた。

「あんたたち、おかしいんじゃない？　沖田がそんなことするわけないじゃん」

　声を荒あらげる未来の横で沖田は安あん堵どしていた。この舞ぶ台たいでは男の声は聞こえにくい一方、女子同士の討論なら受け入れられる。しかし神楽坂は引かない。

「こうやってまた女の子を利用するの？　あなたは女の子を道具としか思っていない。ゲーム攻こう略りやくのために女の子たちをコレクションのようにしている」

「違う。私たちは自分の意思で沖おき田たに協力してるの」

「そうかしら。強引に未み来くさんがグループに引き込んだんじゃない？」

　沖田はふたりの議論が逸それていくのを感じた。そして神楽かぐら坂ざかは意図的に少しずつ声量を上げている。それにつられて未来の声も大きくなっていく。

「沖田君に気に入られようと、友達を引き込んでいるんでしょ」

「違うって言ってるでしょ！」

　暗がりの広場に甲かん高だかい声が響ひびく。そんなシーンを見て鈴すず木きたち男子はただ固まっている。

「なんで未来さんは沖田君をそんなにかばうの？」

「仲間だからに決まっているでしょ」

　対話は大きくアウトカーブしていた。何かおかしい。根本の問題は脇わきに置かれて、ただ場がヒートアップしている。

「沖田君は女の子たちを平等に扱あつかっていないわよね。それって何か変だわ」

「平等でしょ。ちゃんとコスチュームも割り振って一いつ緒しよにゲームをやってる」

「いいえ違うわ。高価なコスチュームは明らかに偏かたよりがある。梨り央おさんや香か緒お里りさん、そして未来さんにもね」

　神楽坂に指を差されて、未来は言葉に詰まった。

「梨央さんが優ゆう遇ぐうされるのはわかるわ。沖田君にとっての武器だから。でも、香緒里さんと未来さんは少し事情が違う。あなたと沖田君は特別な関係にあるんじゃない？」

「な、なに言って……」

「それを見た人だっているわ。夜中に抜けだして──」

「そんなことしてない！」

　未来が叫さけびそれを否定した。

「落ち着け、未来」

　沖田が制したが声は届かない。周囲を見回しどきりとする。沖田のペアの女子たちは、未来の味方をしようともせずただ突っ立っている。ここでやっと気づいた。神楽坂は彼女たちの意見を代弁しているのだ。グループ内で優遇されている香緒里や未来に、ずっと違和感のある視線を向けていた。そんなズレがここに出ている。

「未来さん、あなた沖田君のことがずっと好きだったんでしょ」

「別に、ただの友達だし……」

　未来の声は震ふるえていた。いつの間にか出演者にされていた未来は混乱していた。観客の視線に耐たえられず、今にも泣きだしそうな表情をしている。

「もう黙だまれ！　馬ば鹿かげたことを言うんじゃねえ。そんなやり方がありなら、俺おれだってやるぞ。そんなにこのゲームを混乱させたいのならな」

　沖おき田たの怒ど号ごうに場が静まる。さすがの神楽かぐら坂ざかも一いつ瞬しゆんだけたじろいだ表情になった。

「論点がずれてるぞ。まだあいつの件が終わっていない。俺おれは……」

　風ふう子こを指さす沖田の横で、神楽坂が誰だれかに合図するような仕草をしたのが見えた。それと同時に数人の人ひと影かげが沖田に近づいてくる。

「なあ沖田、その件だったらルールどおりにしようぜ。檻おりだ、あそこに入れよ」

　いきなり沖田の胸ぐらをつかんだのは杉すぎ浦うらだった。軽音部の男たちが沖田を囲んでいる。

「いい思いしたんだから、そのペナルティぐらい受けろよな」

　四人が沖田の体を押さえつけようとする。

「ゲームを利用してとっかえひっかえやりやがって」

「だからやってないって言ったでしょ！」

　未み来くが必死に沖田を助けようとする。場は一気にパニックになった。そうだ、神楽坂は最初からこれが目的だったのだ。風子の猿さる芝しば居いで沖田をはめられるとは思っていない。ただ舞ぶ台たいを加熱させたかっただけだ。

　沖田のペアの女子たちにもストレスが溜たまっていたのを察していた。ゲームで先頭を走る沖田の周りは敵だらけなのだ。周囲の生徒たちは張りぼての正論に乗って沖田を攻こう撃げきする……。

　こうなったら時間が必要だ。この馬ば鹿かげた空気はこの場の一瞬だけのものだ。いったんここから逃げて時間を置くのが最善の方法だ。

「沖田君を檻に入れて！　これ以上被ひ害がい者しやを出さないように」

「だから、やめなさいって言ってるでしょ！」

　沖田と軽音部が揉もみ合あう中、神楽坂と未来の叫さけびが聞こえる。大だい丈じよう夫ぶだ、こちらには最強の武器がある。トラブルのために梨り央おは近くに待機させている……。

　そんなとき、パニックの中で未来がブリッツを抜くのが見えた。

「やめろ未来、使うな！」

　沖田の制止は間に合わず、未来は沖田と揉み合っていた杉浦にブリッツを押しつける。それは突とつ発ぱつ的てきな行動だった。あまりの混乱に未来も自分で何をしているかわかっていない。

「うっ！」

　バチンと青白い火花が散り、杉浦が地面にもんどり打った。それを見た他の軽音部の男子たちは沖田から距離を取る。ブリッツを握にぎる未来は震ふるえていた。

「梨央！」

　沖田が呼ぶ前に、すでに梨央は姿を現していた。彼女はすでにブリッツを手に沖田の横に立っている。こうなってはもうここから強引に離り脱だつするしかない。

「離はなれろ！　そっちが俺たちを攻撃してくるなら、やるぞ！」

　沖田は震える未来の手を取り、この場から逃げだすべく身構える。

「使ったわね。あなたたちは使ってはいけない武器を使った。だから、私たちもそれを使って身を守るしかなくなった」

　いつの間にか神楽かぐら坂ざかがそばにいた。彼女の本当の目的はこれだ。先に沖おき田た側にブリッツを使わせる。それだけだったのだ。

　梨り央おがブリッツを神楽坂に向け牽けん制せいしているうちに、まだショックの抜けきらない未み来くの手をつかみながら逃走経路を探す。強引に沖田を止めようとする生徒はいないはずだ。ペアだった女子たちも味方をする様子もないが、まだ敵にもなっていない。周囲のほとんどはただの観客に過ぎない。

「逃げるぞ未来、梨央」

　沖田は背後に立っていた梨央の手を取ろうとしたが、その手は空振りした。

「え、梨央……」

　振り返ると、何な故ぜか梨央が地面に倒たおれていた。梨央はうめき声をあげて痙けい攣れんしている。

「両手を地面につきなさい」

　沖田は唖あ然ぜんとする。神楽坂は棒状のものを持っていた。コードに繋がれたそれは──ブリッツ、サーベル型のスタンガンだった。神楽坂の持っているそれが最後のアイテムだったのだ。アイテムを隠かくし持っていたのは神楽坂だった。

　特とく殊しゆな武器を持っていることを知らなかった梨央は、不意打ちに沈しずんだのだ。

「動かないで」

　呆ぼう然ぜんとしている未来に、篠しの田だがスタンガンを向ける。

「未来、ぼうっとするな」

　沖田は突っ立つ未来の手を強引に引いて逃走を試みた。

「どけ！」

　沖田は周囲の生徒たちに叫さけび、未来と共に広場を走る。広場に悲鳴がわき起こる。暗がりの中で走りづらい。神楽坂が追いかけてくるのがわかった。

「あきらめなさい、あなたはここでゲームオーバーよ」

　闇やみ雲くもに走っていた沖田は突とつ如じよ足に痛みを感じた。何かが刺ささったのか？

　振り返って沖田はその意味を理解した。月明かりで光ったのはコイルだった。そのコイルは神楽坂のスタンガンから伸び足に刺さっている。遠距離攻こう撃げきもできるブリッツなのだ。

「ゲームは私の勝ちね」

　神楽坂がにこりと笑い、ブリッツのトリガーを引く。

「やめて！」

　未来が神楽坂に飛びかかるのと、ブリッツが発動したのはほぼ同時だった。強きよう烈れつな衝しよう撃げきを感じ、沖田の体から力が抜ける。

　走り続けようとしたが力が入らない。あのとき神楽坂から受けたブリッツのダメージとは桁けた違ちがいだった。意識までも吹っ飛びそうになる。

　自由を失った沖田の体はアダンの茂しげみにダイブするかのように投げだされた。がつんと何かに頭を強烈に打ちつけた。脳が揺ゆれて視界と意識が歪ゆがむ。

　……立ち上がれない。

　痛みに次いで襲おそってきたのはゲーム失敗の虚きよ脱だつ感かんだった。

　沖おき田たは何かを間違っていた。だからこのような結果になったのだ。

　しかし、もう遅おそい……
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『ゲームが順調に進んでいるようで何よりです……』

　鈴すず木き悠ゆう介すけはホテルのホールにいた。ホールにはほとんどの生徒たちが集まっている。混乱は再び収束した。そして、生徒たちはほぼひとつの集団としてまとまっていた。

『この楽園からの脱だつ出しゆつは間近です。順調に難題をこなしているあなた方はさぞお疲れのことでしょう。休息が必要ですね』

　目の前の女神が言った。

　結果的に沖おき田たの暴走を止めることはできたが、その後処理は難航した。ひとつは田た中なか梨り央おの処しよ遇ぐうだった。広場の檻おりは二つあり、片方に女子を入れることはわかっていたが、さすがに周囲が難色を示す。梨央は危険だとはいえやはり女子なのだ。そんな扱あつかいをしていいものかと。

　──田中梨央さんが高レベルのブリッツを受けたようですね。

　その難題の解答を提示したのは女神像だった。

　──処遇で困っているのでしょうか？

　イエス。そう答えたのは篠しの田だだった。

　──檻に入れますか？

　ノー、と篠田。

　──女の子ですからね。でしたら、あのコスチュームを使ったらどうでしょうか。聖なる剣と一いつ緒しよに入っていたコスチュームです。使い方は……。

　そして現在の梨央は女神像の前でぐったりと座り込んでいる。サーベルと共に宝箱に入っていたコスチュームを着せられてだった。

　ストライプのボロボロのワンピースは囚しゆう人じん服ふくだ。靴くつの代わりに足あし枷かせ。アクセサリーは手て錠じようと鉄の鎖くさり。囚人セットのコスチュームらしい。鉄の鎖で女神像の台座に繋つながれた梨央は、天使のコスチュームをはぎ取られて囚人へと成り下がった。

　──問題のある人物は私が監かん視しするのでご安心を。

　女神像は優しげな声を出した。

「鈴木君のおかげだわ。トラブルを未然に防げたもの」

　女神像を見つめる鈴木に声をかけてきたのは神楽かぐら坂ざかだった。

「いや、俺おれは……」

「いいえ、鈴木君のおかげよ。ずっと鈴木君はみんなに気を遣つかって引っ張ってきてくれた。だから、今回も私たちはまとまってトラブルに立ち向かうことができたの」

　神楽坂はきっぱりと言った。元から鈴木のグループにいた女子たちも同様で、問題解決をしたのは鈴木だと感謝をしていた。

　しかし鈴木は思う。実際に自分は何をしたのだろうか。鈴木がやったのはほとんど後処理だった。サーベルタイプのブリッツを使ってしまった神楽坂はショックで取り乱し、泣きじゃくる風ふう子こやそれを慰なぐさめる篠田。呆ぼう然ぜんとしている未み来くや倒たおれている梨央。

　混乱した場は収拾がつかなかった。確かにそれを先頭に立って処理をしたのは鈴すず木きだった。そして、いつの間にか沖おき田たの暴走を防いだ名声まで受け取っていた。

　何か妙みような気持ちだった。確かに鈴木はずっと周囲に気を遣つかいながらゲームを進めていた。沖田のように強引にでもなく、斉さい藤とうのように一線を引いた傍ぼう観かん者しやでもなくだ。しかし、ここまで一気に評価されていいのだろうかと思う。

「田た中なかさんは、これでいいのかな」

　鈴木はへたり込む梨り央おを見つめた。まだダメージのショックが抜けきっていないが、意識ははっきりとしている。梨央は自由を奪うばわれながらも鋭するどい視線でこちらを睨にらんだ。

「それはみんなで話し合ったことだわ。檻おりに入れるのは人道的ではないし、女神像の提示したとおりこうするしかなかった」

　鈴木に歩み寄りそう言ったのは篠しの田だだった。

「風ふう子こさんはどうしてる？」

「ええ、今は落ち着いているわ。みんなでケアしてるから心配ないし」

「でも、本当に沖田は……」

「もうその話はやめましょう。その話をするだけで傷つく人がいるのだから」

「如月きさらぎ未み来くさんたちは？」

「まだショックを受けてる。もうブリッツを撃うったりすることないと思うけど、ちょっと危険だから高評価の服は脱ぬいでもらっているわ。沖田君のグループだった人たちもそう。服やアクセサリーは回収してまとめている」

「そこまでしなくてもいいんじゃないかな」

「いいえ、もうトラブルはごめんだもの。今度こそみんなでひとつになってゴールを目指すべきだわ。それが私たち友達のあるべき姿だもの」

　篠田の言葉は正論だった。しかし、鈴木の意思と反して状じよう況きようが動いているような気がする。自分が皆の中心にいるはずなのに……。

「こうしてひとつのグループでまとまって行動すればもう問題は起こらないし、みんな平等にゴールできるしね」

　神楽かぐら坂ざかがにこりと笑った。このホールにいるすべての女子は鈴木のペアとなっていた。争いが起こらないよう、ひとつの集団となることを選せん択たくしたのだ。鈴木は、須す藤どうや沖田も成し得なかった集団統一を果たしたことになる。

　……これでよかったのか？

　鈴木は思った。やはり一番気になっていたのは沖田の件についてだった。沖田は性格に難があるがゲームには純真だった。極限ゲームでの強引な行動を見てきたため、逆にゲームに逆行する行動はとらないのでは、という印象がある。

「あとは脱だつ出しゆつするだけ、ね」

　神楽かぐら坂ざかの言葉はずしりと重かった。沖おき田たの暴走を防ぎ生徒たちをまとめたという名めい誉よは、そのままの重さで鈴すず木きの肩にのしかかっている。

「じゃあ神楽坂さん、あのサーベルを渡してほしい。たぶん、それも脱だつ出しゆつへのキーだと思う」

　沖田は最後のアイテムを探していた。そして、女神像にすでに取り付けられた二つのアイテム。自おのずと解答は導きだされる。

「うん、わかってる」

　神楽坂はあっさりとあの特とく殊しゆスタンガンを放ほう棄きし鈴木に渡した。

「たぶん、これで女神は完全な姿を取とり戻もどす」

　鈴木はサーベルを手に持ち女神の台座によじ登り、女神にサーベルを握にぎらせた。

　同時に生徒たちに歓かん声せいが上がった。ホールの照明が明めい滅めつしファンファーレが鳴なり響ひびく。

『おめでとうございます』

　完全体となった女神像が光を発する。頭には冠かんむり、左手にブリッツ返しを抱かかえ、右手にはサーベルタイプのスタンガンを掲かかげている。

『私は楽園の女神です。楽園に潜ひそむ小こ賢ざかしい存在に騙だまされ三つのアイテムを失っていました。それをあなた方は取り戻してくれたのです。お礼にあなたに脱出の鍵かぎを渡したいと思います。その前に、脱出を目指し疲れたあなた方には休息が必要ですね』

　ずしんと重々しい音がしてホールの奥おくの壁かべが開いた。隠かくし扉とびらになっていたのだ。

『つかの間の休息を楽しんでください……』

　女神の声は穏おだやかだった。
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「なんだこれは……」

　ホテルに入った斉さい藤とうは唖あ然ぜんとしていた。大だい音おん響きようの音楽が流れたホールはカラフルな光が点てん滅めつしている。そして生徒たちは飲み食いをしながら笑い声を上げている。

　斉藤がコテージエリアで時を過ごしていたうちに、ホテルの状じよう況きようは大きく様変わりしていた。コテージで過ごしていた理由は香か緒お里りだった。体調を崩くずした香緒里を安静にさせるためにコテージで寝かすことにしたのだ。疲れが一気に出たのか彼女はぐっすりと寝ね込こんでいる。

　そのときは夜だったので、斉藤は別べつ棟むねのコテージで夜を過ごし、香緒里のことは志し田だに頼たのんで今日の昼下がりにここに戻ってきたのだ。しかし、この有様はなんなのだ……。

　斉藤は女神像を見てはっと気づく。女神が剣を握っている。最後のアイテムをそろえることができたのだ。それに伴ともなう変化なのだろうか。

「斉藤君、戻ってきたの？」

　寄ってきたのは神楽坂だった。手にはプラカップを持っている。

「どうしたの、これ？」

「ゲームを正規ルートで進めたご褒ほう美びよ。飲む？」

　神楽かぐら坂ざかにカップを渡され斉さい藤とうは驚おどろいた。

「うわっ、氷が入ってる。冷たい」

　それを飲むと冷たい炭酸飲料が喉のどを抜けていく。あまりの快感に斉藤はボーッとしてしまった。これほど冷たいものを飲むのは久しぶりだ。自動販はん売ばい機きの飲み物はどれも生ぬるいものばかりだったのだ。だが、斉藤は妙みような後味に顔をしかめた。

「……神楽ちゃん、なんか変な味がしないか？」

「そうかな？　斉藤君は神経質すぎるのよね。缶コーヒーも防ぼう腐ふ剤ざいが入ってないのしか飲まなかったり、自宅の食事にもうるさくて、お母さんが困っていたじゃない。ほら、温かい食べ物もあるのよ。冷れい凍とう食品が買えるようになって、解かい凍とうもできるし」

　確かにホールにはおいしそうな匂においが漂ただよっている。今までの食べ物は携けい行こう食しよくのビスケットか缶かん詰づめなどの味気ないものばかりだった。斉藤はソースの匂いに頭をくらくらさせた。

「製氷機も電子レンジもあるの。自動販売機エリアで買えなかった自販機もあるでしょ。それも使えるようになったのよ」

　正面の壁かべを見ると、隠かくし棚だなのようになっている。大きな製氷機だろう機器や電子レンジなどがある。彼らは食べ物や飲み物、そして刺し激げきに飢うえていたのだ。久しぶりに接した文化的生活だった。天てん井じようを見つめるとまるで万まん華げ鏡きようのように光の粒つぶが動いている。カラフルな光の粒は中央に集まった後、青白く明めい滅めつして弾はじけ散ちる……。

　斉藤はそんな映像をしばらく見つめてしまった。なんだか無意識に集中してしまうような気がした。音楽もそうだ。テクノのような音は妙な感じで耳に入ってくる。生徒たちもホールにリクライニングシートを並べ、その映像を横になりながら見つめていた。

『どうぞ休息を……』

　ホールに入った斉藤に反応したのか女神が言った。

「……田た中なか梨り央お、さん？」

　斉藤は息をのんだ。女神像の下でしゃがみ込んでいる梨央に気づいたのだ。彼女は妙なコスチュームを着て台座に繋つながれている。まるで囚しゆう人じんだった。

「仕方なかったのよ。かわいそうだけど、こうしなきゃ檻おりに入れられるところだったから」

　神楽坂はお下さげ髪がみを触さわりながら口ごもる。

「何があったかわからないけど、これはやりすぎじゃないか。なあ、田中さん」

「……放ほうっておいて。私に触らないで」

　梨央が力なく頭をだらりと下げる。何な故ぜ、皆はこの異様な状態を許容しているのかと思った。斉藤はホールのシートに座っている男子生徒に気づいて駆かけ寄よった。

「鈴すず木き、何があったんだ？」

　鈴すず木きはひときわ立派なリクライニングシートに横になっていた。このシートも新しく出てきたもののようだった。

「斉さい藤とう、戻ってきたのか。報告しようと思ってたんだ」

　鈴木はほっとしたように体を起こした。そして、斉藤はこうなった経けい緯いの説明を受けた。

「……沖おき田たの暴走？」

　何を言っているのかわからなかった。

「斉藤、一いつ緒しよにゲームをクリアしてくれよ。たまに女神がクイズを出したりゲームが始まるんだけど、それに勝つとボールをもらえるんだ」

　斉藤に気づいた男子生徒が声をかけてくる。温度差を感じた。斉藤は彼らのテンションにまったくついていけない。自分だけが冷めている感覚だった。

　斉藤はホールを歩いている篠しの田だを見つけた。

「篠田さん、それは本当なのか？」

　数人の女子と一緒にいた篠田は首を傾かしげた。

「なんのこと？」

「沖田のことだよ」

「……ええ、本当よ。鈴木君のおかげでみんなでまとまって暴走を止めることができたけど。未み来くさんたちもブリッツを使ったから、コスチュームは脱ぬいでもらってる」

　薄暗い右側のスペースを見ると、十数人の女子の姿が見えた。未来たちはシンプルなワンピースだけを着て寄より添そうように集まっている。ホールの雰ふん囲い気きとはまったく違う。

　篠田は女神像に繋つながれた梨り央おに近づいていく。

「梨央さん、飲み物」

　ひとりの女子が梨央に紙コップを差しだした。しかし梨央はそれを無視する。

「梨央さん、素直になりなさい。でないといつまでもこうなのよ」

　篠田が梨央の頭を触さわると、いきなり梨央は暴れた。

「きゃっ、なによ！」

　紙コップを持っていた女子が怒おこったように梨央の頭に飲み物をかけた。さらに梨央は暴れていると、女神の声が聞こえた。

『おとなしくしましょうね』

　声と同時にバチンと音が鳴った。「うっ」と、うめいた梨央が崩くずれ落おちる。電気ショックを受けたのだ。唖あ然ぜんとする斉藤をよそに、周囲の生徒たちは気にするそぶりを見せない。

「なあ、沖田はどうしてる？」

　斉藤が篠田に聞くと、ぐったりしていた梨央も顔を上げた。

「今いま頃ごろ、沖田君は惨みじめな生活を送っているんじゃないかしら」

　篠田はクスッと笑い、女神像から離れていく。

「……惨みじめなのは、貴様らだ」

　その小さなうめき声は梨り央おのものだった。
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　沖おき田たの意識はゆっくりと覚かく醒せいしていった。

　まず感じたのは暗さだった。体が鉛なまりのように重い。上下感覚がわからない。まるで牢ろう獄ごくの中にいるかのようだ……。

　風を感じ、次に波の音が聞こえた。体を起こすと星空が見えた。月明かりに照らされた海と銀色の砂浜。立ちあがった沖田は海に向かって歩く。自分の体じゃない感覚だった。

　長い夢を見ていたような気がする。もしかしたらずっと夢を見ていたのでは？　日常生活で沖田は密室に閉じ込められたまま脱だつ出しゆつを果たせていない。扉とびらを開けられずにずっと夢を見続けているのだ。

　沖田は波打ち際に座り込んだ。さざ波が押し寄せるが、自分の足まで届かずに引いていく。入り江の波は穏おだやかで、月明かりを受け妖あやしく光っている。

　沖田は彼女のことを思いだしていた。思えばあの保健室は密室だった。いつでも彼女はあの部屋にいた。沖田は彼女をあの密室から連れださねばならなかったのだ。しかし、彼女は密室に囚とらわれたまま消えていった。

　沖田はあれ以来、密室に囚われたままだ。彼女を解放することはおろか、自分が脱出することもできていない。そうだ、自分は失敗したのだ。脱出を焦あせり大切なものを見落としていた。このゲームにおける重要なものの判断がつかなかったのだ。

　ここは牢獄なのでは？　沖田は失敗のペナルティとして暗い牢獄に押し込められた。そう考えると体が重く冷たくなっていく……。

　ぱしゃんと水の跳はねる音に顔を上げる。波間に裸はだかの女子が立っていた。銀色の海に立つ女性。彼女は波に体を委ゆだねるようにこちらに背中を向けている。濡ぬれた髪かみとなだらかな腰のライン。何も着ていない肌はだが冷たく光っている。両手で海の水をすくっており、手のひらの水は光の粒つぶのように手を伝わり落ちた。

　沖田の気配に気づいた彼女は、はっとしたように海に体を沈しずめ、沖田の視線の外へと逃げだす。しかし、海から出るわけでもなく彼女は波間をうろうろとしていた。

「……あ、これか、ごめん」

　沖田は我に返った。沖田の座る横に白いワンピースとタオルと下着が置いてあった。沖田はそれを軽く横に投げて視線を逸そらした。

　海で体を洗ってたらしい花か穂すいが、体を隠かくしながら海から上がる。タオルと服をさっと拾うとそのまま浜辺を走って姿を消した。

　沖おき田たは彼女に助けられたのだった。スタンガンで体の自由を失った沖田をここまで運んでくれたのは花か穂すいなのだ。擦かすれる意識の中でそれを憶おぼえていた。結果的に檻に閉じ込められることは逃れたが、沖田は何もかも失い落ち延びている状じよう況きようだった。

　沖田の失敗の原因は女子たちだ。ゲームに没ぼつ頭とうするあまり、女性の扱あつかい方かたを間違っていた。道具のように使い人格を無視してしまった。

　──女の子の取り扱い方法は未いまだに見つかっていない。

　保健室の彼女の言葉を思いだす。女は常に変化する。たとえば新しい場所に放ほうり込こまれた場合、最初はただ泣いているだけ。しかし、徐じよ々じよに居場所を見つけていく。

　集団などの枠わく組ぐみに入ることは女にとって自分の確認行為である。自分がなんであるかの前に、自分が所属する枠がどうであるかをアピールする。女性にとっての価値観は常に自分の中ではなく外だ。

　──女の子は歳としを取って醜みにくくなる前に代だい替たいを見つけなければならないの。

　服装や外見から恋人や夫へ。持っているアクセサリーやマンション、家庭や子供。そして子供の学歴や職業……。それらを手に入れられなかった女は自己顕けん示じ欲よくを限りなく肥大させ暴走することになる。

　そうなる前に、確然とした自分の場所を探すのだ。それは女性に刷すり込こまれた本能だ。

　沖田はゲームに夢中になるあまり、女子の居場所を削けずっていたのかもしれない。場所を奪われたと錯さつ覚かくした女子は沖田を攻こう撃げきした。そして追放──。

　すべてを奪われ、島の辺境に……。

「……まさか、このタイミングで目を覚ますとは思いませんでした。ずっと死んだように眠ねむってましたから」

　砂を踏ふみながら花穂が歩いてきた。沖田は何も応こたえずに膝ひざを抱かかえて海を見つめていた。花穂はそんな沖田の横に座った。沈ちん黙もくが続き、単調な波の音だけが聞こえる。

「なんで助けてくれた？」

　沖田は海を見ながら聞いた。

「……理由なんて、ないです」

「水着を着て泳げばよかったのに」

「いいえ、私は白いワンピース以外は着ません」

　花穂はそう言ってから小さく笑った。

「可愛かわいくないですね、私。ずっと汚い格好で意地張って馬ば鹿かみたい」

「馬鹿みたいなのは俺だよ」

　沖田はぐっと唇くちびるを噛かんだ。勝者のトロフィーがなければ沖田の行動はただの暴走となる。惨みじめで矮わい小しような人間と成り下がる。

「……間違ってたのかな」

　沖おき田たのゲームでの行動は間違っていたのだ。いや、ゲームでの行動だけではない。日常生活でもそうだった。最終的には沖田はこんな惨みじめな場所で膝ひざを抱かかえて座っている。瞼まぶたが熱くなった。上を向いて耐たえたが星空が滲にじんで見えた。

「間違ってるなんて誰だれにもわかりませんから」

　花か穂すいが悲しそうな顔をする。そんな彼女の表情を見ると胸が痛む。寒さを感じた。

「でも、俺おれは全部なくして、こんな場所で……」

　集めた赤い玉も、コスチュームを着せた女子もすべて失ってしまった。

「私がいるじゃないですか。私がペアになってあげます。だから最初からやりましょう」

「……そんな同情してほしくないよ」

「同情じゃないです。だって、沖田さんは素す敵てきなものを持っているじゃないですか。それは綺き麗れいな星空と白い砂浜と海です」

「え、え？　どういう意味？」

「……いいです。ちょっと柄がらにないセリフを言っちゃいました」

　花穂は顔を赤くし海に視線を向けた。沖田も苦笑いしながら花穂と一いつ緒しよに海を見る。入り江の波のように心も穏おだやかになっていた。ゲームであくせくしていたのがとても小さく思えた。

「沖田さんは私に優しいだけじゃ生きていけないって言いましたよね。……でも、私はやっぱり優しい人が好きなんです」

　沖田の脳裏に保健室の彼女が浮かんだ。

　──女に対して男は単純なの。私たちが思ったように男は動くし、何を考えているのかもはっきりわかるし、嘘うそもつけない。男は馬ば鹿かよね、の、ひと言で表現できるのよね。

　彼女がそう言い笑っているのを思いだした。
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　カラフルな光、リズミカルな音、甘あまい匂におい……。

　無機質だった島の生活は一変した。不安と緊きん張ちようの張はり詰つめた生活は終わりを告げたのだ。この結果はゲームが正しい方向に進んでいる証しよう拠こだ。だからこそ、この空間には皆の笑顔が溢あふれている。文化的生活を取とり戻もどした。

　久しぶりに飲んだ冷たいコーラはなんて清せい涼りよう感かんと刺し激げきに溢れているのだろうと思った。今まではぬるい水やお茶、薄いスポーツドリンクしかなかったのだ。暑い島で火ほ照てった体に、冷たいというだけで飲み物が染みわたる。

　そして食べ物。携けい行こう食しよくのぱさぱさのビスケットや乾かんパンや味気ない缶かん詰づめばかりだった食生活も変化した。冷れい凍とう食品のクオリティの高さに改めて驚おどろく。汗あせをかいた体は塩気を欲していた。ソースや胡こ椒しようの匂いと刺激、甘さや酸っぱさに頭がくらくらとする……。

　皆に必要なのは刺し激げきだったのだ。青い空と海に心を癒いやされるのは最初だけだ。あとは単調で記号的な生活となりさがる。いつも同じ風景、絶えることのない波の音。こんな場所に住み続けていたら、たぶん人間は退化する。記号化された日常は一いつ瞬しゆんで過ぎ、いつの間にか数年後というエピローグもあり得る。

　神楽かぐら坂ざかはホールの奥おくに設置されたカウンターに向かった。その上にはプラカップと大量の飲み物の缶かんが置かれている。カップに氷を入れ炭酸飲料を注いだ。カウンターの周囲には同じように飲み食いする男女の姿がある。笑顔で溢あふれており、そこには争いなど存在しない。ゲームでの摩ま擦さつは解消されたのだった。

　さらにホール内の女子たちは色を取り戻した。皆はカラフルな衣装に身を包んでいる。ブリッツのための評価ではなく単純に着き飾かざり始めたのだ。衣装は沢たく山さんあり、自由に選んでいいことになっている。

　元々コスチュームの役目はこれなのだ。ただ女の子を彩いろどるために存在する。武力などは関係ない。そして男子たちは優ゆう雅がな衣装の女子たちを眩まぶしそうに見つめている。そんな視線を受けてさらに女の子は輝かがやきを増す。

『女の子たちは着飾るべきです……』

　女神像もそう言っていた。評価のカウンターはここにはないが、女神像はたまに綺き麗れいなコスチュームを着ている女子の名前を呼んでくれた。名前を呼ばれると女神に認められたかのようで心地がよい。女子たちはさらにコスチュームに気を配るようになった。

　男子の生活も一変した。ボール探しに外に出ることもなくなり、衛生的なホールの中で過ごしている。好きなときに食べ、天てん井じようの光を眺ながめる。天井のカラフルな光の動きは見ていて飽あきない。ストーリー性があるような気もする。ホールの音楽とマッチしており幻げん想そう的てきだった。

　あのカラーボールも、たまに女神が渡してくれる。女神が行うゲームなどをクリアするとボールが転がり出てくるのだ。

　ホールの中央付近でリクライニングシートに座っている鈴すず木きの姿が見えた。彼の周囲には着飾った女子たちが立っている。食べ物を渡したりとかいがいしく鈴木の世話をしているのだ。

　女子たちはブリッツを使いゲームの異物を排はい除じよした。だとしたらゲームの謎なぞを解くのは男子となる。そして男子の中心にいるのは鈴木だ。それがわかっているからこそ、鈴木の周囲には女子が集まっている。

　何な故ぜか思考が上う手まく回らないような気がした。このホールにいると慢まん性せい的てきに頭に靄もやがかかった気分になる……。ふと神楽坂は自分を見つめる視線に気づいた。女神像の前で拘こう束そくされている梨り央おのものだった。彼女は鋭するどい視線を向けている。

「どうしたの？　トイレに行きたいの？　それとも何か食べ物がほしい？」

　神楽坂は梨央に笑いかけた。

「……気づいてないの？」

　梨り央おはぼそっとつぶやくように言った。

「あなたたちは麻ま痺ひしている。あっけなく洗脳されてゲームのことを忘れている。私たちが目指すものは脱だつ出しゆつでしょう」

　神楽坂は久しぶりにその単語をはっきりと聞いたような気がした。

「そうよ、脱出よ。でも、それは私たち女の子が解決する必要はないの。私たちはこの島に安定を取とり戻もどした。女の子は休息して、最後の扉とびらを探すのは男子なのよ」

「このホールにそれができる男子などいない」

　梨央の表情は鋭するどさを増しているような気がした。拘こう束そくされ続けておかしくなってきたのだろうか。いや、周囲の生徒たちよりも梨央のほうが正常であるような気がする……。

「それに、ここは女子にとって安息の場所ではない。道具に成り下がった女子ばかり」

「女の子たちは自由意思で動いているよ。男の子と遊んでるのも、風紀が乱れるとか教師のような口出しをすることはできないし」

「あなたは裏側が見えていないだけよ」

　梨央は呆あきれたような視線を向ける。

「……とにかく目的が脱出なら、男子はやらなきゃいけない。それができない男子は、消えてもらえばいいの」

　消去すればいい。沖おき田たや須す藤どうのように……。

「無理だ。快楽に溺おぼれた間抜けな男たちには、できるはずがない」

「じゃあ、誰だれだったらできるの？」

「できるのは、あの人だけよ」

　拘束された梨央は薄く笑った。
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「いつまで意地を張っているの？　ブリッツを放ほう棄きすれば、こんな惨みじめな格好でここにいる必要はなくなるのよ」

　薄暗い中でこちらを見つめているいるのは篠しの田だあかりだった。

「それはできない」

　如月きさらぎ未み来くは首を振った。未来はホテルの右スペースに数人の女子と共にいた。ブリッツの評価を下げるために、シンプルなワンピースすらも脱ぬがされてしまった。

「あなたたちはどうなの？」

　篠田は下着姿の他の女子に聞く。彼女たちは困こん惑わくした様子で視線を交わしている。

「やめたほうがいいよ。絶対にもっとひどいことになるから」

　未来は警告する。彼女たちは運動部の部長などをやっており、未来と関係が深い友人たちだった。沖おき田たのペアとして活動していた女子たちは、こうしてこの場所に隔かく離りされたが、そのほとんどはブリッツを放ほう棄き、つまり空から撃うちした後にホールに解放されている。残っているのは未み来くを含む五人だった。

「でも、未来。いつまでもこうしてるのも……」

「ブリッツは私たちを守る唯ゆい一いつの武器なのよ。捨てちゃ駄だ目めよ」

　未来は残った友人に言い聞かせる。

「私たちの目的は平和と安定なの。未来さん、あなたは実際にブリッツを使ったのよ。状じよう況きようを混迷させるブリッツの放棄は当然の主張なの」

　着き飾かざった篠しの田だが言う。その背後には数人の女子がおり、床ゆかに座る未来たちを見下ろしていた。彼女たちは文化系サークルの女子だ。未来たちの監かん視しなどの役目は彼女たちが担っているのだ。

　完全な上下関係が構築されていた。この島において未来たちは管理される側になり、食べ物や飲み物も与えられ、トイレすらも自由に行けない。

「優ゆう子こちゃんはわかってくれたのに、おかしいわ」

　篠田が名前を出した西にし野の優子はラクロス部の部長であり、未来とも仲がよかった。しかし、優子はこの状況に絶えられなくなってしまった。下着姿の未来たちはさらし者になっており、ときおり男子たちもそれを眺ながめにくる。まるで見世物だった。しかしどうにもならない。何な故ぜなら自分たちは島の最下層の存在だからだ。

　──ごめんね、もう無理なの。

　そう言って優子はブリッツを空撃ちしてゼロにした。そしてホールに出ていった。強固だった友人の関係がどんどん削けずられていく……。

「篠田さんたちのやり方は異常だよ。おかしいのはそっちだよ」

　未来はそう言ったが、言葉は彼女たちに届かない。篠田たちの精神状態は明らかにおかしくなっていた。こちらに向ける視線は友達ではなく敵だった。ブリッツを向けて脅おどすこともためらわない。精神状態が熱せられたことに気づいていないかのようだ。

「まあいいわ。それなら監視は続けるから」

　篠田は肩をすくめてみせた。完全に未来たちは犯罪者扱あつかいだった。こちらは何も悪いことはしていない。しかし、篠田から見ると違うのだろう。

「じゃあ未来さん、梨り央おさんのお世話をお願い。あそこで漏もらされたら困るから」

「服を着させて」

「駄目よ。服を着させたら外に逃げるかもしれないしね」

「……わかった」

　未来は立ちあがり、座り込んでいる友人たちを向いた。

「行ってくるけど、ブリッツを捨てちゃ駄目だよ」

　未来は下着姿のままホールへと歩く。動きを監視するかのように篠田の仲間の女子がついてくる。彼女たちはすでにブリッツを抜いて未み来くに向けていた。ブリッツという武器を恐おそれているのに、こうして自分が他人にその武器を向けることは疑問に思わないようだ。

　未来は苦々しく感じながらホールに出る。ホールは音と光、男女の笑顔と喧けん噪そうに溢あふれていた。飲み食いしながら踊おどっている生徒もいる。乱らん痴ち気き騒さわぎだった。

　下着姿でホールに出た未来を見て、男子生徒たちがニヤニヤと笑っている。卑ひ猥わいな言葉を吐はく男子もいた。足が震ふるえるほどの恥ずかしさと怒いかりを覚えたが、未来は平然とホールを歩く。恥ずかしそうに体を隠かくしたりすれば、逆に男子たちの思うがままだ。

「大だい丈じよう夫ぶ？　下着姿なんかで出てくるから」

　未来にブリッツを向けて監かん視ししている女子が薄ら笑いを浮かべていた。

「ええ、大丈夫よ。他の子よりはね」

　未来はぐっと歯を食いしばりながら言った。ブリッツを放ほう棄きしてホールに出ている女子よりはましだった。ブリッツ回数をゼロにした彼女たちは露ろ出しゆつの高い衣装を着させられている。当然ながら男子たちに好こう奇きの視線を向けられからかわれている。短いスカートをめくったり体を触さわったりとやりたい放題だ。そしてその女子たちは、ただ彼らの機き嫌げんを取るかのように愛想笑いをしていた。

　自分を守る武器を失っているからどんなに嫌いやでも逆らえない。男子たちも彼女がブリッツを放棄したことを知っており、行動がどんどんエスカレートしている。男子たちの解放された欲求は無力な女子たちに向かっていた。

　──やはりブリッツは失ってはならない。

　未来はそう思った。この島では力こそ正義だったのだ。化けの皮が剥はがれた男たちから自らの体とプライドを守るには力しかない。ブリッツは正義だ……。

　武力を放棄したか弱い女子たちは男たちのなすがままとなり、さらに力を持った女子たちから冷笑を受けている。沖おき田たのペア以外だった女子はホールで着き飾かざり優ゆう雅がなときを過ごしている。そして彼女たちのエンターテイメントは立場の弱い女子を見ることだった。

　男子たちの行動を止めようとはせず楽しんでいるのだ。弱い立場の女子を見ることで、自らの立場を確認し満足しているかのようだ。そんな感情が同じ女子の未来には手に取るようにわかった。彼女たちは着飾り、そして下の人間を見ることで自分を満たしている。

「……誰だれが食べ物や衣服を買いに行ってるの？」

　未来はホールに溢れる物資を見つめながら、ブリッツを向ける女子に聞いた。

「ブリッツを捨てて仲間になった子に行ってもらってるけど。マネーの受け渡しもできるし」

「逃げた子はいないの？」

「うん、だって、時間内に戻もどってこないとあのアイテムを作動させるって言ってるからね」

　彼女は平然と女神像が持っているブリッツ返しのアイテムを指さした。

「ひどい……」

「いいから、彼女の世話をしなよ」

　目の前にはぐったりとする梨り央おがいた。囚しゆう人じん服ふくを着せられた梨央は濡ぬれていた。水をかけられたりと、生徒たちの玩具おもちやのようになっているのだ。

「この子、やっぱり変だからさあ」

　そんな言葉を聞きながら、未み来くは梨央を繋つないでいた鎖くさりを外した。

「梨央ちゃん、トイレに行ってこよう」

「手て錠じようと足あし枷かせは外すなよ。こいつはおかしいからさあ。狂くるってるんだよ」

　やりとりに目を向けていた男子が言った。

「狂ってるのは、あなたよ」

　目を開けた梨央ははっきりと言った。様々な色と雑音が乱れる中でもその声ははっきりと聞こえた。理性を失っていない声だった。

　未来は梨央の鎖を外して立ちあがらせてやった。ふらつく体を支えてやる。

「大だい丈じよう夫ぶ、梨央ちゃん？」

「……ありがとう」

　梨央は微笑ほほえんだ。薄汚れたコスチュームでも梨央は光って見えた。この空間の中で彼女だけがまともなのだ。未来は足枷のついた梨央を支えながらホールを歩く。囚人コスチュームの梨央と下着姿の未来の組み合わせに男子たちが粘ねん着ちやく質しつな視線を向けはやし立てる。

「屑くずどもの視線も言葉も気にすることはないわ」

　梨央はよろめきながらも平然としている。

「なんかおかしくなってる気がする。男の子たちもゲームのことを忘れてるみたい」

「洗脳状態になってるのよ。人間の脳は無刺激に弱いから、単調な繰くり返かえしも危ない。変化や刺激が少ないと脳が休きゆう眠みん状態になる。あの単調な光や音でこうなった」

「それだけでこうなったの？」

「たぶん食べ物にも薬が含まれてる」

「別スペースとはいえ、変なことやってるし……」

　未来はホテルの左スペースを向いた。そこの中では軽音部の男子たちが風ふう子こといかがわしい行為をやっていることを知っていた。

「それはあの子の責任よ。初めから彼氏とセックスしていて、沖おき田た君をはめるために関係があったって嘘うそをついた。だから、男たちには彼女が誰だれとでもやる人間だとレッテルを貼はられた。あの子が男たちの性欲処理の道具に成り下がるのは当然のこと」

「やっぱり、沖田とは関係ないよね」

「ええもちろん。あの子は沖田君の好みじゃないもの」

　梨央はクスッと笑った。ホールを歩くふたりに向けられる視線は様々だった。男子たちの性的な視線。着き飾かざった女子たちの嘲ちよう笑しよう。そして仲間だった女子たちの視線は冷たかった。かたくなにブリッツを手放さない未み来くや梨り央おを敵視している。このホールの中で玩具おもちやとなった彼女たちは、さらに下を探しているように見えた。

　──安定。

　確かに安定している。男子たちは目的を忘れ牙きばを抜ぬかれた状態。女子たちの立ち位置ははっきりと明確になっている。カーストのようなヒエラルキーが作られ、ある意味強固な関係となっているのだ。もちろん最下層は自分たちだった。人格も踏ふみにじられて自由もない。ホールの中でさらし者になりながらダンスしている状態だ……。

　左スペースの脇わきを通るとき、中からもだえるような声が聞こえた。

「あなたたちの友達じゃないの？　止めればいいのに」

　未来は背後の女子に言った。風ふう子こは篠しの田だと同じ部活に所属していたはずだ。

「風子のこと？　あれはあの子の意思じゃないの？」

　女子たちは未来と梨央にスタンガンを向けながら笑った。梨央の言ったとおり、女子の中でもそんな子だと思われているのだ。沖おき田たの追放を正当化するためにも、風子は誰だれとでも寝ねる女子であるほうが都合がいい。

　未来は薄暗いそのスペースをちらりと見て唇くちびるを噛かむ。軽音部だけではなかった。彼らがきっかけになり、他の男子もそれに参加を始めたのだ。

「未来……」

　か弱いその声に唖あ然ぜんとする。ブリッツを放ほう棄きしてホールに戻った優ゆう子こが、男子に強引に手を引かれ左スペースに連れ込まれようとしていた。

「優子」

　未来はどうしてやることもできず下を向く。未来は梨央を支えながら、足早にその場を立ち去る。これは武器を自ら放棄した代だい償しようなのだ。

　自分もいつかああなるのだろうかと、そんなことを考えると体が震ふるえる。

「沖田、なにしてるの？　どこにいるの……」

　未来は小さくうめいた。
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　まるで白いベールで覆おおわれているかのようだ。

　沖田は入り江の屋根つきベンチに座っていた。追放されてからどのくらい時間が経っただろうか。時間の感覚は薄れていた。

『現在出現している二つの赤い木の実の座標は、ひとつはホテルのホール内。ひとつはホテルのホール内……』

　妖よう精せいの声が聞こえる。いつの間にか島には雨が降っていた。雨はまるで霧きりのように沖田を包み込み、入り江の波は荒あらくなっている。沖おき田たは波の音をぼんやりと聞いていた。風に煽あおられ漂ただよう小さな雨あま粒つぶのように、沖田は目的を失って漂っている状態だった。

　早くこのゲームが終わればいいのにと思っていた。沖田はこの脱だつ出しゆつゲームに失敗した状態なのだ。あとは時間切れを待つか、誰だれかが脱出の扉とびらを見つけるかしかない。

　持ち物もすべて失っている。あの赤い玉も奪うばわれた。脱出の鍵かぎはすでに沖田の手から離はなれている。それでも思った。このゲームの真実はどこにあるのか……。

　──真実が必要です。

　島の探たん索さくはやり尽つくした。ほとんどの要素は出尽くしたはずだ。だとしたら、何かを見落としているのだ。すでに見ているが、それがキーであると気づいていない。

　この脱出ゲームから離り脱だつしたはずなのに、ずっとそんなことを考えてしまう。沖田を包む霧きり雨さめのように漠ばく然ぜんとした思考を漂わせている。このまま考え続けていると、肉体が消しよう滅めつして霧と同化してしまいそうだ。

「沖田さん」

　霧の中から現れたのは花か穂すいだった。彼女は未いまだにこの入り江エリアにいる。

「ちょっとだけ濡ぬれてしまいました」

　花穂のウエーブした髪かみから滴しずくが垂れている。白いワンピースもぺたりと体に張りついていた。

「水と食べ物を持ってきたので、どうぞ」

　花穂はベンチに物資を置くと、タオルで髪と体を丁てい寧ねいにぬぐっている。

「俺おれのこと、気にしなくていいよ」

　花穂はこうして食べ物や飲み物を運んでくれていた。

「そんなわけにはいきません。だって、私のペアですから」

　花穂はそう言うと、少し沖田から離れてベンチに腰を下ろした。

「嫌いやな目に遭あわなかった？」

　沖田は海を見たまま聞いた。食べ物を運んでいた花穂はいろいろと危険な目に遭っていたことも知っていた。

「はい。ほとんどの人は外には出て来てないようでしたので、コテージにいる斉さい藤とうさんから食べ物を分けてもらいました。香か緒お里りさんも体調がよくなってきたようですよ。斉藤さんはまだ島を調査しているようでした」

　梨り央おや未み来くはどうしているだろうか。檻おりには入れられていないようだが。

「雨の日の島も綺き麗れいですね」

　花穂は膝ひざを抱かかえて座っている。彼女は変化がなかった。ゲームと共に精神をすり減らした生徒たちと違い、こんな場所にいても楽しそうだった。どんな状じよう況きように陥おちいってもゲームを楽しんでいるように見える。

　花穂はどこを見ているのだろう。と、白い靄もやを見つめる彼女を見て沖田は思った。ゲームに翻ほん弄ろうされた生徒やゲーム攻こう略りやくに熱を上げた沖おき田たとも違う。ひとりだけこの島で別のものを見ているような気がしていた。

「なんだか別の世界に迷まよい込こんだ感じ。外の世界がない孤こ島とうみたいです」

「ここは現実の世界で、外と繋つながってるよ」

「でも、外と繋がってるってことを、論理的に証明できませんよ」

「海を見てたら瓶びんが流れてきたんだ。中身を空けたら、願いを書いた手紙を入れてメッセージを流し返してみようか。誰だれかが拾ったら外の世界と繋がっていることを論理的に証明できる」

「いいですね。沖田さんは意外にメルヘンチックです」

「花か穂すいの願いはなんだ？　脱出？　だったら、どんな世界に迷い込もうとも、俺おれが脱出させてやるよ」

　沖田は花穂をじっと見つめた。

「え、え、沖田さん？」

「石せつ窟くつの約束は守るよ。どこに閉じ込められていようとも、お姫ひめ様さまを必ず連れだしてみせる」

　彼女は驚おどろいたように沖田を見つめ返し、そしてゆっくりと顔を近づけた。

「……沖田さん、すごいお酒くさいです」

　花穂はベンチの下に置かれたウイスキーの酒さか瓶びんを見つけ顔をしかめる。

「ど、どこでこんなものを。……あ、これが流れてきたんですね」

「返せよ。俺が拾ったんだからな」

　沖田は花穂が手に取った酒瓶を取り返す。

「駄だ目めです！　未成年なんですよ」

「誰かが急性アル中になったらどうする？　だから俺がコーラとかに混ぜて少しずつ処理してるんだ」

「ずっとぼんやり海を見てるなあって思ったら、お酒を飲んで酔よっ払ぱらってたんですね。私、元気ない沖田さんに同情してたのに馬鹿みたいです。酔っ払って適当なこと言わないでください」

「これはゲームのトラップアイテムだ。そのアイテム処理をする俺の行動は正義だ」

「そんな適当なこと言っても駄目です」

　沖田と花穂は酒瓶の奪うばい合あいになった。

「酒を飲んだこともないのに否定すんなよな」

　強引に酒瓶を奪った花穂は、沖田をキッと睨にらみつけた。

「じゃあ、飲めばいいんですね！」

　沖田の前で、花穂は酒瓶に口をつけ一気にラッパ飲みした。

「うわあ馬鹿、何やってんの」

　沖田は急いで酒瓶を取り返したが、すでに遅おそかった。しばらくぼんやりと立っていた花穂だが、みるみるうちに顔が赤く染まっていく。
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「こいつ、なんて向こう見ずなんだ。すぐ感情的になって……」

「……バーカ」

　花か穂すいがそっぽを向きながら小さくつぶやいた。

「おい、聞こえてるぞ」

「だいたい沖おき田たさんは、デリカシーがなくて自己中心的で協調性がなく、女の子を馬ば鹿かにしてる感じで鼻につきます。ゲームはできても、問題の解決方法も強引だったし」

「なあ、なんとかしてくれって頼たのんできたのは花穂だろ。助けてくださいって泣いて、でも私のお気に召めす方法じゃないと嫌いやだってだだをこねるのか？　どうしてほしいんだ？　私を甘あまやかしてくれとでも言いたいのかよ」

「……そ、そうです！　沖田さんは私をもっと甘やかしてください！」

　こちらを向いた花穂の目は据すわっていた。

「少しばかり弁が立つからって、いい気になるなバーカ」

　花穂は沖田から酒さか瓶びんを奪うばうと走りだす。

「おい、てめえ！」

「わー」

　沖田が追いかけたが、花穂は雨の降る浜辺を逃げていく。雨は止やまない……。




　　　　＊




　……あれからどれくらい時間が経っただろうか。

　鈴すず木き悠ゆう介すけはホールの中央でぼんやりと座っていた。リクライニングシートに座ったまま天てん井じようを見ると青い光がゆったりと動いていた。絶えずホールを流れている音楽は、スローなテンポで音量も下がっている。

　周囲を見るとほとんどの生徒が寝ねている。興こう奮ふんと熱ねつ狂きよう、そして休息。そんなサイクルを繰くり返かえして時間を消費させていた。中央の女神像が音や光を操っているのだ。派手な光やテンポの速い音楽によって生徒たちの感情を高こう揚ようさせ、こうして光量や音量を落として休息させもする。皆はだんだんと考えることをやめていた。感情に身を任せてこのホールで過ごしている。

　女神が発する音に混じって乱れた吐と息いきと声が聞こえた。それは左サイドのスペースからだった。男子の一部は相変わらず女子生徒たちとみだらな行為をしているようだった。軽音部が風ふう子こと性行為を始め、それがきっかけに他の男子も流された。ただし、鈴木はそんな行為に参加してはいない。

　それでも座っている鈴木には女子たちが近寄ってきた。女子たちが媚こびてくる理由はわかっていた。鈴木自身が目的ではなく、近くにいれば男子に手出しをされないという身の安全のためなのだ。つまり鈴木は利用されている。

　なんだか体が重い。全身に倦けん怠たい感かんのようなものがあった。頭もはっきりとせず、常にジーンと麻ま痺ひしているような感覚だった。鈴木は椅い子すから立ちあがり大きく息を吸った。ホールの空気は淀よどんでいるような気がする。

　斉藤と神楽坂はホールにはいない。体調の悪い香か緒お里りのケアをするために、ずっとここを離はなれているのだ。もしかしたら、あのふたりは何かを警けい戒かいしているのかもしれない。このホールにいてはまずいと本能的に察知している……。

　女神像の方向から声が聞こえた。誰だれかがぶつぶつと何かをつぶやいている。女神像へと歩み寄った鈴木ははっとする。鎖くさりで繋つながれた梨央がまるで祈っているかのように床ゆかに額をつけて言葉を発していた。異様な光景だった。

「田中さん、どうした？」

　声をかけると、突とつ如じよ梨央は暴れた。鎖を引きちぎろうと激しく体を振り乱している。と、バチンと音がして梨央はぐったりとした。女神から電でん撃げきを受けたのだ。彼女はずっとこんな行動を繰り返しているような気がする。自らの意思で電撃を受けているかのようだ。

「……惨みじめな人間ね」

　その場を離はなれようとした鈴木は、そんな声を聞いた。振り向くと梨央がこちらを見つめていた。薄暗い空間でギラギラと光る瞳ひとみが異様だった。たった数日でげっそりとやつれており、目だけが大きく見える。

「惨みじめ？　誰だれが？」

「あなた、のことよ。大切なことを忘れ、快楽に溺おぼれた、愚おろかな人間」

　梨り央おの声は妙みようにくぐもって聞こえた。

「俺おれはこの集団をまとめるリーダーだぞ」

　そう言うと、梨央はにやっと笑った。

「間抜けね。あなたは利用されていることに気づいていない。あの女たちにいいように使われている。強引な行動が目立たないように、あなたにすべてを押しつけた。そして、あなたは使い捨てられる。再び崩ほう壊かいする集団の責任を背負わされてね」

「……崩壊？　そんなことあるわけないだろ」

　と言いつつも鈴すず木き自身がそれを感じていた。いつの間にか妙な立場に立たされ責任をも負わされた。たぶんこのままでは須す藤どうや沖おき田たの二の舞になると……。

　だからこのホールの食料はほとんど食べていなかった。斉さい藤とうが異物の混入を示し唆さしていたからだ。他の生徒は斉藤の意見を聞き入れなかったが、鈴木はずっと気にしていた。

「あなたは脱だつ出しゆつできるの？」

　その言葉に鈴木の血の気が引いた。そうだ、俺は何をしていたんだ。脱出という言葉をすっかりと忘れていた……。

「ドラゴンの石せつ窟くつでもそう。あなたは脱出への扉とびらを開ける人間ではない。ただ、ゲームの時間をすり減らすだけの無能で惨めな人間だもの。あなたはまた負けるの」

　周囲が揺ゆれていた。自分が震ふるえていることに気づくのにしばらくかかった。ずっとぬるま湯につかっていた体に、いきなり冷水を浴びせられたかのようだった。梨央だけこの空間で温度が違った。

「わかってる、目的はわかってる」

　鈴木の額から汗あせが垂れ落ちる。このままでは自分も須藤や沖田のようになる。脱出ができなかった場合、すべての責任を押しつけられる。いつの間にか鈴木が沖田のトラブルを解決したことになっていたのもそうだ。責任と重圧を背負わせるためだった。

　だからこそ鈴木は隙すきを窺うかがっていたのだ。この集団からの離り脱だつは今だ。そして女神の言葉を思いだす。

　──お礼にあなたに脱出の鍵かぎを渡したいと思います。

「脱出の鍵はどこだ？」

　鈴木は女神像を向いて叫さけんだ。

『……脱出の鍵でしょうか。それならすでに出しておりますよ』

　女神像が穏おだやかな声で言った。

　すでに出している？　鈴木は女神像を見つめたがどこにも変わった様子はない。そんな呆ぼう然ぜんと立たち尽つくす鈴すず木きを前に、梨り央おが笑みを浮かべた。

「知ってるのか？」

「鎖くさりを外しなさい。そうしたら脱だつ出しゆつの鍵かぎを渡してあげる」

　鈴木は迷った。そんなことをしていいものか。

「手て錠じようと足あし枷かせは外さなくていい。鎖さえ外せば、女神から受け取った鍵を渡す。約束するわ」

「…………」

「決断できなければいいわ。鍵は他の人間に渡す。そしてあなたはまた敗者に……」

「わかった。鎖は外してやる。だが約束だぞ」

「ええ、約束は、守る」

　鈴木は意を決して梨央を繋つなぐ鎖を外した。梨央はそれを見て薄ら笑いを浮かべた。

「鍵は？」

「……これよ」

　梨央は口から何かを吐はきだした。それはカツンと床ゆかを跳はねて鈴木の足元まで転がる。それを拾って唖あ然ぜんとする。

「これが、脱出のキーか」

　それは赤い玉だった。三つ目の赤い木の実が脱出の鍵……。

　──このエデンの楽園でのタブーは禁断の実を食べることです。ほんの少しなら問題はありませんが、神の怒いかりを買うほど食べた者はこの島から追放されることになります。タブーを犯したアダムのようにです……。

　それは女神の言葉だった。追放とは脱出と同義なのだ。そして、この赤い玉は木の実であり、禁断の果実なのだ。そうだ、脱出ポイントの三つのくぼみにはめるのはこの赤い木の実だったのだ。鈴木はポケットから赤い木の実を二つ取りだした。沖おき田たから奪うばったこの玉と合わせて三つがそろうことになった。

『赤い木の実が三つそろいましたか？　今すぐ脱出したほうがよろしいのでは？　いまなら皆は眠ねむっているか、快楽に溺おぼれているかです。赤い木の実はすべてあなたのものになります』

　それは鈴木の耳元での悪魔の囁ささやきだった。

　──脱出。

　そうだ、今すぐ脱出するしか方法はない。これはゲームであり他のプレイヤーを出し抜くことは罪ではない。惨みじめに檻おりに入れられる前に行動するのだ。

　再び女神を向くと、すでに梨央の姿はなかった。




　　　　＊




『……赤い木の実が三つそろいました』

　沖おき田たは声に目を開けた。いつの間にかベンチに座ったまま眠ねむっていた。肩にはタオルが掛けられていた。暗がりの中で波の音だけが聞こえる。水平線が白んでおり、もうすぐ夜が明ける。頭がずきんと痛んだ。ベンチの下には空っぽになった酒さか瓶びんが転がっていた。

『三つの赤い木の実の座標は、ホテルから脱だつ出しゆつポイントへと向かっているようです』

　ポケットに入れたままにしていた妖よう精せいの言葉だった。沖田の意識は急速に覚かく醒せいする。

　三つ目の赤い木の実。それがついに発見されたのだ。発見された場所は予想できた。あの女神像からに違いない。

　がさっと背後の茂しげみが動いたので沖田は立ちあがった。入り江の出入り口の茂みから転がるように出てきたのは花か穂すいだった。彼女は誰だれかの手を引いている。

「……梨り央お」

　砂浜に出てきた梨央は、沖田の姿を見ると安心したようにその場にへたり込んだ。

「なんて格好をしてるんだ」

　梨央は足あし枷かせと手て錠じようをはめられており、顔つきは異様にげっそりとしていた。

「偶ぐう然ぜん梨り央おさんを見つけたんです」

　花穂はハアハアと息を切らしている。

「花穂……すごい酒くさいぞ」

「今後、絶対にその話はしないでください。それより……」

「……リンゴが三つそろったの」

　沖田に抱だき支えられた梨央が言った。やはりそうだ。三つ目が出現した。

「それで、もう脱出に向かったのか？」

　沖田は現実に引ひき戻もどされていた。自分は今まで何をしていたのだろうと思った。ぼんやりと海を見つめていたうちに、楽園は大きく様変わりしていたのだ。

　梨央に状じよう況きようを聞くと、やはり鈴すず木きが三つ目を手に入れたようだ。

「脱出ポイントへ急ごう」

「脱出を止めるんですか？」

「いや、そんな気はない。ただ見ておかなきゃいけない。梨央はここで待ってろ」

「私も行く」

　夜明けはまだだ。脱出を敢かん行こうするなら朝を待ってとなるだろう。時間はある。沖田は手足を拘こう束そくされた梨央を抱きかかえた。禁断の果実を食べての追放。それはこのゲームからの脱出と同義だろう。そして、赤い木の実を三つそろえての脱出は、誰かがやってみなければならない。

　沖田は梨央を抱かかえて入り江の斜しや面めんを駆かけ上あがる。脱出ポイントはこのエリアのすぐ隣となりだ。上う手まくいけば脱出の情報を独どく占せんできる。これはチャンスだった。再びゲームの主導権を握にぎることができる。

　同時に思う。この梨央の状況はなんなのだ？　げっそりとやつれた梨央の姿は、生徒たちが異様な状態にあることを示しているのでは？

「手て錠じようを外さないとブリッツを撃うてないかも」

　梨り央おの考えは理解できた。ブリッツを撃ち鈴すず木きの脱だつ出しゆつを阻はばもうというのだろう。

「その必要はない。鈴木に脱出はやらせてやる」

　梨央が怪け訝げんな顔をする。邪じや魔まする必要はないのだ。ただし、鈴木の脱出を見る必要がある。棧さん橋ばし側の東の空が明るくなってきている。夜明けは間近だ。

　沖おき田たは茂しげみに体当たりするように突っ込む。アダンの茂みは雨で濡ぬれており、洗車をされている気分になる。先に茂みを抜けた花か穂すいが息をのんでいる。

「鈴木！」

　茂みを抜けた沖田は叫さけんだ。東の海に朝日が昇り、脱出ポイントの台座の上の人ひと影かげが見えた。鈴木はすでにここに来ていた。

「動くな沖田。俺おれが脱出させてやる」

　台座の鈴木はにやりと笑った。沖田は鈴木を見て違和感を覚える。なんだか雰ふん囲い気きが違う。夢を見ているかのようなぼんやりとした鈴木の表情だった。

「脱出の秘密は暴いたのか？」

　沖田は鈴木を刺激しないように穏おだやかな声で言い、梨央を降ろした。

「当然だ。三つの禁断の実。これが脱出のキーだ」

　鈴木は三つの赤い玉を沖田に見せた。三つの果実をそろえている。

「そのうち二つは、沖田君のよ」

　梨央が不満そうに言う。

「これはゲームだ。ゲームは勝者が常に正しい。だろ、沖田」

　鈴木は三つの赤い玉をあのくぼみに置いていく。

「きゃっ……」

　花穂が目を閉じる。三つ目の玉をはめたとき、脱出の台座が光を放ち始めたのだ。鈴木の頭上の鐘かねが太陽のようにキラキラと光を反射している。

『あなたは三つの知恵の実を集めました……』

　どこからか声がした。やはり三つの赤い玉でよかったのだ。そんなとき、脱出ポイントに入ってきた人影があった。

「やめろ、鈴木！」

　叫んだのは斉さい藤とうだった。鈴木の脱出を知った生徒が斉藤を呼びにいったのだろう。

「……最後にボタンを押して脱出だ」

　鈴木は台座のボタンに手を添そえる。

「まだ足りないぞ。それだけじゃ脱出できない！」

　斉藤の声に、鈴木はボタンに手を添えたまま硬こう直ちよくする。

「黙だまってろ斉さい藤とう！　ゲームに参加してないやつのセリフじゃない」

　沖おき田たは斉藤を制す。

「そうだ、斉藤。これで脱だつ出しゆつできないわけないだろ」

　鈴すず木きはボタンに添そえる手に力を込めた。……カチリ。と、音が聞こえた。

『審しん判ぱんのときです……』

　声と同時にもくもくと霧きりに包まれていく。台座からスモークが発生している。

　いつの間にか女子生徒たちが脱出ポイントに姿を現していた。誰だれもがただ脱出ポイントに視線をやっている。

「沖田ぁ、今回は俺おれの勝ちだ！」

　白いスモークの向こうから鈴木の勝利宣言が聞こえた。
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『あなたはこの島の真実を暴いていない……』

　声が聞こえた。沖田はいつの間にか花か穂すいの手を強く握にぎっていた。

　──爆ばく発はつ音おん。

　それは強きよう烈れつな爆ばく音おんだった。鼓こ膜まくが強烈に震ふるえ頭を殴なぐられたかのような衝しよう撃げきを感じた。隣となりに立つ花穂がショックにへたり込む。沖田の体は硬こう直ちよくしたまま動かない。

　脱出が成功したのか？　沖田は麻ま痺ひする思考の中でそう思った。

　霧が晴れていく。台座の向こう側に立つ斉藤と目が合った。

「……鈴すず木き？」

　斉さい藤とうの呆ぼう然ぜんとした声が聞こえた。

　沖おき田たはゴクリと唾つばを飲み込んだ。台座のくぼみには三つの赤い玉だけが残されている。そして鈴すず木きの姿は──消えていた。

　風に白いスモークが散っていったが鈴木の姿だけが忽こつ然ぜんと消えている。

『脱だつ出しゆつ失敗のペナルティは──死です』

　誰だれも動かなかった。海から太陽が昇のぼり、島に変わらぬ朝が訪れた。

　──ゲームは続く。
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　脱だつ出しゆつ失敗はゲームにおけるターニングポイントとなった。

　生徒たちを取り巻く状じよう況きようも大きく変化した。いや、変化したのは生徒たち自体かもしれない。

　沖おき田たはエスカレートしたゲームについて考えを巡めぐらせていた。加熱され続けたゲームはすでに沸ふつ騰とうしている。もう後あと戻もどりすることはできない……。

「何を迷ってる？　戦え、お前たちは戦い続けるしかない」

　声は檻おりからだった。須す藤どうが座ざ禅ぜんを組むかのように座っている。

「こんな噂うわさを知ってるか？　負債を抱かかえた人間を集めてゲームをさせると。ペナルティはさらなる負債の増大となり、最後は死だ」

　ここは広場だった。目の前には斉さい藤とうが立っている。

「馬ば鹿かな、俺おれたちは普ふ通つうの高校生だ。確かに鈴すず木きの姿は見えなくなったけど、死は絶対にブラフだ。極限ゲームでもゲームにおける死はよくあった」

「でも、調べる術すべはないよな」

　沖田は腕を組みながら電灯に寄りかかっていた。斉藤が言うように脱出失敗をした鈴木の姿は影かげも形もなく消えてしまった。煙のように姿を消したのだ。しかし、それにはトリックがあるはずだ。一番単純なのは落とし穴方式だ。スモークを焚たき台座の穴に鈴木を落とした、と。

　しかし、台座をいくら調べようともその穴を見つけるのは不可能だった。呼びかけても鈴木の反応はなく、それにより生徒たちの間では鈴木が死んだとの噂だけが駆かけ巡めぐっていた。

　沖田は脱出が失敗することは予測していたのだ。赤い玉を三つそろえるだけでは、あまりに簡単だからだ。脱出にはもうひとつ何かが必要だ。と、それは沖田も斉藤も察していた。

　だが沖田はあえて鈴木を止めなかった。それは脱出失敗のペナルティの情報を得たかったのだ。そして本当の脱出につなげたかった。沖田の思おも惑わくどおりその情報を得られことになったが、その代だい償しようはあまりに大きい……。

　悪いやつじゃなかった。沖田は島から姿を消した鈴木を回想した。ゲームで熱くなる性格を沖田は好んでいた。その単純な性格が災いして極限ゲームでは沖田のカモになっていたが、それでもゲームが終われば後あと腐ぐされなかった。

　部活に精を出し、仲間や後輩にも慕したわれていた。誰だれもが嫌いやがることを率先して行い、責任も負う正義感のある人間だった。そんな鈴木の受けたペナルティはあまりに大きかった。そして、周囲の生徒たちにショックを与えている。

　沖田はそのショックの根源を悟さとっていた。彼らは鈴木が消えたことよりも、死というペナルティ自体にショックを受けているのだ。鈴木を心配するよりも自己の保身。そんな思考が渦うず巻まいている。いつの間にか友達という枠わく組ぐみは希き薄はくになっていた。悪あく魔まにそそのかされて欲望と感情を肥大化させてしまったのだ。

　楽園の悪魔。ホールの女神像は女神などではない。この島の伝説に女神など登場しないからだ。悪魔は女神に姿を変えて生徒たちの心を少しずつ汚していった。そして真っ黒に汚お染せんされたことを確認して悪あく魔まは──消えた。

　──脱だつ出しゆつ失敗で誰だれかが死んだようですよ。ウフフ……。

　そして悪魔はそれから喋しやべらなくなった。あの三つのアイテムも使用不可能になったようだ。楽園の悪魔は災いをまき散らして役目を終えたのだ。

　悪魔は消えたのではない。霧きりのように姿を変えて生徒たちに侵しん入にゆうした……。

「鈴すず木きの安否を確かめるためには、早く脱出するしかない。こうなったらもう協力するべきだぞ沖おき田た。隠かくし事ごとはなしだ」

　斉さい藤とうがメガネに指を添そえながらこちらを睨にらむ。

「隠したつもりなんてないぞ。あの入り江はゲーム攻こう略りやくに関係ない。それに責任を押しつけるなよ。一番責任があるとしたら斉藤だろうが」

　あの入り江エリアは公開していた。そしてアイテムのゴムボートも見せている。

「だからこれ以上、危険を冒おかしたくない。ゲームクリアを第一にしたいんだ」

「俺おれは最初からそのつもりだよ。でも、ブリッツをくらって危うく檻おりに入れられそうになったがな。あれって手際がよかったよな。ブレーンがいたんじゃないかって思うほどに。なあ斉藤」

「俺を疑ってるのか？　俺はいつでもみんなの安全を考えてる」

「じゃあ、あのホテルの惨さん状じようはなんだ？　それを容認して斉藤はどこにいた」

「俺は、沖田のクラスの委員長のケアをしてたんだよ」

　笑い声に沖田は檻を向く。須す藤どうが肩を揺ゆらして笑っている。

「何かおかしいのか、仲間が死んだ可能性もあるんだぞ」

　斉藤が不服げに須藤を睨む。

「ああ、おかしいよ。お前らは止まることはできない。何が起こっても突き進むしかない」

「口を挟はさむなよ須藤。お前はとっくに負けたんだ」

　沖田が指さすと須藤はぎろりと目を開ける。須藤は檻の中でげっそりとやせている。

「たとえ誰かが死んでも戦え。社会の中で暴力団が許容されてきた理由がわかるか？　それはやつらが命をかけて戦ってきたからだ。社会の屑くずでも悪であろうとも、命がけで戦う姿が市民の目にドラマチックに映っていたからだ。……だから命がけで戦え」

「今の暴力団なんて、詐さ欺ぎまがいの行動しかしてないだろうが」

「だから淘とう汰たされているだろう。小ずるい行動ばかりして命をかけなくなったからだ」

「もう黙だまってろ。檻の中から意見する姿は滑こつ稽けいだぞ」

　沖田が言うと、それに追従する人間が現れた。

「うるせえんだよ。静かに座ってろ！」

　檻に向かって叫さけんだのは杉すぎ浦うらだった。広場には沖田と斉藤の他、軽音部の男子たちもいた。彼らはもうひとつの檻に群がっていた。もうひとつの檻とは、女子用の檻のことだ。そしてその中にも一人の女子生徒が入っている。中に入ったのは志し田だの彼女の風ふう子こだ。

　女神像が機能停止したことにより、ホールは音も光もなくなったらしい。そして製氷機や電子レンジなども使えなくなった。すべては元に戻もどったのだ。

　斉さい藤とうが言うには、食べ物に混ぜられた薬、そして単調な音楽と光で生徒たちは催さい眠みん状態に陥おちいっていたらしい。そんな空間の中で欲求のままに行動していた。しかし、元に戻った空間で生徒たちは我に返る。ショックを受ける女子生徒たちはその場を離れていったようだ。

　男子たちは未いまだにホールでぼんやりしているらしい。現実を受け入れられずに機能停止状態になっている。また、杉すぎ浦うらたちのように欲求を引きずっている男子もいた。性のはけ口となっていた風ふう子こは広場に逃げ──檻おりに入ることを選せん択たくしたのだ。

　現在の彼女は檻の奥おくで膝ひざを抱かかえて座っている。須す藤どうの檻と違うのは特とく殊しゆな機器が中にあり、それを使ってあのスタンガンの拘こう束そく具ぐを外すことができるようだった。彼女は檻の中で自由になったのだった。これでゲームプレイヤーは残り九十七人。

「やめとけよ、どうやったって檻は開かないし、男が入れないようになっている」

　沖おき田たは、風子の入った檻を蹴けり飛とばしている連中に言った。

「黙だまれよ、沖田だってこいつでおいしい思いをしたんだろうが」

　杉浦が唾つばを飛ばして叫さけぶ。彼らの表情は異常だった。それだけあの空間がおかしかったのだ。外にいた沖田や斉藤とはまったく温度が違った。

「檻に入った女はゲームの部外者だ。やめておきな」

　須藤の声に杉浦たちは一いつ瞬しゆんだけ動きを止めたが、すぐに声を荒あらげる。

「負け犬は黙ってろ！」

　今まで須藤には逆らわなかったのだが、ついにそれもやめたようだ。ヒートアップした感情と、檻に入った須藤が予想以上におとなしくなったからだろう。沖田がゲームプレイヤーとしての会話で須藤に強く出ているのを見た理由もあるかもしれない。とにかく、ゲームによって生徒たちの関係も大きく変化した。

「なあ、お前らも俺おれたちに隠かくし事ごとをするんじゃねえぞ。お前らが脱だつ出しゆつに失敗したせいで冷たい飲み物も飲めなくなっただろうが」

　檻が開かないので、怒いかりの矛ほこ先さきは沖田と斉藤に向かう。

「お前らは利用されたんだよ、神楽かぐら坂ざかに。須藤のトラブルのときも妙みように情報が漏もれているのが気になってた。漏らしてたのは神楽坂だろ？　彼女は常に保険をかけるようなタイプだからな。それにしても冷たい飲み物って、ずいぶん低レベルの欲求じゃないか」

「うるせえ！」

　杉浦が沖田の胸ぐらをつかんだとき、アダンの茂しげみからそれを制する声がした。

「やめなさい」

　囚しゆう人じん服姿の梨り央おが彼らをギロっと睨にらみつけている。それは沖田から見てもぞくりとする表情だった。ずっとホールの中で虐ぎやく待たいされてきた梨央の表情はすごみを増していた。

「……そんな脅おどしには乗らねえ。スタンガンを撃うたれる前に殴なぐるぞ」

「やってみる？」

　梨り央おは後ろ手に回されていた手て錠じようは足を抜いてどうにか体の前に持ってこれてはいるが、依い然ぜん動きは制限されている。ただし、囚しゆう人じんコスチュームの評価自体は高かった。

「やめておけよ杉すぎ浦うら、田た中なかさんも。ここで争っても意味ないことだ」

　斉さい藤とうが割って入り、杉浦たちは舌打ちをして離れていく。そして風ふう子この入った檻をがつんと蹴け飛とばし広場から姿を消した。しばらく沈ちん黙もくが続き、檻の中からすすり泣く声が聞こえた。

「……ごめんなさい」風子の声だった。「篠田さんに言われて、あんなことして……」

「ああ、俺おれをはめたことか？　まあ、上う手まくやられたよ」

「こんなことになって、自業自得だよね」

　沖おき田たは斉藤から薬を受け取り檻に近づいた。

「そうだ、自業自得だ。そして俺はお前に同情しない。薄汚い行為で俺に汚名を着せたことは、お前がやつらの玩具おもちやになったことでゼロにはならない。女は勝手にプラマイゼロにするような短たん絡らく的てきな考えをするけど、俺の中では解決してない。二つの出来事は根本的に違うからだ」

「だから、ごめんなさい」

「お前は反省してない。檻の中に入ったかわいそうな私、を演じてるだけだ。お前の欲求を満たすための道具にするなよ」

「沖田、それ以上きついことを言うな。意味がないことだ」

　斉藤が風子を擁よう護ごした。

「そうだな。じゃあ、もう俺に謝る必要はない。できれば、日常生活でも声をかけるな」

　沖田はそう言い、檻の中に薬を放ほうり投なげた。

「アフターピルだ。一応飲んどきな」

　きついことを言ったものの、沖田はなんとも思っていなかった。あれは沖田自身のミスに他ならない。それに、ほとんどの生徒は沖田と風子が関係を持ったと信じてはいないだろう。ただ、ああいった噂うわさが立った以上、少しでも彼女と接近したくなかった。彼女に檻に入るよう進言したのも沖田だった。広場で杉浦たちに性行為を強要されているのを見たために、隙すきを見てそう言ったのだ。

「他の女子はどうしてる？」

　沖田は斉藤に聞いた。そんなやりとりをしていたため、脱だつ出しゆつ失敗後に沖田はホテルを確認していなかった。梨央から情報を聞いただけなのだ。

「まだ見てない。ショックを受けてるんじゃないか？」

　鈴すず木きがゲームオーバーとなったことで、ほとんどの女子がペアをなくしたフリー状態になっている。彼女たちの動向が気になった。鈴木の件は女子たちにショックを与えたが、逆効果になるのではと考えていた。ゲームに消極的になるのではなく、恐きよう怖ふによって行動が加速する可能性がある。女子特有の激しい感情がマイナスに作用するのだ。

「とにかく脱だつ出しゆつするしかない。脱出の最後のキーを探す。沖おき田たが見つけたら、もちろんこの赤い木の実は渡す」

　三つの木の実は、沖田が二つ、斉さい藤とうが一つと分けていた。元々二つは沖田のものだったのだ。

「よお須す藤どう、何か気づいたのか？」

　沖田は静かに座る須藤の表情が気になった。どこか見下すような視線だ。

「……俺おれは部外者だ、口は出さない。ゲームのルールは守る」

　須藤はそう言い瞑めい想そうするかのように目を閉じた。

「脱出までの時間が延びるほど危険だ。力を合わせて解答を出そう。でないと……」

　斉藤も悪い予感を膨ふくらませているようだ。沖田はうなずき斉藤に背を向ける。広場から出ていくとき背後から声が聞こえた。

「……戦え、戦うしかない。命をかけて戦え」







「知らない間に、いろいろ変わったみたいですね」

　隣となりを歩く花か穂すいが言う。三人はホテルを目指していた。混乱したホテルが現在どうなっているか知りたかったのだ。

「沖田君、ずっと何してたの？」

　沖田の肩に担がれた梨央が聞いた。

「ずっと海を見てたんだ。梨り央おがびっくりするほどずっと。波を数えて数えて数えて、サンセットを見てた。気づくと世界の変化に取り残されてた」

「海はどうだった？　イルカいた？」

「雨が降って、荒あれ狂くるってた」

　沖田はホテルの前で梨央を肩から降ろした。ホテルの中の生徒たちが、沖田にどんな対応をするかわかっていない。やはり対話を成立させるための武力は必要だ。

「中はどんな感じだった？　梨央のぼやっとした印象でいい」

「荒れ狂ってた」

　梨央はにこりと笑う。

「入ろう。一応警けい戒かいして。花穂もだ」

　鈴すず木きが脱出に失敗してパニックになっている可能性が高い。対話ができるかも判断つかなかったが、様子を見ないわけにはいかない。

　ひんやりとした空気と共に異い臭しゆうを感じた。回かい転てん扉とびらを回しホールへと入った沖田は唖あ然ぜんとした。呆あきれるほどの惨さん状じようだった。

「……ひどいですね」

　ホールを見回した花か穂すいが単純な感想を述べた。ホールはゴミだらけだった。そしてぼんやり座り込む男子たちの姿がある。うつろな目をした男子生徒たちは頭上を見上げていた。

　目の前には女神像があった。三種のアイテムを持って完全な姿になっている。調べてみたが、アイテムの電源は完全に切れている。幸運なことに災いのアイテムは使用不可能になったようだ。沖おき田たと梨り央おに使ったあのサーベルタイプのスタンガンも使用不可だ。

『目的を達成した悪あく魔まは姿を消したようですね』

　妖よう精せいの声が聞こえた。

「目的達成か」

　悪魔の目的は島に災わざわいを呼び込むことだった。結果に満足して消えたのか、それともこれからさらなる災いがあるのか……。女神像を調べる横で梨央がスタンガンを構え警けい戒かいしている。花穂はホールの惨さん状じようを見てただ唖あ然ぜんとしているだけだった。

「ここに穴が開いてる。ここから玉が出てくるようになってたんだな」

　四角い台座の四方に一個ずつ丸い穴が開いていた。

「赤い玉もそこから出てきた」

　梨央が正面の穴を指さした。さらに女神像を調べたが新しい発見はない。沖田は一刻も早くこの場所から出たかった。ホールがむせ返るように臭くさい。ゴミと汗あせの匂においが混じって異様な空気となっている。ずっとこのホールで過ごして誰だれもこの異変に気づかなかったのだろうか。

「花穂、余計なことをしなくていい。触しよく発はつしないほうがいいから」

　ゴミを拾おうとしていた花穂を制して、沖田はホールを歩く。まずは右スペースに近づく。両りよう翼よくのスペースは寝る場所にしていたため薄暗くよく見えない。

　暗がりの中で何かが動いたような気がした。それらは部屋の隅すみで隠かくれるように寄より添そっている。沖田の気配に気づいてその人ひと影かげが身構えた。沖田も梨央を引き寄せる。

「……未み来く？」

　沖田は顔をしかめる。

「沖田？　沖田なの？」

　中にいたのはやはり未来だった。

「よかった、沖田……」

　ふらつきながらも未来は沖田の胸に飛び込む。下着姿の半はん裸らの体を隠そうともしない。未来の他には二人の女子がいた。彼女たちは沖田も知っている。運動部の女子キャプテンをやっており、未来と仲のよい女子だった。

「どうしたんだ、何が起こってた？」

　沖田はこの状じよう況きようが飲み込めていなかった。

「大だい丈じよう夫ぶだから、変なことされてない。私たちはずっと拒きよ否ひしてたから」

　未来は涙をこぼしながら首を振っている。

「落ち着け、まず状じよう況きようを……」

「きゃっ」

　沖おき田たは言葉を止めた。振り返ると逆サイドのスペースを覗のぞいていた花か穂すいが驚おどろいているのが見えた。沖おき田たは梨り央おに未来たちを任せてホールを走った。

「どうした、花穂」

「いえ、あの……」

　花穂は目を背けながら薄暗いスペースを指さす。沖田はそこを覗き込んで唖あ然ぜんとする。中には下着姿の男子たちがおり、呆ぼう然ぜんと座り込んだり泣いている者もいる。精神的におかしくなったかのような異様な光景だった。

「あの、何があったんですか？」

　花穂が泣いている男子たちに近づいていく。すると花穂に気づいた男子は、すがるように彼女の足に抱だきついた。

「ごめん、ごめん、どうかしてたんだ……」

　そしてそれが引き金になったかのように、さらに周囲の男子たちが花穂に群がる。

「きゃっ」

　バランスを崩した花穂は悲鳴を上げ、無防備に下着を見せながら腰から倒たおれてしまう。それを見た周囲の男子たちの目の色が変化したのがわかった。

「お、おい！」

　沖田は花穂の手をつかんで引っ張った。スカートが捲まくれ上あがり、さらに白い足と下着が剥むきだしになる。別の男が花穂の下着にも手をかけ脱ぬがそうとしている。花穂は泣きそうになりながら必死に沖田の手をつかむ。

　そのとき、バチンと青白い火花が散った。

「花穂さん、早く」

　スタンガンを構えた未来が声をかける。ブリッツにより花穂をつかんでいた沢たく山さんの手は引っ込んだ。下着姿の低評価のためブリッツの威い力りよくはほとんどない。だが青い火花は脅おどしにはなったようで、沖田はその隙すきに強引に花穂を引っ張った。

「ああ……わわ……」

　あまりの恐きよう怖ふに花穂は硬こう直ちよくしている。沖田の顔を見て何か訴うつたえているようだったが、かまわず強引に引っ張り立ちあがらせる。

「パンツが……」

　花穂は引きつった顔でスカートを押さえている。

「お、お願いです、か、返してください。それがないと困ってしまいます」

　花穂はパニックになり、下着をつかむ男子に震ふるえる手を差しだしている。

「馬ば鹿か、無理だって」

　沖おき田たはそんな花か穂すいの手を引きホールに戻る。

「沖田、早く出よう」

　未み来くは他の二人の女子と共にホールに落ちていたワンピースを着ている。花穂の悲鳴が引き金になったのか、ホールで座り込んでいた男子たちが立ちあがる。

「そんなの後でいいだろ。もっといいの買ってやるから！」

　花穂はホールに散乱する衣類の中からパンツを探していた。さらに鈍にぶい音がしホールの男子生徒が悶もん絶ぜつする。梨り央おに襲おそいかかろうとした男子が、彼女の振り回した鎖くさりに顔を強打したのだ。

「とにかくホールから出るぞ」

　沖田は花穂の背中を押し、梨央を肩に担ぐと出口に走った。ワンピースを着た三人もついてくる。沖田は未来たち三人を先に出し、花穂と共に回かい転てん扉とびらに体当たりするように飛び込んだ。

「扉が、回らない！」

　回転扉を押していた沖田は顔を歪ゆがめる。

「いやあっ」

　花穂が男子にワンピースの裾すそをつかまれていたのだ。裾がまくれ太ももが剥むきだしになった。火花が散り沖田は顔を背ける。肩に担がれていた梨央が、ブリッツを使った。スカートをつかんだ手は力を失い、回転扉が回る。

　ホテルの外に出た沖田は、そのまま花穂の手をつかんで走る。どう走ったか憶おぼえていない。闇やみ雲くもに走り、沖田はアダンの木こ陰かげに倒たおれ込こむようにして抱かかえていた梨央を降ろした。

　沖田たち六人はそのままへたり込む。花穂は茫ぼう然ぜん自じ失しつの状態でスカートを押さえ、未来たちはただ呼吸を整えている。裸足はだしで走ってきたため足の裏に血が滲にじんでいた。

　……どうしてあんなことに。

　酸欠状態のまま沖田はそう思った。明らかに異常な状態だった。海を見ていた間に何が起こったというのだ？

「ね、狂くるってたでしょ」

　梨央が平然と笑った。
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「私、馬ば鹿かみたいに寝ねちゃってたけど、みんなは大だい丈じよう夫ぶかな」

　ベッドで上半身を起こした香か緒お里りは恥ずかしそうに笑った。その表情はあまりに無む垢くで日常を持ち越していた。

「大丈夫、何も問題ないし、もうすぐ脱だつ出しゆつできるから」

　斉さい藤とうはうなずいた。彼女のためにも何も知らせずにいたほうがいい。

「疲れで熱が出てるから、もう少し寝てたほうがいいよ。深刻な症しよう状じようになったら危険だから、絶対に無理しないで。薬はここに置いておくからね」

　小さなテーブルの上に解熱剤とペットボトルを置き出ていこうとすると、香か緒お里りが遠えん慮りよがちに口を開いた。

「沖おき田た君はがんばってる、かな」

　香緒里は沖田が追放されたことも知らないのだ。

「……ああ、あいつならゲームに夢中になってるよ。あとで来るように言っておくから」

　斉さい藤とうが言うと、香緒里は顔を赤らめながら首を振った。

「いいの、ゲームをがんばってるのって沖田君らしいから。沖田君ってイベントとかにすっごく夢中になるんだよね。なんていうかね、はまるポイントがみんなと違うんだ」

「うん、沖田はそんな感じだったよ」

「隣となりの小学生との交流イベントでも、沖田君は流は行やってるカードゲームを利用したイベントを考えたんだけどさ、小学生相手に連勝してカードを奪うばったもんだからあとから文句が出たの。でも、沖田君はこれは勝利者の権利だって譲らなかった」

「ああ、小学生が泣きわめいてたあの嫌いやな事件ね」

「みんな沖田君のことを、わがままで大人げないとか、自己中心のマイペース人間で協調性がないっていうけど、いや実際そうなんだけどね、でも、きっと沖田君は純真なだけなの。みんなに誤解されちゃうときがあるけど、私ができるだけフォローしてあげたいんだ」

「……熱があるね。やっぱり寝ねたほうがいいよ」

　斉藤は苦笑いして香緒里が寝るコテージから出ていった。扉とびらを閉めてふうっと息を吐く。出入り口からの階段を下りると、斉藤を囲むように人ひと影かげが現れた。

「香緒里さんの症しよう状じようはどうかしら？」

「休んでれば大だい丈じよう夫ぶだと思う。でも、ゲーム参加は無理だ。彼女はプレイヤーのくくりから外したほうがいい」

　斉藤は篠しの田だあかりに応えた。篠田の周りには十数人の女子生徒がいる。見た感じ文化系サークルの女子たちが多い。

「お薬も水も私たちが用意してあげるから。その代わり、斉藤君には協力してもらうわ」

　脱出失敗後、篠田たちが仲間を伴ともなってコテージエリアに来たのだ。斉藤は別べつ棟とうのコテージのステップに腰を下ろした。

「ペアが必要なのはわかる。でも、俺おれの他に男子はいくらでもいるだろ」

「いいえ、私たちは斉藤君がいいの。斉藤君は冷静で理性的だわ。それに、他の男子たちは役に立ちはしないもの」

　篠田たちの表情は鋭するどく雰ふん囲い気きもぴりぴりとしていた。

「欲望のまま行動するだけのクズどもだわ。彼らのような無能な人間は仲間にできない」

「俺だって優ゆう秀しゆうじゃないよ」

「いいえ、私は斉さい藤とう君を信じているわ。期待を裏切らないってね」

　篠しの田だの口調は斉藤に選せん択たくの余地を与えなかった。

「逃げだした梨り央おさんが沖おき田た君と合流している可能性が高いわ。私たちも対策を立てないと」

「それは大だい丈じよう夫ぶだよ。沖田とは対話をした。情報共有をして脱だつ出しゆつを目指そうってね」

「信用できないわ。もう男子の道具にされることはうんざりだもの。ホテルでもそうだった。男子たちはブリッツをゼロにした女子たちを欲求のはけ口にしてひどい有様だった。だから思ったの。この島で信用できるのはこれだけだってね」

　篠田はブリッツを握にぎった。感情が理性を越えてしまったように見える。やはりあの女神像が影えい響きようしているのかもしれない。音や光や薬を利用して生徒たちを洗脳状態に持っていった。あのホールの中で感情のリミッターを外してしまったのだ。すでに女神像は機能停止しているが、生徒たちの精神状態は煮に詰つまったままになっている。

「とにかく大切なことは脱出の最後の鍵かぎなんだ。赤い木の実が三つだけじゃ足りない。俺おれたちは何かを見つけないといけない」

「ええ、わかってるわ。だから斉藤君に期待しているの。そして、私たちも協力する。斉藤君を守るし、最後の鍵を見つければ沖田君から赤い木の実を奪ってあげるから」

　斉藤はため息を吐ついた。何を言っても駄だ目めなようだ。こうなったら少しでも早く最後のキーを見つけるしかない。この状じよう況きように危機感を抱いだいている今の沖田なら協力体制は取れる。

　しかし、肝かん心じんの最後のキーが判明していない。それほど複雑な謎なぞが設定されているとは思えないので、落ち着いて考えればわかるはずだ。沖田がまだ何か隠かくしているのだろうか。だとしたら、どうにかしてその情報を知らねばならない。沖田はすでに追放されるほどのミスを犯している。そして、ゲームに関しても斉藤は自分が上であるとの自負があった。

　──やるしかないのか。

　斉藤は自分を囲む女子たちに視線を向けた。篠田あかりたちの集団は……十四人。斉藤は何もせずに十四人のペアを得たことにある。

「他の子はどうしている？　神楽かぐらちゃんたちは？」

　神楽かぐら坂ざかの動向が気になった。このようなときは斉藤を頼たよってくるはずだと思ったのだが。

「彼女たちは、すでにペアも用意している。私たちは危険を感じてこうして動いたのよ」

「ペアの男は？　ホールにいた男たちは変になってただろ」

　神楽坂は潔けつ癖ぺきなところがある。女子生徒たちに好き勝手なことをやった男子に幻げん滅めつしているだろうことは予想できる。

「だから、彼女たちはホールにいない男子を確保したのよ」

　それを聞いて斉藤は立ちあがった。ホールにいなかった男子は……。

「おい、志し田だ！」

　斉藤は志田がいたはずのコテージの階段を駆かけ上あがると扉とびらを開けた。しかし、当然のようにそのコテージは空っぽだった。

「……神楽かぐらちゃん、何をする気だ？」

　とにかくわかったことがある。女子たちはフリーを除いて、三つの集団に分割されたことになる。斉さい藤とう、沖おき田た、志し田だの集団だ。

　斉藤は気づいた。これが自然な形なのでは、と。そうだ、この島では男の重要性は極めて低いのだ。最低限の人数さえいればことは足りる。いや、逆に多くの男子は邪じや魔まな存在でしかない。島で過ごしていた男たちはそれに気づいていない……。

「まずいぞ」

　斉藤の足元に滴しずくが落ちた。それは頬ほおを伝って落ちた冷ひや汗あせだった。
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「風ふう子こ、なあ、どうした？」

　鉄格子越しに声をかけているのは志田だった。しかし、風子は逃げるように薄暗い檻おりの奥おくでじっと膝ひざを抱かかえている。

「どうしてこんな檻の中に……」

　呆ぼう然ぜんとする志田の肩に、神楽かぐら坂ざかはそっと手を添そえた。

「ホテルで男の子たちにいろいろひどいことされたようだからね」

「ひどいことって？」

「この島の男のたちは変になってる気がする。だから、私たちはどうにかして自分を守らなきゃならない。だから私たちのために力を貸してほしい」

　神楽坂はホールで目まの当あたりにした男子たちの行動に幻げん滅めつしていた。光や音で満たされ自らも興奮状態に陥おちいっていたときは気づかなかったが、それがなくなったときの虚きよ無む感かん。異い臭しゆうの漂ただよう不潔な空間、着き飾かざってはいるものの汗まみれの自分たちの姿、そして理性のかけらもない男子たち……。我に返った女子たちはホテルから逃げだした。そのとき、すでに篠しの田だたちの姿はなかった。彼女は弱い立場の女子たちを利用して、捨て去ったのだ。

　神楽坂はそんな利用された女子たちのケアをしていた。力なく泣いていた彼女たちの心をどうにかして守ってあげたかった。そして彼女たちをこうした原因はやはり男子にある。

　女と男の違いは順応にあるのではないか。男女の情報処理方法の違いについて聞いたことがある。女子は常に上書きだ。例えば恋人が変わると、前の恋人の情報に新しい恋人の情報が上書きされる。前の恋人は消去されるのだ。

　対して男は並列して情報を書き込むと。男はご丁てい寧ねいに昔の恋人フォルダを用意しており、それらを綺き麗れいに保存するのだ。つまり男は昔の綺麗な思い出を消すことができないシステムになっている。よって、興こう奮ふんと熱ねつ狂きようの記き憶おくも消去できないでいるのだ。

　それでもあれを機に変化したことも確かだった。あの興こう奮ふん状態で自分の中で何かが臨界点を越えたような気がする。そしてそれは怒いかりと失望に転てん嫁かした。女子たちを玩具おもちやのように扱あつかった男子たちに天てん罰ばつを下さねばならない。

　そのためにはペアが必要だった。島で行動するには男子が必要のだ。しかし、あのホールにいた男子と共に行動する気持ちなどにはなれない。斉さい藤とうはこのような行動に否定的だろうし、強引な行動を見せたくないという理由もあった。そして追放した沖おき田たに頼たのむのも無理だ。

　となると、残るは一人しかいなかった。ずっとコテージで過ごしていた志し田だ。神楽かぐら坂ざかが志田に高評価を与えた理由は、ただ何もしなかった、と、それだけだった。

「私たちはこの島から脱だつ出しゆつするしかないの。ゲームが終われば、檻おりの中の彼女も助けだせる。あなたは彼女が檻に入るのを防げなかったけど、檻から助けだすことはできるのよ」

　神楽坂は、ぎゅっと鉄格子をつかむ志田に語りかける。

「…………」

　神楽坂は志田の目に怒りが宿っていることに気づいた。

「このメンバーの中にも男の子たちにもてあそばれて傷つけられた子が沢たく山さんいるの。だから、助けてほしい。でないと女の子は奪うばわれただけになる」

　神楽坂は周囲の女子たちに視線を向ける。男子たちに性的行為を強要されていた女子も連れだしていた。そんな彼女たちは深く傷つき、未いまだに泣いているのだ。

　傷を癒いやすには涙を流すだけでは駄だ目めだ。ストレスは発散するが傷はふさがらない。傷を癒すには攻こう撃げきしかなかった。涙を蒸発させるほどの熱い感情に身を委ゆだねるのだ……。

「わかった。協力するよ」

　志田は檻に背を向け決意した。

「ありがとう、志田君。私たち二十人全員あなたのペアになるから」

　神楽坂は志田の手を握にぎった。ピピッと認証の音がした。

「それじゃあ、脱出の前に島の大おお掃そう除じをしましょう」







「二十×３だから、合計六十発ある計算になるよね。でもできれば一人一発は残しておくこと。でないと危険だから。つまり使えるのは四十発」

　神楽坂は女子たちに言った。現在いる場所はホテルの前だった。先ほど風車に行って、ブリッツの回数を完全に回復してきたのだった。

　未だに心の傷を引きずってる女子が多かった。そのためには行動するしかない。機械的に行動して余計なことを考えさせないのだ。そして強引な行動をするには生々しい傷が残っているときがいい。

「急いで出てきたから、まだホテルに女の子が残ってるかもしれない。だとしたら私たちは絶対に助けださなきゃいけないから」

　神楽かぐら坂ざかの言葉に女子たちはうなずいている。誰だれからも反対意見は出ない。それほどにあのホールでの数日間は悪夢であり消去したい記き憶おくなのだ。

「杉すぎ浦うら君たち軽音部は外に出てるようだし、中にいるのはたぶん四十人程度。だったら充分だから落ち着いて行動して。それに私たちはこんなに綺き麗れいな格好をしているから大だい丈じよう夫ぶ」

「ねえ、何をするんだ？」

　未いまだに志し田だは状じよう況きようを飲み込めていないようだ。

「志田君はホールに入って、ホテルの認証をしてくれればいいから。そうしたら私たちもすべてのスペースに入ることができるから」

「そうだね。認証すれば君たちがホテルを使えるしね」

「そう。ホテルのすべてのスペースを使えるからね」

　神楽坂はにこりと笑い肩に掛かったお下さげ髪がみを払った。コスチュームも問題はない。深紅色のワンピースの色に合わせたミュール、ネックレスとリボンも同じ色で揃そろえている。天てん罰ばつを下せる評価は持っている。

「みんな行こう」

　神楽坂はホテルの回かい転てん扉とびらに向かった。二十人がそれに続く。回転扉を抜けると異い臭しゆうが鼻をついた。神楽坂は顔をしかめる。脱だつ出しゆつ失敗からしばらく時間が経っているのにほとんどホールの状況に変化はない。散乱するゴミと惚ほうけたように座り込む男子たち。

「……神楽坂、さん？」

　数人の男子たちがこちらを向く。彼らはまだ夢から覚めていない表情だ。

「まず、ゴミを集めて。中身の入っている缶かんとかは危ないから」

　神楽坂は素早く女子に指示を出す。迅じん速そくな行動が必要だった。すでにホールに入った女子に男子たちは気づいている。

「志田君は認証をお願い」

　志田はホールの惨さん状じように目を丸くしながらも女神像に向かう。

「……なあ、復旧はまだかよ」

　そばに座ってる男が命令口調で言った。ずっと顎あごで女子たちを使ってきたのだ。

「もうちょっと待ってね。すぐに終わるから」

　神楽坂は触しよく発はつしないように応こたえ、そのままホールの中を確認する。壁かべ際ぎわで座り込む男子たちがいる。醜みにくい行為が行われていた左スペースはどうなっているだろうか。缶などを集める女子たちに気づき、手伝い始める男子の姿もあった。神楽坂はそんな彼らに声をかける。

「あなたたちはこっちに来て」

　彼らはあの間の時間帯、ただ飲み食いをしてぼんやりとしていただけだ。女子たちにも嫌いやがらせなどはしていなかった。女子たちの反応がないところを見ると、特に性的行為などはされなかったようだ。

「悪いけど、ホテルから出ていってもらえるかな」

「なんで？」

「あなたたちは無視していいかなって。でも、あの状じよう況きようで女の子を助けなかったことは幻げん滅めつしてるし許せない。だから、今すぐにここから出ていくのなら見逃してあげる。でもね、もう島で顔を合わせても声をかけてこないでちょうだい」

　神楽かぐら坂ざかはきっぱりとした口調で言った。

「ど、どういうこと？」

「早く決断して。時間がないから」

　ホールですでに男子たちと小競り合いが起こっている。声を荒あらげたり体を触さわってきたりと懲こりない連中だった。神楽坂の冷たい表情に理性を取とり戻もどし、何が起こるか察知したのか数人の男子が回かい転てん扉とびらから外に出ていく。少しでも減らしたいのでこれでいい。

「あの人たちは、いないことにするわ。敵でもないけど友達でもない」

　神楽坂は女子たちに声をかけた。

「神楽さん、ほとんど集めたよ」

　女子たちがホールの隅すみに缶かんなどの重量のあるものをまとめている。準備はできた。

「回転扉を押さえて。あなたたちはもう敵よ」

　神楽坂は女子に指示を出し、目の前の男子に言った。彼らは見逃してやってもよかった連中だが時間切れだ。

「決して単独にならないで。チームで行動するのよ。まずは目標の男子のそばで待機、あれを準備して！」

　神楽坂の声にすべての女子がスタンガンを抜いた。

「始めて！」

　神楽坂は目の前の男子生徒にスタンガンを押し当てる。ホールにほぼ同時に悲鳴が上がった。青白い火花が散り男子たちが床ゆかにもんどり打つ。ブリッツを受けた男子たちは床で痙けい攣れんしている。神楽坂からブリッツを食らった男子も体をくの字に折って倒れた。

「左のスーペスに行くわ」

　神楽坂は十人ほどの女子たちを集めてホールを横切る。

「あ、あのさ、何が起こって……」

　女神像の前で志し田だが愕がく然ぜんと固まっている。

「ただの掃そう除じよ。問題ないから志田君はそこにいて」

　神楽坂は志田に笑いかけてから左スペースへ入る。そこでは下着姿の男子たちの姿がある。彼らはふぬけたように座り込んでいるだけだったが、女子たちはそれを見てあの醜みにくい記き憶おくを頭の中で再現させた。

　──消去するしかない。

　神楽かぐら坂ざかはそう思った。聖なる電でん光こうで清めるのだ。

　神楽坂たちは薄暗いスペースに入ると、下着姿の男子たちにブリッツを放つ。女子の姿はなく遠えん慮りよする必要はなかった。

　薄暗い中で青白い光が明めい滅めつする。それを見て神楽坂は快感を得た。気持ちがよかった。すべてを解き放った感覚だ。光を見るたびに体がじんじんと痺しびれる。それはホールの天てん井じようで見ていたあの光の動きに似ている。もしかしたら、サブリミナルに青い光を刷すり込こまれたのかもしれない。ブリッツを撃うつことに抵てい抗こうがなくなるように……。

　高電圧を受けた男子が失禁している。やっと状じよう況きようを理解した男子が泣き叫さけんでいたが、彼もブリッツを受けて他の男子に折り重なるように倒たおれた。周囲の女子たちの目はらんらんと光っている。憎にくしみと興奮と快感がミックスされた表情だった。

　ホールに戻もどると女子たちの前で土ど下げ座ざをしている男子が数人いた。まともな思考が残っている男子たちが必死に頭を下げている。

「どうしよう？」

　スタンガンを向けながら女子が神楽坂を見る。

「ねえ、あなたたちは反省しているの？」

　神楽坂は彼らに近づき声をかけた。

「してます、してますから……」

　彼らは涙をボロボロとこぼしながら床ゆかに頭をつけている。

「わかったわ。でも、全員痛みを受けてほしいのよね。反省はそれからでもできるから」

　女子たちが近づき、土下座をする男子の背中にスタンガンを押しつけた。ホールに絶ぜつ叫きようが響ひびき、彼らはつぶれた蛙かえるのように突つっ伏ぷした。

　周囲を見るとすべてが終わっていた。撃うち漏もらした男子はいない。彼らは最低一発のブリッツを受けて行動不能になっている。

　大おお掃そう除じは終わった。男子たちは制裁を受けたのだ。

「でも、これからが本当の男女関係の始まりだけどね」

　神楽坂は微笑ほほえんだ。




　　　　＊




「おい、どうなってんだよ！」

　夕方の広場に怒ど号ごうが響き渡っている。

「……なるほどな。だから風車にいたのか」

　沖おき田たは腕を組んで考え込んでいた。目の前には軽音部の四人がいる。どうもホテルが女子たちに襲おそわれたようだった。ただし、彼らはホテルの外に出ていたので偶ぐう然ぜん助かったらしい。

「あいつらホテルを襲しゆう撃げきして、スタンガンを撃うちまくりやがった」

　杉すぎ浦うらが手に持っているのは靴くつ下しただった。靴下に砂利などを入れ、ブラックジャックと呼ばれるシンプルな武器を作っている。

「神楽かぐら坂ざかたちだな。ブリッツを風車で充電してホテルに向かってたから」

「そんなことはどうでもいいんだよ。やつらは一線を越えやがったんだ」

　四人は怒おこっていたが明らかに怯おびえている。

「……一線は越えていないだろ。ゲームのルールの内だ」

　檻おりからの声は須す藤どうだった。

「てめえは黙だまって座ざ禅ぜんを組んでろ！」

　杉浦が檻の中で座る須藤に悪態をつく。

「ずいぶん威い勢せいがいいな」

　須藤は目を閉じたまま小さく笑った。

「このままだと俺おれたちも狙ねらわれるかもしれない。沖おき田た、お前もそうだぞ」

「沖田は関係ない。あなたたちとは違う」

　沖田の横に立つ未み来くが彼らを睨にらみつけている。未来の仲間のふたりも同じだった。嫌けん悪お感かんの混じった視線を向けていた。

「なあ、俺たちと組もうぜ。そうしたらやつらに対たい抗こうできる」

「嫌いやです。私たちは戦うためにいるんじゃありません」

　はっきりと断ったのは花か穂すいだった。杉浦たちはこちらから一定の距離を置いている。ブリッツを警戒しているのだろう。沖田の背後にはすでにスタンガンを抜ぬいている梨り央おもいる。

「怪け我がをしたらまずいぞ。ブリッツはあくまでも護身用だ。いくら高電圧でも電流はほとんどなく体は傷つかない。そんなおしとやかな武器なんだ。だからその武器はなしにしよう」

　沖田は杉浦たちが持つお手製の武器を指さす。

「人数と武器を集めてあいつらと戦うしかねえぞ。俺たちは組むしかない」

　杉浦がブラックジャックをひゅんひゅんと振り回す。

「断る。ブリッツはまだしもゲーム以外の武器は使わない。それに都合がよすぎじゃないか？　俺をはめて檻に入れようとしたじゃないか。仲間がほしければ別を探すんだな。俺はお前らが信用できないし、ペアの彼女たちも同じらしい。だから断るよ」

「あの、食べ物や飲み物なら私たちが差し上げます。でも、私たちはブリッツを他の女の子に向けることはないです」

「お前には聞いてないんだよ。ずっと汚い格好をしやがって。汚ねえパンツも穿はき替えて出直してこい」

「穿はいてないのに汚いわけないだろ」

「お、沖おき田たさん」

　擁よう護ごしたつもりだったが、花か穂すいは顔を真っ赤にして沖田の背中を拳こぶしで叩たたいた。

「俺おれは花穂の格好は綺き麗れいだと思うけどな。俺は花穂の平和的思考に全部は同意できないが、それでもこの白いワンピースは彼女の綺麗な心を映している、と思う」

「……沖田さん」

　花穂がびっくりしたように沖田を見た。

「沖田君がそんなことを言うなんてね」

　声に軽音部の四人が顔面蒼そう白はくになった。広場の向かい側から真っ赤なコスチュームの女性が出てきた。それは神楽かぐら坂ざかだった。

「でも、花穂さん。やっぱりその服装じゃ自分を守れないよ。女の子はか弱すぎるから」

　神楽坂が微笑ほほえんだ。なんて自然な表情ができるのだろうと沖田は思った。粛しゆく正せいを行った人間がこれほど綺麗に微笑むことができるのか。後ろには大勢の女子たちの姿がある。か弱い女子たちを守るため。そんなスローガンのもと集団が構成されているのだ。

「近寄るんじゃねえ！　ぶっ殺すぞ」

　広場の台座の上で四人がお手製の武器を見せている。

「それはルール違反だ。武器を捨てろ」

　志し田だが四人を睨にらみつけている。恋人の件も教えられたのだろう。

「うるせえ、お前らだって武器を持ってるだろ」

「女の子の持つブリッツは、武器ではなくゲームのカードに過ぎないわ」

　その声に四人はさらに愕がく然ぜんとする。広場にもうひとつの集団が入ってきたのだ。それは篠しの田だたちだった。

「こういうことになると思ったわ」

　篠田が冷たい視線を彼らに向ける。

「なあ武器を下ろせ。俺たちは話し合いに来たんだ。攻こう撃げきが目的じゃない」

　十数人の女子たちに混じって斉さい藤とうがいた。篠田たちは斉藤をペアにしているようだ。

　三人の男子を中心に女子たちが三つに分かれていることになる。沖田は思った。男子たちは思い違いをしていた。これは社会的にたとえるならハーレムのようなものだ。男は重じゆう婚こんが認められ、いくらでも女と結けつ婚こんできる。一見それは男性優位のルールのように見える。

　しかし実態は違う。その真実はほとんどの男が必要ないということだ。大量の男が余り、女から必要とされない冷れい酷こくな現実。それがこの島で表現されている。

　女は残ざん酷こくだ。どんなときでもシビアな視線を男たちに向けている。そして、あっさり切り捨てるのだ。このゲームにおいて危険な行動を取った男、そして何もしなかった男は捨てられた。惨みじめに放ほうりだされたのだ。

「梨り央お、逃げ道を確保しておいて」

　沖おき田たは梨り央おに耳打ちした。あの人数で襲おそいかかられたらひとたまりもない。

「動くな、こっちに来るなよ。こっちに来たらブリッツを使う」

　同時に沖田は杉すぎ浦うらたち四人にそう言った。彼らがこちらに逃げてきたら、それが引き金になり沖田たちごと襲われる可能性がある。

「武器を捨てろ。そうしたらできる限りの説得はしてやるから」

　斉さい藤とうが四人に声をかける。中央スペースと外を繋つなぐ道はすべてふさがれている。四人に逃げ場はなかった。

「対話しに来たんだな？」

　沖田は斉藤に声をかける。中心に軽音部の四人がいるため、上う手まい具合に集団同士が分断されている。話し合いの機会は今しかないかもしれない。

「そうだ。沖田も志し田だも、神楽かぐらちゃんもまずは話し合おう」

　斉藤が篠田と共に一歩前に出る。

「話し合う意思はあるよ」神楽坂がうなずく。

「代表者以外は動くなよ。平和的になら話し合いに参加する」

　沖田も前に出た。
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「まずどうしてこうなったか知りたい。俺おれも沖田も志田もわかってない。俺たちの意思と離れて何かが起こってる」

　斉さい藤とうが困こん惑わくをアピールした。台座の四人はただ突っ立っている。

「それは男の子たちに責任があるの。欲望に任せて女の子にひどいことをした」

　神楽かぐら坂ざかが悲しげに首を振る。彼女の深紅色のワンピースは背中が大きく開き、スカートもとても短い。露出が多いぶん評価が高いはずだ。

「だから、制裁したの？　ブリッツを使って」と、篠しの田だ。

「ええ、そう。泣なき寝ね入いりするわけにはいかなかったもの」

「それを理由にしてこの島を支配しようとしているのでは？　現にあなたたちのグループは最大勢力になっている」

「篠田さん、この混乱の原因はあなたにあるの。あなたは仲のいい友達を守るために、その他の女子を道具にした。男子たちの欲求を特定の女子に向けさせてね」

　神楽坂と篠田の討論はしばらく続いた。ふたりの間には大きな溝みぞがあることがわかった。篠田は誰だれかにイニシアチブを取られることを恐おそれ、神楽坂は女子を守るために行動している。沖おき田た追放に向け一時的に手を組んだ両者だが、今は敵対していた。

「なあ、ふたりとも。最重要の問題は脱だつ出しゆつだよね。それについて協力しよう」

　ふたりの対話である程度の状じよう況きようを把は握あくしたのだろう斉藤が意見した。

「……脱出について、本当にまだわかっていないの？」

　神楽坂が沖田と斉藤を交こう互ごに見た。

「わかっていることは赤い玉を三つ使うこと。さらにもうひとつキーが必要なんだ。それをどうにかして探す必要がある。間違えると鈴木のように……」

　斉藤の言葉に広場が静まりかえる。鈴すず木きの生死は未いまだに不明だ。生徒たちを追おい詰つめていく条件はどんどん増えている。

「失望したよ沖田君。あなたは脱出ゲームの天才じゃないの？　沖田君からそれを取ったら、ただの大人げない自己中心的なわがまま人間じゃない」

　神楽坂が沖田を指さした。

「くだらない邪じや魔まが入らなければ今いま頃ごろ迎むかえの船の上だったさ。お前があのアイテムを隠かくさなければ赤い玉もあっさりと三つそろった」

「それもゲームでしょ。プレイヤー同士の競い合いを否定するの？」

「お前の二枚舌にはうんざりだよ。余計なことをせず、口を開けて脱出を待ってるんだな」

「こんなことなら、あの子を連れてくればよかった。極限ゲームの成績ナンバーワンのあの子なら、すぐに脱出に導いてくれてたし、沖田君も制せい御ぎよしてくれた」

「あ、あいつは関係ないだろ。その名前は決して出すな」

　沖田は神楽坂の言葉に少なからず動どう揺ようしてしまった。

「まあ待てって。あの子は今回のゲームに参加資格ないし、俺おれたちの共通の目的は脱出で確かなんだから協力すれば脱だつ出しゆつは簡単だ」

　斉さい藤とうが割って入った。

「……脱出は、本当にできるのかしら」

　斉藤の隣となりにいた篠しの田だが冷めた声を出した。

「本当にって？」

「脱出がダミーである可能性は？　元から脱出できるキーなど存在しない。私たちは偽にせ物もののゴールをちらつかされているだけ」

　篠田の意見に沖おき田たはゴクリと唾つばを飲み込んだ。その可能性はある。思えばあまりにもゲームを信用しすぎていた。脱出不可能の偽物のゲームであることは充分考えられる。これには斉藤も黙だまってしまった。広場が沈ちん黙もくする。

「……脱出のキーは存在する。しかしお前たちは熱くなりすぎて見えていない」

　檻おりの中からだった。須す藤どうがじっと目を閉じて座っている。

「馬ば鹿かな。お前にわかるはずがない」

　沖田は声を荒あらげた。自分に見えていないものが須藤に見えるはずがない。

「須藤、そのキーはなんだ？」

「やめろ、須藤が知っているはずがない」

　聞く斉藤を沖田が制する。最後のキーがあるとしたら必ず自分で見つけたかった。そんなやりとりに須藤がにやっと笑った。

「安心しろ沖田、俺おれは部外者だ。存分にゲームを楽しむんだな」

　沖田はぐっと唇くちびるを噛かんだ。須藤は確実に何かに気づいている。顔が熱くなるのがわかった。悔くやしさと恥ずかしさで頭がちりちりと痛んだ。

「脱出に向けて協定を結んでもいいわ。でも、ちゃんと情報公開をすることが条件」

　神楽かぐら坂ざかが一歩前に進みでながら小首を傾かしげる仕草をした。なんだかんだで神楽坂に議論の主導権を握にぎられているような気がする。圧あつ倒とう的てきな武力を持っている理由もあるだろうが、やはりよく通る声と可か憐れんな表情の効果が大きいのだ。沖田がどんなに理論だった言葉を吐こうと、ビジュアルにはかなわない。

「そっちも情報公開をするというのね」

　篠田は疑ぎ惑わくの目を向けている。

「これはゲームだから。例えば今は混乱してる。でも、終わる寸前には握あく手しゆをしたいじゃない。だったら脱出には立ち会いたい。そんな理由からも抜ぬけ駆がけされるのは困る」

　神楽坂は沖田に向けて手を差しだした。

「いいだろう」

　沖田は理解し、ポケットから取りだした赤い玉を神楽坂に向かって放ほうり投なげた。これでどのグループも赤い玉を一つ持っていることになり、脱出の抜け駆けはできない。

　赤い玉をキャッチしようと動いた神楽かぐら坂ざかだが、沖おき田たも予想しなかった意外な行動を取った。投げられた赤い玉を無視して彼女はブリッツを抜ぬいていた。彼女のスカートがひらりとめくり上げられピンクのショーツが露あらわになった。

「ぐわっ」

　悲鳴と青白い電光と共に一人の男子が膝ひざを折った。対話中、空気のように存在感を消していた軽音部の男子たちを攻こう撃げきしたのだった。神楽坂はずっと彼らを攻撃するタイミングを狙ねらっていたのだ。

　パニックになった男子が神楽坂から逃げる。が、沖田の横をすり抜けたところで頭からタックルするように地面に転てん倒とうした。ためらいもなく梨り央おがブリッツを抜いたのだ。さらに見ると、篠しの田だの足元にもう一人が倒たおれていた。彼女もブリッツを使ったようだった。

　電灯の下で取り残された杉すぎ浦うらがひとり震ふるえているのが見えた。

「最初にこっちに来たやつの頭をぶっつぶしてやる」

　杉浦はブラックジャックを振り回して威い嚇かくする。

「杉浦君。ルールを破るのなら私たちもそうするわよ。全員であなたが失神するまで石を投げてもいいのよ」

　さらっと篠田が言った。これは軽音部の連中を利用した武力アピールでもあった。彼らを攻撃することで他のグループを牽けん制せいしている。

　しばらくにらみ合いが続き、ついに杉浦はプレッシャーに負けた。

「……わかった。頼たのむ、許してくれ」

　杉浦がブラックジャックを投げ捨てて土ど下げ座ざをした。

「対話は終わった。梨央、おいで」

　梨央はつま先で歩くようにして近づくと、ちょこんとジャンプしてかがんだ沖田の肩にもたれかかった。沖田はそのまま梨央を担ぎ中央スペースから離はなれる。

　花か穂すいの表情は優れなかった。やはり目の前でブリッツを使われたことがショックなのだろう。しかし、それは沖田にはどうもできないことだ。

「花穂。それでも日常まで持ち越すよりはいいと思う。これはゲームだ。たとえどんなにひどいことが起ころうと、ゲームが終われば元に戻もどると思う。その努力はする」

「……はい」

　花穂は複雑な表情でつぶやいた。

　広場から出る瞬しゆん間かん、背後からブリッツの発動音と杉浦の甲かん高だかい絶叫が聞こえた。







　それから二日後。

　頭上の風車は変わらずに回り続けている。

　沖おき田たたちは風車エリアで時間を過ごしていた。ゲームは微び妙みようなバランスを維い持じしたまま時間だけを経過させる。屋根つきベンチに座っている梨り央おはぼんやりと風車を見上げている。相変わらず囚しゆう人じんコスチュームのままだ。

「やっぱり手て枷かせと足あし枷かせが外れないですね」

　花か穂すいが梨央の手て錠じようをいじっている。未み来くたち三人の姿はない。情報収集のために動いてもらっている。彼女たちは運動部のエリートなので体力的には問題ない。なにかあったら逃げてくるよう言っていた。

　しばらくすると未来たちが帰ってくる。

「沖田、斉さい藤とう君たちはコテージに戻もどってる」

　未来は斉藤グループを監かん視ししてもらっていた。

「神楽かぐらさんたちの半分がショップに向かってました」

　志し田だグループを見てきた女の子が言った。

「よし、動こう」

　沖田はメンバーが全部そろったことを確認し、梨央を担いで立ちあがる。未来たち三人は沖田を守るようにそばを歩き、花穂は後ろをとことこついてくる。

「沖田、本当に脱だつ出しゆつの条件はわかってないの？」

　隣となりを歩く未来は布製のロングワンピース姿でスニーカーを履はいている。評価より動きやすさを優先していた。

「たぶん考えてもわからない。だからしばらくはゲームに集中する。その過程で必ず見つかると思う。それを信じてほしい」

　未来はうなずく。脱出条件は誰だれもわかっていない。ただし、沖田はそれはすでに出現しているものだと確信していた。だとしたら見方を変えねばならない。

「一応警けい戒かいして」

　沖田たちは広場の中央スペースへと移動した。そこには数組の男女の姿がある。斉藤や志田のグループに属していないペアたちだった。檻おりの中の須す藤どうは身じろぎせずに座っている。まるで瞑めい想そうをしているかのようだ。

「食べるか？」

　沖田は携けい行こう食しよくを取りだしたが、須藤は目を閉じたまま首を振った。

「……空腹のほうが神経が研とぎ澄すまされる」

「修しゆ行ぎよう僧そうのようだな」

「ゲームが上う手まくいっていないな。だが、他の連中よりもお前の心は穏おだやかだ。感情を上手く制せい御ぎよしているのがわかる。勝てるかもしれないぞ」

　須藤は目を開けることなくそう言った。

「……沖田君」

　檻おりを見ている沖おき田たに遠えん慮りよがちに声をかけてきた女子がいた。その女子は西にし野の優ゆう子こだった。ラクロス部の部長で未み来くとも関係が深い。

「私たちを仲間に入れてほしいんだけど。前もペアだったことがあったし」

　優子と沖田は一時的にペアを組んだことがあった。梨り央おとトレードするために一時的にだが。

「断るよ。俺おれはもう失敗できないし、やっぱり男同士は利益を食い合うライバルだから」

　優子のペアは日常からの恋人だ。しかし、その彼は所在なさげにぽつんと立っている。

「じゃあ、私だけでもいいから」

　優子は助けを求めるように未来たちにも視線を向ける。

「神楽坂か篠田のグループに入るといいよ。俺はこれ以上責任を持てないから」

　沖田は断った。グループを拡大させる戦略は放ほう棄きしていた。信しん頼らいできる少人数で行いたい。未来は困こん惑わくしている様子だったが助け船を出さず沈ちん黙もくしている。

「篠田さんたちはひどいことしたから怖こわいの」

「こんな少人数のグループに入る意味もあまりないと思うよ。他のグループに入りたくないなら、あいつを中心に新しいグループを作るしかない」

　沖田は優子の彼氏を向いた。木き村むらという男子生徒だ。

「……彼じゃ無理よ」

　優子は首を振った。恋人同士に亀き裂れつが入っていた。この非日常で相手の真実が見えてしまったのだろう。莫ばく大だいな情報でうやむやになっていた日常では見えなかったものが露ろ呈ていした。

「俺が君のためにできることは、少しでも早くゲームを終わらせることだ。だから、邪じや魔まをしないでほしい」

　沖田は冷たく言うとその場を立ち去る。未来や花か穂すいもなにも言わなかった。目先の同情は悲劇を生むと理解しているのだ。沖田のグループの未来たち三人は、窮きゆう地ちにおいても絆きずなを失わなかった三人だ。この特異な状じよう況きようでこそそんな信頼関係は価値がある。

「自動販はん売ばい機きエリアに行ってみよう。今のうちにできるだけ食料を買っておきたい」

　未来たちが緊きん張ちようするのがわかった。

「神楽坂や篠田のグループの女子はいないと思う。だからブリッツを用意しておいて」

　沖田はそう言った。女子たちと武器を向けあうことは避さけたい。現在はたとえるなら冷戦状態だ。本当に武器を使ったら取り返しのつかないことになる。

「花穂、そばに来い。梨央は自分で歩いて」

　沖田は花穂を呼び寄せ梨央を降ろした。

「何かあったらためらわず撃うっていいから」

　自動販売機が見えてくる。そしてその周囲には大勢の男子生徒たちの人ひと影かげがあった。

「……沖田」

　小汚い格好で座り込んでいた男子たちが沖田に気づいて立ちあがる。未来たちはブリッツを構えて沖おき田たを囲むように陣じん形けいを取った。

「近づくな。食料なら後で少し渡してやるから」

　沖田は平静を装い男子たちに言う。男子たちは三十人近くがこのエリアにいる。ホテルを追い出されコテージにも行けず、広場やこの場所で時間を過ごしているのだ。この場所にいる理由は食料だった。

「……あの広場の食料は無理だよ。この販はん売ばい機きのを頼たのむよ」

　男子は一番高い食料の販売機を指さした。あのホールでの飲食が忘れられないのだ。

「離はなれろ。これ以上近づくと、梨り央おがブリッツを使うぞ」

　梨央がブリッツで周囲を牽けん制せいする。

「俺おれたちは友達だろ……」

「わかってる。だからもう失敗したくない」

　あの洗脳状態からは覚めているようだ。しかし、彼らは沢たく山さんのものを失っている。

「俺たちは反省してるんだ、大変なことしちゃったって。なんか勢いで女の子たちにあんなことして。軽音部の連中がやってるの見て、なんか流れで……」

「それを言うのは俺じゃないだろ」

「花か穂すいさんもあのときは悪かったよ。花穂さんがいきなり転んで下着を見せたから、なんか変な気持ちになっちゃって」

「い、いえ、もういいですから。忘れてください」

　花穂は視線を向けずに首を振る。

「ゆっくり買って。落ち着いてひとりずつだ」

　沖田は自動販売機の認証を終えてメンバーに言った。ブリッツを周囲に向けながらの購こう入にゆうが繰り返される。

「大だい丈じよう夫ぶ、やつらが強引にくることはないから。怯おびえた顔を見せちゃいけない」

　隣となりの花穂が震ふるえていたので肩をつかんでやる。そのとき、花穂がさらに顔を歪ゆがめた。

「沖田ぁ……沖田……」

　こちらに這はうように近づいてきた男子生徒たちがいた。未み来くたちが顔を背ける。

「食べ物をくれよお……」

　杉すぎ浦うらたち四人だった。彼らはがっちりと後ろ手に縛しばられ、パンツ一枚の姿で膝ひざで歩くように寄ってくる。誰だれかのブリッツを受けて足が痺しびれているのだろう。暴力を振るおうとしたペナルティとして、女子たちがこうして手を縛っているのだ。

　ゲームのルールを破った人間の哀あわれな末路だった。そんな姿の杉浦たちが抑よく止し力りよくとなり、男子たちは女子に暴力を振るうことはないだろう。

「これ以上近づくな。食料は置いていってやるから、世話してもらえ」

「俺を連れて行ってくれよお。反省してるからああああ……」

　杉すぎ浦うらが涙を流しながら沖おき田たに突とつ進しんしてくる。混乱が起きそうな状じよう況きようだった。これ以上ここにいることはできない。

「ぐわあ」

　杉浦が仰あお向むけに倒たおれ、花か穂すいが悲鳴を上げた。梨央がブリッツを撃うったのだ。

「動くな！　動いたやつからブリッツを使う」

　沖田は毅き然ぜんとした声を出す。花穂がガチガチと歯を鳴らす前で杉浦が失禁している。

「離り脱だつするぞ」

　沖田は買った食べ物をできるだけ遠くに放ほうり投なげ、男子生徒たちがそれに群がっているうちに、梨央を抱だきかかえ走りだす。パニックになった軽音部の男子が沖田を追いかけてきたが、未み来くがブリッツで迎げい撃げきした。もう未来たちもブリッツを使うことに抵てい抗こうがなくなってきている。

　しばらく走り続け、追っ手がいないことを確認して沖田たちは速度を落とす。花穂はがくっとへたり込み、沖田は梨央を投げだし倒れ込んだ。

「すごかったねえ」

　梨央はそのまま空を見上げている。未来が梨央の捲まくれていたスカートを直し呼吸を落ち着けていた。

「もう嫌いやです」

「俺おれのほうが嫌だよ」

　体を震ふるわせる花穂に沖田は言った。あの現実は無能な男の末路なのだ。自分もいつああなるかわからない。女子に見切りをつけられた時点で存在価値を失うのだ。

　社会でもそうなのではないか？　男性主導だと思っていたが違う。生物的にも社会的にもまず子孫を残すことに重点が置かれている。いや、残さなくても子孫を残す振りをする必要が生じる。つまり結けつ婚こんや恋人が必要だ。

　そして、その主導権は常に女性側にある。あの光景は社会の縮図だ。上う手まくゲームを進めている沖田でさえも、いつ捨てられるかわからない。男に無情な世界……。

「沖田、あれ見て」

　未来が何かに気づいたようだ。

「隠かくれて。余計なトラブルを起こす必要はない」

　沖田たちはアダンの茂しげみに身を隠かくす。着き飾かざった女子の集団が歩いている。神楽かぐら坂ざかグループだ。中心に志し田だの姿も見える。自動販売機に向かっているようだ。

「……優ゆう子こ」

　未来がつぶやいた。集団の中に優子の姿が合った。彼女はペアの男子を捨ててグループに入ることを選せん択たくしたようだ。グループの人数が増えているような気がする。優子の他にも女子を取り込んでいるのかもしれない。沖田は身を隠しながら自動販売機が見える場所に移動する。また混乱が起こる可能性がある。

　志し田だが自動販売機の認証をする。トラブルは起こらない。神楽かぐら坂ざかたち女子はまるで周囲の男子たちが目に入らないかのように振ふる舞まっている。男子たちも彼女たちを遠巻きに見ているだけだった。

　男子たちの姿は哀あわれを誘さそった。声をかけられないが、少しでも反省の意を示し同情を引こうとひざまずくようにして女子を見ている。しかし、女子たちの対応は無視だった。ただ淡たん々たんと買い物をしているだけだ。

　彼らは自分の居場所がほしいのだ。食料よりもそれを欲している。そしてこのゲームにおいて男子の居場所は女子の隣となりにしかないとやっと気づいたのだ。しかし、気づいたときにはもう遅おそかった。ゲームにおいて無能をさらした彼らは捨てられた。

　買い物が終わり、女子たちが帰り支じ度たくをしている。数人の女子が買った食べ物のいくつかを、男子たちに視線すら向けずに地面に放ほうり投なげた。しかし、誰だれも取りにいかない。

　再び女子たちは列を作ってホテル方向へと帰っていく。そんな列に手をしらばれた軽音部の男子たちが近づく。ほとんど声は聞こえないが、手をほどいてほしいと懇こん願がんしているようだ。

　沖おき田たは目を背けた。女子たちは冷れい酷こくにブリッツを使ったのだ。沖田の肝きもを冷やしたのはブリッツという行為ではなく、まるで汚お物ぶつを見るかのような彼女たちの視線だった。

　やはりこれは男女のズレだ。女は自分たちが受けた行為を忘れはしないのだ。時間と共に記き憶おくは薄れることはない。いつでも臨場感を持って怒いかりや憎にくしみを再現できる。

「戻もどろう」

　沖田は未み来くたちに声をかけ、風車へと向かった。途と中ちゆう広場を通ると、そこでも男たちがぽつんとしているのが見えた。

　風車エリアに入り、沖田たちは足を止める。

「あら、沖田君」

　風車の下にいたのは篠しの田だたちだった。斉さい藤とうの姿もあったが、こちらに視線を向けなかった。

「充電させてもらいたいんだけど、いいわよね」

「ブリッツを使っているのか？　場を混乱させるブリッツの使用は控ひかえてもらいたい。俺おれたちは脱だつ出しゆつに協力するという建前があるはずだ」

　沖田は強気に出る。背後では梨り央おや未み来くがじっと視線を向けている。

「理由はいろいろあるのよ」

　単純な武力では篠田たちに分がある。すでにブリッツに手をかけている女子もいる。

「俺はブリッツ使用は反対だ。神楽坂たちにもそう言ってある。混乱を防ぐためにむやみに充電はさせてない」

　沖田はあえて神楽坂の名前を出した。

「何か言いたいことがあるのかしら？」

　しばらく沈ちん黙もくしたあと、篠田が聞いた。

「じゃあマネーでいい。使用料を払ってくれれば充じゆう電でんを許可する」

　女子たちが持つ疑似マネーは女子同士でやりとりが可能だ。沖おき田たはその金額の交こう渉しようを終えて、受け渡し役に花か穂すいを選せん択たくする。マネーの受け渡しと充電はぴりぴりとした空気のなか行われた。

「そんな怖こわい顔をしないで。協力する必要も出てくるかもしれないから」

「協力？　脱だつ出しゆつの情報は出すと約束はする」

「そうじゃないわ。神楽かぐら坂ざかさんたちが陰かげでごそごそ動いているみたいだから」

　篠しの田だは神楽坂たちの行動を警けい戒かいしているのだ。

「フリーで動いていた女子が怯おびえて群れたがってるんだろ。でも、お前はやりすぎた。女子が警戒して集まってこないようだな」

「いいえ、これでいいのよ。人数が多い利点なんてほとんどないしね」

　篠田は平然と言い仲間の充電を待ち、終わるとコテージへと戻もどっていく。

「なんであれほど強気に交渉したんですか？」

　花穂が疑問をぶつけた。

「俺おれたち自身を守るにはこのエリアを守るしかない。だからこそ、風車の使用権の交渉は引くわけにはいかない。篠田たちこそ裏でごそごそ動いているような気がする」

　くすぶっていた火種は発火しようとしている。







　──そしてさらに時間経過。

　次の日の昼下がり、沖田たちは広場に来ていた。

　広場の台座の上で四人の男子が膝ひざをついているのが見えた。沖田を確認して頭を下げるような仕草をしている。食べ物をもらおうとアピールしているようだ。

　女子生徒の姿はない。すべての女子は集団に取り込まれている。ペアの男子を切り捨てて居場所を選択したのだ。

　西にし野の優ゆう子この恋人だった木き村むらは──檻おりの中にいた。

「……居場所のなくなった人間は受け入れる」

　須す藤どうは身じろぎせずに座ざ禅ぜんを組んでいる。

「なあ、なんで檻の中に？　ブリッツを受けたのか？」

　沖田の問いに木村は首を振った。

「ブリッツは受けてないよ。でも、嫌いやだった……」

　一番苦痛だったのは無視されることだったらしい。視線すらも向けられずにいないことにされている。彼女からもそういった扱あつかいを受け、彼は自分の居場所を失った。そして、最後にゲームからの離り脱だつを選択した。

「……花穂、やめろ」

　沖おき田たは花か穂すいがあの四人に食べ物を渡そうとしているのに気づき制した。

「そういう行為は、こいつらのためにならないぞ。優しさは毒だ」

「でも……」

　後ろ手に縛しばられた杉すぎ浦うらに、花穂はブロックビスケットを手渡しで食べさせようとしている。そんなとき、杉浦がいきなりボロボロと涙をこぼし始めた。

「なあ、俺おれも檻おりの中に入れてくれよお」

　杉浦が膝で歩くようにして檻に近づく。彼らは立って歩くことをやめていた。

「……駄だ目めだな。お前はこの中に入る資格はない」

　須す藤どうの言葉に、杉浦はさらに泣き声を上げて今度は女子用の檻に強引に入ろうとする。中にいる風ふう子こが引きつった表情を浮かべたとき、檻の入り口で火花が散った。

「あがああ」

　電気ショックを受けた杉浦はどさりと倒たおれ込こむ。性別の違う檻には入れないようになっているのだ。

「花穂さん、彼らは放ほうっておいてあげて。食べ物は心配しなくていいから」

　木き村むらは薄く笑うと、檻の外に固形物をまいた。首を傾かしげる沖田をよそに、杉浦以外の三人が這はいずるように近づき、地面に散らばったそれを食べ始めた。檻の中で決まった時間に出てくる食料のようだ。

「檻からだと、沖田みたいにゲームで右往左往しているのが馬ば鹿かみたいに見えるよ」

「そうかもな。でも、これがゲームの本質だ。お前はゲームの熱に焼かれそうになり、熱から逃げただけだ。俺は炎ほのおに身を焦こがしても、この場所に立ちゲームに勝利してみせる」

　沖田は、必死で餌えさを食べる三人を見下ろしながら言った。彼らはゲームの炎に焼かれた末路だった。沖田もこのようになる可能性がある。それでも戦わなければならない。

「……ねえ、沖田？」

　アダンの茂しげみから未み来くたちが顔を出した。

「あ、いま行く」

「じゃなくて、ソールドアウトのままなんだけど」

　広場の販はん売ばい機きのことだ。毎日売り切れ表示になるのだが、この時間には回復するはずだった。やはり恐おそれていたことが起こった。そしてそれは自動販売機エリアのほうも同じだった。完全に売り切れ使えなくなった自動販売機が続出する。

　商品を補給してくれる人間などいないのだ。元から中にあったものが売り切れればそれで終わりという簡単な図式だった。

　そして、それは冷戦状態を終わらせる火種として発火した。
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　発火した火種は静かに燃え広がった。

　沖おき田たは疲労していた。少人数というハンデは大きかった。情報収集や監視の作業により、睡すい眠みんすらもろくに取れていない。頭上では紺こん色いろに染まった空をバックに風車が回っている。

「……美み咲さきさん、帰ってきませんね」

　花か穂すいがつぶやいた。美咲とは沖田グループのメンバーだ。美咲はソフトボール部部長、もうひとりのメンバーである志し織おりは女子バスケ部の部長だった。美咲は篠しの田だグループを監視するために偵てい察さつに出ていったのだが戻もどってこない。

「協定は元から張り子だったからな。未み来く、様子を見に行こう」

　沖田は立ちあがった。水面下で何かが起こっているのかもしれない。

「花穂と志織さんはここに残っていて。風車エリアを奪うばわれたらまずいから。頼たのむぞ花穂」

　沖田は花穂に目め配くばせをしてから梨央を担いで立ちあがる。

「沖田、どこに行くの？」

「たぶん、自動販はん売ばい機きのエリアだと思う」

　沖田は未来と一いつ緒しよに広場を通とおり抜ぬけ一気に自動販売機エリアまで走る。もうすぐ夜になるので急がねばならなかった。自動販売機エリアに入りふたりは足を止めた。

「やっぱりトラブルが起こってるみたいだね」

　自動販売機の前に大勢の女子たちがいる。そしてふたつの勢力が睨にらみ合あっていた。

　着き飾かざった神楽かぐら坂ざかグループは壮そう観かんだった。やはりこの島の大半の女子を取り込んでいる。それでも篠田たちは引く様子はなかった。この島の食料はほぼこのエリアから生まれるのだ。簡単に手放すわけにはいかない。

　睨み合う中、自動販売機近くにいる男子たちはおろおろとしている。フリーになってしまった男子たちは相変わらずこのエリアにいるのだ。神楽坂と篠田が対話しているのが見える。しかし、お互いの表情は険しい。利益を巡めぐって対話が成立していない。

「沖田、どういうこと？　協力して脱だつ出しゆつしようって話したはずなのに」

「篠田が裏で動いてた。食料を買かい占しめソールドアウトにしたのは篠田たちだ。だから、神楽坂たちは動かざるを得なかった」

　篠田たちは表向き協調する様子を見せつつ、裏で食料を買い占めていた。それは、この島で最大勢力の神楽坂グループにプレッシャーをかけるためだ。大人数のグループは最大の武力であると共に、それだけでランニングコストが掛かる。

「篠田たちは自販機を占せん拠きよして、回復しては買い占めるを繰くり返かえしていたな。俺おれたちが自動販売機に行っても篠田たちがいて買えなかった。あの自販機もほとんどが売り切れだろうな」

「なんで篠田さんたちはそんなことするの？」

「先に動く決意をした、ってことだろ」

「……あっ」

　成り行きを見ていた未み来くが息をのんだ。神楽かぐら坂ざかの後ろにいた女子たちがスタンガンを抜ぬいたのだ。ブリッツを使う気だ。当然篠しの田だグループもブリッツを準備する。

「わっ」

　未来が悲鳴を上げた。ブリッツはいきなり発動した。バチバチと火花を散らして高電圧のブリッツが生徒たちを襲おそう。そして倒たおれたのは男子たちだった。

　男子たちが蜘く蛛もの子を散らすように逃にげ惑まどう。女子たちはお互いの武力をアピールするために男子を利用したのだ。そんなアピールで引いたのは篠田たちだった。彼女たちは自動販はん売ばいエリアを放ほう棄きして拠きよ点てんのコテージへと退たい却きやくしていく。

　しかし女子たちの武力アピールは終わらない。たがが外れたように女子たちが男子を狩かり続つづける。そんな異様な光景が目の前で繰くり広ひろげられる。ブリッツから逃れた男子たちは泣き叫さけんでいる。

　沖おき田たはあることに気づいていた。ほとんどのフリーの女子はどちらかのグループに取り込まれているはずだが、それにしては人数が少ない。神楽坂グループはもっと人数が多くてもいいはずだ。残りの女子たちはどこにいるのだろうか。

「……戻もどろう、風車が危ない」

　沖田は梨り央おを担いで立ちあがる。

　夜の島を走り風車エリアへと急いで走る。暗くなった空をバックに回る風車の羽が見える。風車の周辺はシーンとしていた。

「……花か穂すいさん、志し織おり？」

　未来が茂しげみを抜けて声をかけた。

「静かに」

　沖田は未来の口に手を当てる。周囲はすでに暗くなり、アダンの茂しげみが風に揺ゆれているのが見えた。耳を澄すませたが風車の音だけしか聞こえない……。

「未来、逃げるぞ！」

　沖田が叫ぶと同時に、アダンの茂みから人ひと影かげが現れた。すでに風車エリアは制圧されていたのだ。背後でバチバチと音を立てながら青い光がフラッシュした。女子たちがブリッツで威い嚇かくしながら襲ってくる。

「そっちの茂みだ」

　沖田は未来を先に走らせながら振り返る。明めい滅めつする青白い光りに女子たちの表情が浮かび上がった。それは楽坂グループの女子たちだった。

　暗がりの中、沖田は茂みに足を引っかけ転んでしまい梨央が投げだされる。

「早く、沖田！」

　梨央のコスチュームの鎖くさりがじゃらじゃらと音を立て、背後では電でん撃げき音おんが聞こえ青白い光が明滅している。相手側も暗がりの中で状じよう況きようを把は握あくできておらず場は一気に混乱した。

「未み来く、俺おれにかまわず逃げろ！」

　沖おき田たは転がっていた梨り央おを担ぐと闇やみ雲くもに走る。方向感覚を失いがならも、とにかく走った。追つい跡せきの気配がなくなったのを確認して、そのままアダンの茂しげみにダイブした。

「……梨央、動くなよ」

　沖田は梨央を抱だきしめたまま茂みの中で息を殺す。女子たちが深追いしてこないだろうことは推測できる。彼女たちの目当ては沖田たちではなく風車なのだ。つまりエネルギーだ。神楽かぐら坂ざかグループは篠しの田だグループとの直接対決を選せん択たくし、そのためにブリッツのエネルギーポイントの占せん拠きよを決行したのだ。

　もう風車の奪だつ還かんは不可能だ。沖田たちは辺境に落ち延びて生きながらえるしかなかった。この時点で沖田は武力も場所も失いゲームから弾はじきだされた。

「くそ……」

　沖田はうめいた。この状態は自分の無力さの表現なのではないだろうか。脱だつ出しゆつも果たせずこんな暗がりで震ふるえている。今までのゲームで沖田が勝ってきたのは、教室での生ぬるいゲームであり、このようなリアルな状じよう況きよう下かでは自分の無力さが露ろ呈ていしてしまうのだ。

　所しよ詮せん整備されたコースしか走れない人間だ……。

「……お腹なか空すいたの？」

　梨央が耳元で囁ささやいた。

「飴あめ、あるよ」

「どこに？」

「髪かみ飾かざりのひとつにね、ハッカのキャンディが混じってるの」

　沖田は両手を梨央の頭に回し、髪かみを撫なでるように髪飾りを調べる。梨央はくすぐったそうに頭を動かす。

「……あった」

　指先がフィルムに包まれた飴に触ふれた。

「一個しかないから、半分こにしようか。沖田君が先に舐なめていいよ」

　沖田はフィルムを剥はがして飴を口の中に入れた。

「……甘あまい」

　涙が出るほどに甘く感じた。

　風車の回る微かすかな音に混じって何かが聞こえた。それは梨央が発する音だった。梨央は沖田の胸の中に顔を埋うめながら鼻歌を歌っていた。彼女はこんなときでも変化がなかった。学校でも密室でもこの島でも同じだ。

　いつか梨央を解放してやりたいと思っていた。彼女の持つ深い傷と呪じゆ縛ばくから解き放ってやりたいと。しかし思う。自分は梨央に自分自身を投とう影えいしていたのでは？

　沖田は日常から自分の居場所に違和感を持っていた。だから沖田は同じく形の歪ゆがんでいた梨り央おに惹ひかれたのかもしれない。こうして抱だき合あっているとそれがわかる。パズルのピースがぴったりとはまるように、尖とがった自分の体を尖った梨り央おが受け止めてくれる。

「梨央」

　沖おき田たは梨央を両腕で抱だきしめながら、そっとキャンディを受け渡した。

「甘あまいね」

　梨央は口でキャンディを受け取りにこりと笑った。

　沖田と梨央はそのままの場所で待機し続ける。

　二大勢力の戦いは夜明けと共に始まった。まずは情報戦が始まり、女子たちの部下と成り下がった男子たちが島を走り回る。その情報戦を制しているのは篠しの田だグループだ。男子たちへの食料という報ほう償しようを払えるのは備び蓄ちくのある篠田グループだけだからだ。

　多くの人数を擁ようするのは神楽かぐら坂ざかグループだったが、追おい詰つめられていたのは彼女たちだった。食料がほぼ底をついているため、相手の食料を奪うばうか早期決着をつけるしか勝機はなかった。彼女たちはブリッツのエネルギーは確保しているので強引に動く。

　まずは索さく敵てきの男子たちの排はい除じよから始めたようだ。男子の悲鳴は断続的に続く。

　どれくらいの男子が狩かられたかはわからない。沖田は物もの陰かげに隠かくれながらただ息を潜ひそめていた。悲鳴が聞こえるたびに心臓が高鳴り全身が痺しびれるような痛みを発した。暴徒と化した女子たちに見つかったら最悪のことになる。檻おりに入れられるならまだいい。拷ごう問もんを受け軽音部のようになる可能性もあるのだ。

　夜になるにつれて男子の悲鳴は少なくなる。やはり暗がりの中で積極的な行動はしないようだ。沖田は周囲を確認してから立ちあがる。周囲に人の気配はない……。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　沖田は梨央を抱き起こす。丸一日この場所で待機していたので、体が異様に重い。

「うん、平気」

　梨央は立ちあがると伸びをしている。すでに沸ふつ騰とうしている島の状じよう況きようだったが、沖田はまだ希望を持っていた。女子たちは最後の一線を越えていない。まだ女子の悲鳴は聞いておらず、それは女子にブリッツを使っていないだろう事実だ。女子はあくまでも別の存在である男子しか攻こう撃げきしていないのだ。

　沖田は梨央を連れて静かに移動する。未み来くたちと合流せねばならなかった。離はなればなれになったときの合流ポイントは広場にしていた。しかし、今となっては失敗だったかもしれない。広場は女子たちの交戦エリアだ。

　さすがに女子たちは夜まで行動していないだろうと思う。茂しげみの先に明かりが見えた。広場の電灯はずっと点ついている。

「移動、気をつけろ。トラップがある可能性があるから」

　紐ひもなどを張っている可能性が高い。

「女の子は近くにないよ。檻おりとあの男の子たちの気配だけ……」

　広場の中央スペースを覗のぞくと、あの四人が電灯の下で跪ひざまずいているのが見えた。彼らは妙みような動作を繰くり返かえしている。しばらく見ると、彼らは頭を下げていることに気づいた。うつろな目で頭をずっと上げ下げしている。

「おかしくなってるのか？」

　沖おき田たは慎しん重ちように中央スペースに入る。四人を触しよく発はつしないよう近づき、暗い檻へ目を向ける。女子の檻には変わらず一人だけ。男子の檻には……。

　沖田は唖あ然ぜんとした。檻の中は多くの人間でひしめいていた。座ざ禅ぜんを組む須す藤どうを囲むようにして男子たちが座っている。

「何人だ？」

「四十二だ」

　須藤が答えた。沖田は目をこらして整然と並ぶ男子生徒たちを数える。

　……確かに四十二人。男子の大半がゲームからの離り脱だつを選せん択たくしたのだ。女子たちのブリッツに追われるように檻に逃げ込んだ。ブリッツから逃れた男子も、逃げ続けることを放ほう棄きした。

　そして、沖田はこの時点で男子五十人を確認した。ゲームを続けているのは沖田と斉さい藤とうと志し田だ。ゲームオーバーとなった鈴すず木き。そして、ゲームに参加できず檻にも入れない目の前の四人。檻の四十二人と合計して五十人。

　沖田はじっと檻の中を見つめる。参加者の男子五十人をはっきりと確認するのはこれが初めてだ。説明が行われた船でも五十人は集まっていない。半分に分けられ説明を聞き、その後は微び妙みようにばらけて行動をしていた。

　ここで初めて確認する男子生徒の姿が多い。自分は友達の安否の確認すらせずにゲームに身を投じていたのだ。同時に思う。やはりこのセッティングは……。

「……沖田」

　振り向くとそこには未み来くが立っていた。未来も今まで息を潜ひそめて隠かくれていたのだろう。

「未来、無事だったか」

「私たち、だけ？」

「ああ、そうだ。もう俺おれたちのグループは俺と梨り央おと未来だけだ」

　沖田はうなずく。あの三人は他のグループに吸収され、武力は二人だけとなった。

　檻の中の男子たちは目を閉じ座り、あの四人は祈いのるように頭を動かし続けている。異様な光景の中、沈ちん黙もくが続く……。

「ねえ、どうするの？」

　少しだけ強い未来の口調だった。

「黙だまってくれ、考えてる」

「ずっと考えてるよね。でも、何も解決しないじゃん」

「静かにしてくれ。大きな声を出すな」

「静かにしてれば脱だつ出しゆつできるの？　私たちはずっと沖おき田たを信じて行動してきた。でも、どうにもならないまま私は大切な友達を失っていった」

「俺おれのせいじゃない。俺はやるだけやってる」

「沖田がもっとしっかりしてくれてれば、こんなことにならなかった。このくだらないゲームをクリアしてくれてれば、この人たちだって」

　未来は目の前の四人の男子を悲しげに見つめている。傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振ふる舞まっていた彼らは、怒いかりではなく同情の視線を向けられるようになっていた。

「いいから静かにしろよ。なんとかするから」

「三人だけでどうしようっていうの？」

「……正確には二人、ね。重要なのは女子の人数だから」

　未来が息をのむ。広場に入ってきた女子たちがいたのだ。それは篠しの田だたちだった。

「動くな未来」

　沖田は未来と梨り央おを引き寄せる。
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「諦あきらめなさい。場所も奪うばわれブリッツも二人分。もうあなたたちはゲームオーバーなの」

　篠田の背後には女子の姿がある。やはり広場周辺を警けい戒かいしていたのだ。

「お前らは順調にいっているのか？　人数が少ない上に、ブリッツのエネルギーポイントを押さえられているぞ」

「ええ、食料の備び蓄ちくもあるし、人数だって増えてる。私たちのグループに入ってきてくれる人もいるしね。未み来くさんのお友達もこっちに来たのよ」

「ブリッツで脅おどして？」

　未来が篠しの田だを睨にらむ。

「いいえ。自らの意思よ。女子７とかいう運動部の絆きずなも現実の前ではこうなのよ」

「……何が言いたい？　論点だけを言えよ」

　沖おき田たは篠田を見た。彼女の表情は異様だった。げっそりと頬ほおの肉が落ち、大きく見える目がギラギラと光って見える。

「私たちのグループに入りなさい。それがあなたたちに残された道よ」

　そのとき、梨り央おが篠田たちと逆の茂しげみに視線をやった。

「こそこそと夜中に密談？」

　姿を現したのは神楽坂だった。彼女たちもここを見張っていたのだ。神楽坂の後ろにも何人かの人ひと影かげがある。

「大だい丈じよう夫ぶ、落ち着け。俺おれたちを攻こう撃げきしてくることはない」

　沖田は未来に耳打ちした。少ない人数だからこそ、沖田たちを攻撃しても意味がない。沖田たちはすでにゲームから外れているのだ。

「沖田君、グループに入るのなら、こっちにしなよ。こっちのほうが人数が多いし風車もあるしね。でなければ、そのまま退場してほしい」

　神楽坂は篠田と視線をぶつけながら言った。

「沖田君、あなたは自分から檻おりに入るべきだと思う。あなたはこのゲームにおける乱数だわ。あなたがいるだけでこのゲームは乱れる」

　篠田は沖田に鋭するどい視線を一いつ瞬しゆんだけ向けた。

　直接ブリッツでの交戦は行われていないとはいえ、ふたりの表情は険しい。友達に向けるものでは決してなかった。何かがきっかけでブリッツが放たれる。そんな緊きん張ちよう感かんが広場に漂ただよう。

「……もうよせ」

　沖田はその空気の中で声を出した。

「くだらないことはやめるべきだ。友達同士で馬ば鹿からしいと思わないのか？」

「弱者の意見だわ。自分が不利になるとそんな正論を言う」

　篠田は呆あきれたように言った。

「沖田君はもう何も持っていないのよ。交こう渉しようのカードを一枚もね」

　神楽坂はすでにブリッツを抜ぬいて篠田から視線を外さない。

「お前らはお互いに敵意を向けて、大切なものが見えていない。憎にくしみや恐きよう怖ふのようなくだらない感情は目を曇くもらせる。みんなで初めから信しん頼らいし合い協調すれば、このゲームの真実はすぐにわかった。……俺おれはやっと見つけた。カードは一枚だけ持っている」

　沖おき田たは一歩前に出た。

「俺は脱だつ出しゆつの真実を暴いた」

　皆は驚おどろいたように沖田を見る。脱出の最後のキーは見つかった。やはり脱出には真実が必要だったのだ。沖田たちは今までゲームの炎ほのおに身を焦こがし、大切なものを見失っていた。

「ブラフだわ」

「いいや、俺は白紙のカードを交こう渉しように使うことはない。俺は脱出の鍵かぎを見つけた」

　疑いの眼まな差ざしを向ける篠田に、沖田ははっきりと言った。

「最後のキーはなんなの？」

　神楽かぐら坂ざかが聞く。

「赤い玉をくれ。脱出してすべてを証明してみせる」

　沖田の提示に場が静まる。沖田の言葉の真しん偽ぎを判断しかねている。

「……赤い玉はここにはない。香か緒お里りさんに預かってもらってるから」

　篠田の後ろから顔を出したのは斉さい藤とうだった。

「あなたがチャレンジをする必要はないわ。私たちがやるから赤い玉を渡してほしい」

「渡しては駄だ目めよ。だったら私たちがやる」

　手を差しだす篠田に、神楽坂が異を唱える。

「ちょっと、なに言ってるの。脱出できるんだよ」

　未み来くが困こん惑わくしている。脱出はこの混乱を解決するキーにはならない。遅おそかったのだ。脱出のタイミングが遅おくれたため、熱せられ続けたゲームはぐにゃりと歪ゆがんでしまった。

「脱出は俺がやる。脱出方法を見つけた俺がやるのが当然だろ」

「謎なぞを公開しなさい。そうしてから話し合うべき。本当に解いているのならね」

「沖田の言動は本当だろう。今までの極限ゲームでもそんなブラフを使ったことはなかった」

　斉藤が篠田に言った。

「俺は脱出の危険を冒おかすと言っている。ただ脱出のための協力が必要だ」

　脱出失敗のリスクは高い。鈴すず木きは未いまだに生死不明だ。

「私たちが脱出に協力してもいい。議論的には過半数が取れるからね」

　神楽坂が協力を申し出た。

「過半数？　それはどうかしらね」

　篠田が割って入る。議論は対立だけを深め結論が出ない。

「人数は公開しよう。もう隠かくすことじゃない。男子の人数分布は判明している。だから女子だ」

　斉藤が沖田を向く。

「沖田と一いつ緒しよに行動しているのが二人。篠田さんたちのグループは二十人だ。そして、残りの二十六人が神楽かぐらちゃんたち。残りは檻おりの風ふう子こさんと、体調を崩した中なか野の香か緒お里りさん」

　その言葉に神楽坂は反論しない。数字は正しいようだ。これで女子の人数分布も判明したことになる。篠しの田だたちは元々十人前半だったが、いつの間にか女子を引き込んでいた。

「そうよ、二十六人の女の子がいるの。だから斉さい藤とう君と沖おき田た君、脱だつ出しゆつに協力してくれるよね」

　神楽坂が沖田を向いた。こんなときでも彼女は整った表情を作ることができる。

「いいえ、赤い玉は渡さないわ。脱出は島に平和をもたらしてからでも遅くないから」

　篠田は斉藤の前に出てはっきりと言った。

「篠田さん、あなたは自分たちの欲望からそうしたいだけ。脱出をする前に、高額なコスチュームをそろえておきたいってね」

「その理由もあるわ。だってここまでやったのだったらそうする権利はある。でも、何より恐おそれているのはあなたたちに奪うばわれること。もう私たちは道具にならない」

「ブリッツで脅おどして女の子を道具扱あつかいしたあなたがよく言うよね」

「神楽坂さんこそ、なんでこの広場の近くにいたの？　ここを拠きよ点てんにしてコテージを襲おそおうとしていたんじゃない？　そんな人たちを信じられるわけがないわ」

　ふたりの議論は本題から逸それて加熱する。この対立において脱出など関係がなかったのだ。ただお互いに恐れている。自分が弱者となることだけを恐れ争いが過熱したのだ。

　女は痛みに敏びん感かんだ。そしてイメージ力が高い。この島の出来事は、女子たちにとってゲームではなくリアリティに溢あふれる現実となっているのだ。女子たちのゲーム対応力がマイナスの連れん鎖さを呼んでしまった。

「神楽坂さんたちの行動はひどいわ。無防備な男の子たちにブリッツを使って」

「あなたたちが食べ物を渡して道具にしていたからでしょ」

　加熱する議論につられるように軽音部の四人の動きが激しくなった。祈いのりを捧ささげるかのように頭を上下させ声を発し始めた。

「私たちはあなたたちに武装解除を求めるわ。ブリッツをすべて空から撃うちして両手を挙げて全員が出てくること。そうして脱出する。あなたたちにもそれなりのコスチュームを渡す」

　篠田の口調は冷静だが何かがずれている。

「できない。篠田さんは信用できないの。ホテルでのあなたの残ざん酷こくな行為に傷ついた女の子が沢たく山さんいるのよ」

「それは別の話だわ。とにかくあなたたちが態度を変えない限り脱出には応じない。私たちは時間もあるしね」

「食料を買かい占しめたこと？　ずいぶんひどいことをするのね」

「これはゲームだもの。文句を言うならこのゲームの主しゆ催さい者しやに言いなさい。まあ、ほしかったら言ってくれればあげるわ」

　篠田はポケットからバータイプのクッキーを取りだし放ほうり投なげた。転がったそれを神楽坂たちは拾おうとしなかったが、代わりにあの四人が群がった。うめき声を上げながらクッキーに突とつ進しんする。

「こっちに来ないで！」

　神楽かぐら坂ざか側の女子たちが悲鳴に近い叫さけび声ごえを上げブリッツを撃うった。その一いち撃げきは張り詰めていた広場の空気を壊こわした。女子生徒たちは傾なだれを打つように走りだす。神楽坂グループの女子たちがブリッツを抜ぬいて襲おそいかかる。

　ついに女子生徒たちの直接の交戦が始まってしまった。暗がりのなか青い光が弾はじけ、女子の悲鳴と絶ぜつ叫きようが広場に響く。女子たちの感情はついに爆発し、もう止められなかった。

　沖おき田たは硬こう直ちよくしている未み来くの手を引く。

「どうするの、沖田」

「隙すきを見て赤い玉を奪うばうしかない。そして脱だつ出しゆつする」

　この混乱に乗じて赤い玉を三つ集めるしかなかった。三つの赤い木の実がそろわねば、最後のキーがあっても意味がないのだ。

「梨り央お！　どこだ」

「沖田君、気をつけて！」

　梨央が叫ぶ。混乱で理性を失った女子たちが沖田に向かって来ていた。

「梨央、こっちに来い」

　沖田に走り寄ろうとした梨央はガクンとバランスを崩くずす。あの鎖くさりを篠しの田だがつかんだのだ。抗あらがおうとした梨央だったが、暗がりの中から沢たく山さんの腕が現れ梨央の体を押さえつける。篠しの田だが梨央の首筋にブリッツを──。

「梨央！」

　悲鳴と怒ど号ごうが響き渡る混乱した広場で、沖田は梨央の姿を見失った。

　最後の戦いが始まった。
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　女子生徒たちの交戦は熾し烈れつを極めた。

　夜間の戦いで攻こう勢せいに出たのは神楽坂グループだった。ブリッツのエネルギーポイントを確保しているという利点を武器に攻せめに出る。いや、攻めに出るしかなかったのかもしれない。彼女たちの食料はすでに尽つきている。これ以上の長期戦は不可能なのだ。そして戦線は押され篠田グループはどんどん後退していく。

　しかし暗がりの中では積極的な攻こう撃げきはできない。守りを固める篠田グループに対し、神楽坂グループは攻めあぐねる。また、暗がりに乗じての総攻撃ができない理由がある。全員でコテージを攻めると、風車の防衛が開いてしまうのだ。風車を取られれば、その時点で敗北は決してしまう。

　そんな理由から神楽かぐら坂ざかグループの攻こう撃げきは散発的にならざるを得ない。また、篠しの田だたちは攻せめ込まれることを想定し、少ない人数をカバーするために守備のポジションや連れん携けいなどの作戦を組んでいたのだ。そして神楽坂グループの女子たちは削けずられていく……。

「縛しばったほうがいい。この時点で彼女たちはこっちの味方にならない」

　コテージエリアに戻もどっていた斉さい藤とうは女子たちに指示を出した。周囲は慌あわただしい。それでも斉藤の的確な指示で混乱は起こっていない。

「斉藤君がやる気になってくれてうれしいわ」

　篠田がぐったりと倒たおれる女子生徒の服を脱がしている。ブリッツで倒れた女子たちだった。

「俺おれは少しでも早く混乱を終わらせたいだけだよ」

　ブリッツで倒れている相手側の女子たちは五人。彼女たちは下着姿にされ、手足を縛られ目め隠かくしもされている。そして梨り央おもしっかりと鎖くさりを繋つないでおく。

「彼女たちはコテージに入れておこう」

「いいえ、外に出しておくわ。彼女たちにも利用方法があるからね」

　縛られた梨央が篠田に鋭するどい視線を向けていた。篠田はそんな彼女の髪かみを乱暴につかんだ。

「常に準備を怠おこたらない者が勝利するのよ」

　斉藤の指示で女子たちはこの周辺の地理を頭に叩たたき込こんでいた。夜間の訓練も行っている。要するにここは篠田たちのホームだった。

「こっちの被害は？」

「三人ばかり。でも、ちゃんと回収できた」

　捕ほ虜りよは出ていない。あちらは目の前の敵を攻撃することだけで精せい一いつ杯ぱいなのだ。そしてブリッツを無む駄だ撃うちしてしまう。エネルギーポイントを押さえておりブリッツを制限なく撃うてるという意識がマイナスになっているのだ。

「やらなければ、こうなるわ。だから私たちはやるしかないのよ」

　篠田は梨央の髪を引っ張り上げながら、周囲の女子たちに声をかける。

「脱だつ出しゆつはすべての災いを取り除いてからでいいわ。そして、その脱出は沖おき田た君が知っている。彼をブリッツで拷ごう問もんすれば脱出方法は判明する」

　篠田は口角をつり上げ笑っていた。彼女にとっては味方以外はすべて敵だった。学校生活で築き上げた三年間はあっさりと捨てたのだ。そしてゲームはそんな冷れい酷こくな人間に微笑ほほえむようにできていた。

「人数だけはちゃんと確認したほうがいい」

「わかってるわ」

　夜明けまでが勝負だった。この戦いで重要なのは熱だ。ブリッツを使い相手を攻撃するには熱が必要なのだ。熱に身を委ゆだね戦わねばならない。その熱は夜明けと共に冷めるだろう。そうするとまた持久戦になる。

　しかし相手は持久戦を望んでいない。よって相手の行動はひとつしかない。興こう奮ふんの残っているうちに闇やみに紛まぎれての総そう攻こう撃げきだ。そして、それを防げばこちらの勝利は確定的だ。
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　深夜になって断続的に響ひびいていた女子の悲鳴が途と絶だえた。

　戦いが終わったわけではない。それは次の嵐あらしまでの一いつ瞬しゆんの凪なぎだった。

　見なくても交戦の内容は想像できた。組織された動きの篠しの田だグループにより神楽かぐら坂ざかグループは撃げき退たいされたはずだ。

「ゆっくりでいい」

　沖おき田たは未み来くに肩を貸して歩いていた。混乱の中で未来はブリッツを受けてしまったのだ。しかし、当たり所がよかったためかなんとか動けた。ただし梨り央おは回収できなかった。

「動かないで」

　沖田は足を止める。周囲の茂しげみから女子たちが姿を現したのだ。

「抵てい抗こうしたら撃うつから」

　沖田にブリッツを向けたのは神楽坂だった。

「沖田……」

「大だい丈じよう夫ぶ、心配するな」

　沖田は未来にうなずいてやった。

「惨みじめね。持っている武器も失って逃げるだけ」

「お前もな」

　沖田は神楽坂に言い返した。神楽坂の他には三人いる。彼女たちも険しい表情でブリッツを向けている。月明かりしか光源はないが、この島の暮らしで夜目が利くようになってきた。

「あと何人残ってる？」

　沖田は聞いた。

「そんなことなんであなたに答え……」

「いいから言えよ」

「十五人ほどよ。志し田だ君も捕つかまったしね」

　頭上で風車が回転する音が聞こえる。沖田は神楽坂に会うためにここに来たのだった。

「よくそれだけ残した。だったらまだチャンスはある」

「何を言ってるの？」

「赤い玉を奪うばって脱だつ出しゆつする。俺おれたちで脱出チャレンジをする」

　沖田はポケットから赤い玉を出した。

「私たちに協力するっていうこと？」

「そうだ。時間もない。朝になったらもう終わりだ。明るくなれば防衛側がもっと有利になる。食料もないお前らはもう終わる」

「もう終わったも同然よ。これ以上女の子たちを傷つける気？」

　沖おき田たは神楽かぐら坂ざかの胸ぐらに指を突つきつけた。

「終わっただと？　ここで終わるなら、何な故ぜ戦った？　今さら途と中ちゆう下車は許されない。勝利するか惨みじめに負けるか、それしかないだろ」

「怒ど鳴ならないで」

「どんなに複雑なゲームに見えても、答えはイエスかノーの二つしかない。世界だってそうだ。戦うか両手を挙げて降こう伏ふくするかのどちらかだ」

「怒鳴らないでって言ったでしょ！」

　神楽坂が沖田にブリッツを押しつけた。それでもトリガーは引かない。

「……怒鳴らないでよ。あの入り江でのことが未いまだにトラウマになってるんだから」

　神楽坂は弱々しい声で言い、沖田を見た。

「私には優しくお願いして」

「俺おれが脱だつ出しゆつしたい。そして斉さい藤とうに負けたくない。つまんないプライドかもしれないけど、そう思ってる」

　神楽坂はじっと沖田を見ている。

「あと、入り江の件はずっと謝りたかった。やり過ぎた。だから脱出して借りを返す」

「……男って馬ば鹿かよね」

　神楽坂は小さく笑った。

「私を信用できる？」

「あまり好きじゃないけど、約束は守ってくれた。あの入り江を黙だまっててくれただろ。入り江ごと忘れるっていう約束を守った」

「そっか。私も沖田君は好きじゃないけど、ゲームへの態度だけは信用してあげる」

　神楽坂はスタンガンを引っ込めた。

「私も負けられないから。このまま惨めなエキストラになりたくない」

　沖田はうなずいた。これが本当のコミュニケーションなのだ。真の人間関係が痛みを伴ともなうように、ブリッツを介かいした交流も真実だ。

「夜明け前。一番暗くなったときを狙ねらっていこう」

　そして脱出する……。







『現在の三つの赤い木の実の座標は、ひとつは私から一メートル以内、ひとつは私から一メートル以内、ひとつはコテージエリア青いコテージ内』

　妖よう精せいが言った。聞けば妖精はすでに出現している赤い玉の座標を教えてくれるのだ。赤い玉がなくなればゲームが行いき詰づまるので、そんなフォローシステムがあるのだろう。

「やっぱり赤い玉は委員長が持っている」

「それはなんなの？」

「神楽ちゃんの代わりだよ」

　沖田が妖精をポケットにしまおうとしたとき、妖精が違うトーンで喋しやべった。

『……気をつけてください』

　沖おき田たは妖精をしまって神楽かぐら坂ざかに向き直る。

「コテージの扉とびらは簡単に蹴け破やぶれる。でも女子は斉さい藤とうのペアじゃないと入れないから、男の俺おれが中に入って赤い玉を奪うばう。そうしたら離り脱だつし脱だつ出しゆつポイントへ。そこを守りながら脱出する」

「脱出の条件は本当に知っているのね」

「ああ、それは本当だ。でも、赤い玉をそろえてからでないと言えない」

　沖田は神楽坂たちとコテージエリア近辺の浜で待機していた。残った戦力をすべてつぎ込んでの急きゆう襲しゆうを行おうとのことだ。

「それは信じてあげる。今までの極限ゲームでの履り歴れきをね」

　神楽坂は沖田から離れ、周囲で待機していた女子たちに近づく。

「怖こわかったら参加しなくていいからね。でも、ここで奪われたら日常生活でも奪われたままになる。そして、すでに奪われたものはゲームの中でしか取とり戻もどせないの。上下関係を持ち越したまま日常生活に戻らなきゃならない。それは高校を卒業してもつきまとう」

　彼女たちはブリッツを充じゆう電でんして攻こう撃げきの準備を終えている。

「未み来く、体は大だい丈じよう夫ぶか？」

「うん、なんとかね」

「じゃあ、俺おれたちは行く。動きを察知したら俺たちも動くから」

　沖田は海に浮かべたゴムボートに未来を乗せ、海に押しだしてから自分も乗った。ゴムボートでコテージエリアの背後から侵しん入にゆうする計画なのだ。

「気をつけて。そしてしっかりやってね」

　神楽坂が小さく手を振り見送る。

　沖田は小さなオールを使い海に漕こぎだす。海は月明かりを複雑に反射させている。波に揺ゆられているとどことなく不安になる。どこかで魚の跳はねる音が聞こえた。

　ボートの上で視線を落としていた未来はふっと沖田の顔を見た。

「ねえ沖田、そろそろ教えて。私たちは沖田の指示どおりに動いたけど、それにはどういう意味があったの？」

「すぐわかる。この島の真実が」

「私は気づいたことがあるの。もしかしたらこの島の女の子たちって……」

「静かに。声を出しちゃ駄だ目めだ」

　もうすぐコテージエリアの裏側につく。神楽かぐら坂ざかたちが派手に交戦する隙すきに、背後から侵しん入にゆうした沖おき田たたちが赤い玉を奪う、というのが作戦だった。

　未み来くはゴムボートの縁ふちに頭を載のせるようにして、手のひらを波にさらしている。彼女のポニーテールの先が波に洗われている。プラスチックのオールに砂の感かん触しよくがあった。もう足がつく場所に来た。

　沖田はボートから下り、ボートの紐ひもを引いて海辺を歩く。逃げるときのことを考えて、ボートは陸に引き上げておくことにする。

「降りよう。ゆっくり上って」

　沖田はボートを引っ張りながら斜しや面めんを上がる。未来も慎しん重ちように後ろをついてくる。そんなとき、突とつ如じよコテージエリアが騒さわがしくなった。乱れた足音と共に声が響ひびく。

「始まった。もう行くしかない」

　思ったより早く交戦が始まった。隠かくれていた女子たちが見つかったのかもしれない。

　こうなれば神楽坂たちもやるしかないだろう。ここで逃げればすべての居場所を失う。たとえ敗者となっても、敗者の中の枠わく組ぐみに入っていたい。それが明確な女子のルールなのだ。

　沖田も走る。混乱に乗じて赤い玉を奪うしかなかった。

　コテージエリアに出ると、すでに女子生徒たちが激しく入り乱れているのが見えた。相手はブリッツを回復させておらず、強引な攻こう撃げきに対応しきれない。

　悲鳴が響き青くフラッシュする。一いつ瞬しゆん見えたのは電でん撃げきにのけぞり転てん倒とうする女子の姿だった。どっちがどっちだかわからない。攻こう守しゆ入り乱れての戦せん闘とうだった。

　どこだ？　沖田は青いコテージを探す。

　瞬しゆん発ぱつ力りよくはやはり神楽坂グループのほうが高かった。運動部ならではの身体能力の高さが影えい響きようしている。彼女たちの怒いかりは爆ばく発はつし、感情を高ぶらせ最後の攻撃に出ている。数人で相手の女子の体を押さえブリッツを使うという恐おそろしい光景が繰くり広ひろげられる。まるでスズメバチが敵に群がり針を刺さすような姿を連想させる。

「……梨り央おちゃん」

　沖田は未来の声の方向を向いた。そこには下着姿の女子生徒たちの姿があった。捕ほ虜りよとなった彼女たちは、コテージの外で目め隠かくしをされて手足を拘束されている。

　未来が梨央に近づき繋つながれた鎖くさりを外す。同時に梨央が叫さけんだ。

「危ない！」

　捕虜となった女子たちの中から数人が立ちあがった。

「敵だ！」

　沖田は叫んだ。捕虜の中に潜ひそんでいたのだ。下着姿ではなく水着だった。

　未み来くが悲鳴を上げた。青い光の中見たのは、数人の女子に体を押さえられスタンガンを押しつけられる未来の姿だった。未来の体はびくっと痙けい攣れんしたあと、暗くら闇やみの中に崩くずれ落おちた。

　篠田グループの奇襲により形勢は逆転する。ダミーの捕ほ虜りよはいくつか用意されていたようで、運動部のチームワークが災いした形になった。戦せん闘とうの中、仲間を助けようとの行為を利用されたのだ。

　また篠田グループの女子たちは野戦のために黒っぽいコスチュームを選んでいる。大量の衣装を確保していた彼女たちのアドバンテージだった。そんな混乱の中で沖おき田たは目的のコテージを見つけていた。乱戦の中を走り一気にコテージを目指す。

　だがその前に女子が立ちはだかる。コテージを守っているようだった。スタンガンの電極が月明かりを反射しぎらりと光った。

　沖田が彼女の右手を押さえると同時に、ブリッツが発動してバチバチと火花が散る。

「あっ」

　崩れたのはその女子だった。

「行って！」

　神楽かぐら坂ざかがブリッツを押し当てたのだ。沖田は倒たおれた女子を飛び越えるとコテージへと走る。ステップを駆かけ上あがり扉とびらに体当たりして中へ転がるように飛び込んだ。

　シンプルな部屋にはベッドが置かれている。かけられたタオルケットが盛り上がっている。香か緒お里りはまだ体調不良で寝ねているのだ。

「委員長……」

　小さく呼びかけ、そっとタオルケットをめくる……。

　次の瞬しゆん間かん、沖田は手首をがっちりとつかまれ、ブリッツを体に押しつけられていた。

「……ゲームセット」

　ベッドから立ちあがったのは篠田だった。

「やっぱり赤い玉の場所を知る術があったようね」

　篠田は沖田にブリッツを押しつけながら、コテージの出入り口に移動させる。コテージの明かりがつきエリアにオレンジ色の光が満たされる。

「終わりよ、あなたたちの奇襲は失敗した！」

　篠田が沖田の後ろ手をつかみコテージの階段をゆっくりと下りる。そして、沖田の目に神楽かぐら坂ざかが捕つかまっているのが見えた。二人の女子にスタンガンを向けられ立たち尽つくしている。

「神楽坂さんが捕まった時点で終わりよ。女の子は心の底では戦いを望んでいない。負ける言い訳を探して戦いに望んでいるの。根本的に男の子とは思考が違うのよ」

　グループの中心人物である神楽坂が捕まり、沖田の赤い玉の奪還が失敗した時点で、神楽坂グループは戦いの意志を失った。悲鳴もブリッツの作動音も止まる。

　──戦いは終わった。

「倒たおれている人を集めて。隠かくれている残りの人も出てきなさい」

　篠しの田だが素早く指示を出す。すでに彼女は戦いの後処理を始めている。女子たちに考える暇ひまを与えないようにしているのだ。

「両手を挙げて出てこないと、神楽かぐら坂ざかさんを撃うつわよ」

　篠田に脅おどされ隠れていた女子たちも姿を現す。スタンガンで倒れている女子たちも敵味方を分けて運ばれてくる。

「捕ほ虜りよが十三人。戦せん闘とう不能者が二十人。神楽坂さんたちの残りは七人、私たちの残りが八人。合計四十八。ゲームからの離り脱だつ者しやを含めて、合計五十人」

　篠田が人数を数え人差し指を立てた。勝負はあっけなく決着した。残った神楽坂グループの女子の戦意は完全に喪そう失しつしている。

「そして男子もすべての人数を把は握あくしている」

　篠田の視線の先を見ると、斉さい藤とうが手を縛しばった志し田だを連れてきていた。斉藤は志田を座らせると沖おき田たを向いた。

「俺おれの勝ちだな沖田」

　斉藤はにやっと笑った。

「……お前は脱だつ出しゆつの謎なぞを解いたのか？」

「さあな」

　斉藤は眼鏡めがねに指を添そえて沖田に近づく。

「斉藤君、見損なったわ。私は斉藤君が暴力的行為に手を貸すとは思わなかった」

　神楽かぐら坂ざかが恨うらめしそうに言う。

「これは勝負だよ。自分でなんとかしなきゃ」

「ねえ、斉藤君。脱出の謎を解いたのなら、彼は用済みかしら」

　篠田が沖田に押しつけるブリッツのトリガーに力を込めた。

「待て。沖田には個人的に話があるから」

　斉藤は沖田に近づくと、いきなり胸ぐらをつかんで殴なぐりつけた。頬ほおを殴られた沖田は地面に転がるように倒れた。

「……てめえ、暴力はルール違反だぞ」

「いや、元々俺はお前のことが気にくわなかった。これは日常の延長だ」

　斉藤は倒れる沖田の腹をさらに蹴けり上あげる。

「や、やめて、斉藤君……」

　地面にうずくまっていた未み来くがうめき声を上げる。しかし、篠田グループの女子たちは斉藤の行動を止めない。それどころか楽しげな視線を向けている。

「斉藤、たとえ謎を解いてもお前じゃ脱出はできない」

　沖田は強引に右腕をスイングしたが空振りする。

「脱だつ出しゆつは、沖おき田たより早く見つけてたさ」

　斉さい藤とうの右ストレートが顎あごに決まり、沖田はよろめくようにして倒たおれる。

「沖田君……」

　倒れた沖田を、神楽かぐら坂ざかが顔を歪ゆがめて見つめている。

「この脱出ゲームは俺おれじゃなきゃ解けない」

　沖田はポケットから取りだした妖よう精せいを投げた。地面に妖精が転がる。

「ん、それはなに？」

　篠しの田だが首を傾かしげる。

『……オッケーです』

　妖精が喋しやべったと同時に斉藤が殴なぐりかかる。沖田は斉藤にタックルするようにぶつかり、ふたりはバランスを崩くずした。よろめいた沖田は神楽坂にスタンガンを向けていた女子にぶつかる。斉藤ももうひとりの女子に体当たりをした。

「えっ？」

　沖田は神楽坂にブリッツを向けていた女子の手を押さえた。そして、斉藤ももうひとりの女子の手を押さえている。

「何をやってるの！」

　篠田が声を上げた瞬しゆん間かんだった。

「──動かないでください」

　篠田の首にブリッツが添そえられていた。

「動くと撃うちますよ」

　それは花か穂すいだった。篠田の後ろに回った花穂がブリッツを押しつけているのだ。

「な、なんで……」

　篠田は唖あ然ぜんとしている。当然だった。五十人の女子の位置はすべて管理していたのだ。沖田と斉藤が殴り合っているときに動いた女子もいない。

「みんな動くな！」

　沖田はブリッツを押さえたまま叫さけんだ。

「神楽かぐらちゃんも動くなよ」

　沖田は握にぎったブリッツをそのまま神楽坂に向ける。

「もう無む駄だな戦いはしない。ブリッツをしまえ」

　斉藤も強い口調で言った。いきなりの出来事に周囲の女子たちは動けない。思考停止状態に陥おちいっている。

「皆さんにブリッツをしまうように言ってください」

　花穂が篠田に言った。

「……花穂さんね。撃てるの？　須す藤どう君を撃てなかったあなたが」

　篠しの田だは直立したまま聞く。確かに花か穂すいは未いまだにブリッツを一発も撃うっていない。花穂は一いつ瞬しゆんだけ目を閉じ、うなずいた。

「撃てます。綺き麗れい事ごとだけじゃ何も解決しないと知りました。だから撃ちます。そして、ゲームが終わった後に笑顔を向け合いたい、です」

　花穂の声ははっきりとしていた。か弱い彼女が自分の意思を主張している。

　篠田が右手を動かすのが見えた。ブリッツを握にぎる手をゆっくりと……。

　花穂はぐっと篠田の首にブリッツを押しつけ──。

　そんなとき、コテージの扉とびらが開いた。

「……ん、みんな何をしてるの？」

　顔を出したのは香か緒お里りだった。香緒里はキャミソールのような露ろ出しゆつの高いコスチュームを着ている。ずっと彼女は寝ねていたのだ。

「なんか騒さわがしいなって思って」

　香緒里はゆっくりとステップを降りてくる。場の空気が変化するのがわかった。熱せられていた空気が冷えていく。そうだ、香緒里だけは茹ゆだっていないのだ。早期に離り脱だつをしたため、醜みにくい生徒たちの行動を見ていない。

「何でもないよ、委員長」

　沖おき田たはブリッツを女子生徒の体に隠かくしながら応こたえた。周囲が暗いため、下着姿で囚とらわれていた女子生徒たちも見えていない。

「あ、沖田君」

　暗がりの沖田を見つけた香緒里はうれしそうにしたあと、はっと自分の体を隠した。

「恥ずかしい。こんな格好で」

　香緒里は顔を赤らめて笑った。涼しい風が吹いたような気がした。神楽かぐら坂ざかが苦笑いをして首を振る。香緒里の表情を見て自分を恥ずかしく思った、とそんな表情だった。すべての女子生徒たちは元の表情も忘れていたのだ。

「脱だつ出しゆつの謎なぞを解いたんだ。だから委員長を迎むかえに来た。それだけだよ」

　沖田は香緒里に笑いかけた。

「さすが沖田君だね。ね、やっぱり沖田君がやってくれるってみんなにも言ってたでしょ」

　香緒里の声に、周囲の女子たちは持っていたブリッツを解除する。彼女たちの表情にも羞しゆう恥ちが浮かんでいた。

　沖田は香緒里に近づき、ステップを降りる香緒里の手を取ってやった。

「体調がよくなったら脱出方法を見つけてるって言っただろ。もう熱はないね」

　沖田は香緒里の額に手を添そえた。

「沖田君、みんなが見ているから」

　香緒里が顔を赤らめながら微笑ほほえんだ。たったそれだけですべての人間の戦意を喪そう失しつさせた。篠田がブリッツから手を離したのが見えた。

　──島の混乱は収束した。

「約束どおり、俺おれがみんなを脱だつ出しゆつさせる」

　沖おき田たは皆に宣言した。




　　　　＊




　最後の扉とびらを開けるのは、沖田に残された仕事だった。東の空が明るくなってきている。

　沖田はゆっくりとアダンの茂しげみの中を進んだ。光が見える。茂みを抜ぬけると金色の鐘かねがあった。脱出ポイントだ。

　脱出ポイントの鐘を囲むように男女の姿がある。檻おりに入っている生徒と軽音部の四人、脱出失敗の鈴すず木き以外は脱出ポイントに集まっている。

「用意はできたか？」

　斉さい藤とうが眼鏡めがねに指を添そえながらこちらを見た。

「今、委員長が準備をしてくれている」

　沖田は脱出ポイントの認証ポイントに手を置いた。周囲の女子生徒たちの表情は硬かたい。彼女たちは和解したわけではない。ただ、一時的に休戦しているだけなのだ。

「赤い玉を渡してほしい」

　沖田は台座に飛び乗った。

「沖田君がやるの？　リスクを考えると、あの四人を使ってもいいんじゃない？」

　神楽かぐら坂ざかが沖田に赤い玉を手渡しながら言った。

「いや、駄だ目めだ。脱出は俺じゃないとできない。たとえ危険があっても俺がやる」

　鈴すず木きの安否は不明のままだ。本当に死のリスクがあることも考えられる。

「俺は沖田より脱出の謎なぞを早く解いたけどな」

　斉藤が赤い玉を放ほうり投なげる。これで三つがそろった。

「斉藤、俺のほうが早かったよ」

「それはどうかな？」

「……ねえ、あのときのことだけど、その謎が関係あるの？」

　篠田が口を挟はさんだ。彼女はまだ花か穂すいに背後を取られた意味を理解していない。

　あれから沖田は、すぐに脱出への処理に入った。ブリッツを空から撃うちするように言ったが、女子たちは拒きよ否ひする。そこで斉藤が提案を譲じよう歩ほし、一発だけ残して空撃ちするように言った。そして、ゼロの女子にはエネルギーポイントに行き、平等に一発を渡すと。

　争いを止めるための作業だった。ブリッツの最大の目的は自己防衛だ。そのため、一発でいいのだ。一発しかなければ使わない。使わない武器を持っていることで対話ができる。世界も同じだ。核兵器を向け合って初めて対等な対話ができるのだ。

　現在すべての女子はブリッツを一発だけ所持している。そして風車の充じゆう電でん装置は破は壊かい済みでこれ以上の充電は不可能だ。最初からこうしておけばよかったのだろうか。いや、違う。ブリッツは武器として使われたが、なければ生徒たちはブリッツではない暴力を使っていた可能性がある。その悪夢に比べれば、ブリッツというルールを守った生徒たちは、最後の一線を越えなかった……。

「俺おれが沖おき田たを殴なぐったのももちろん演技だったよ。当然沖田も俺が何をやろうとしていたか知っていた」

「その割には本気で殴られたような気がするけどな」

「極限ゲームの振ふる舞まいとか、結構むかついていたのも本当だからさ」

　斉さい藤とうは首をすくめた。

「とにかく斉藤はゲームに乗る振りをしてた。そして脱だつ出しゆつの謎なぞに気づいて、俺は戦いを止めることができた。もっと早く見つければよかったのかもしれないけど」

　沖田は頭上を見た。朝焼けで空が赤く滲にじんでいる。この島に来てどれほどの時間がたっただろうか。

「でも、沖田君と斉藤君がふたりで密談する時間はなかったよね」

　神楽かぐら坂ざかが聞く。確かに密談はなかった。

「俺は斉藤を信じていたのさ。これだけ時間があれば、それくらい気づくだろうって。そして、それを利用して行動していると察した」

「それを利用しての行動とは？」

　篠しの田だが不満げに斉藤を見る。ずっと斉藤を利用していたと思っていたが逆だったのだ。

「女子の人数を俺おれが管理してただろ。戦いは情報戦だって、相手のグループの人数を確認しつつ行動した。五十人の人数の動きをね」

　斉藤の言うように女子たちの人数は常に変化していた。沖田のグループも減っていった。

「俺のグループの女子も、篠田と神楽かぐらちゃんのグループに移動しただろ。それって、俺が彼女たちに頼んだんだよ」

　未み来くと共に沖田グループに入った美み咲さきと志し織おりのことだ。彼女たちは一人ずつ、神楽坂と篠田のグループに移動した。彼女たちは最後まで沖田を信じて動いてくれたのだ。相手のグループに一人ずつ移動してもらったのは、どっちのグループにも人数を抜かれてしまったという事実がほしかったからだ。つまり彼女たちの絆きずなは最後まで崩くずれなかった。

「そして広場で未来と喧けん嘩かしてたのも作戦の内だ。あそこで俺のグループの女子は二人だけとなっていて、それをアピールした。それがトラップだったんだよ」

「人数に矛む盾じゆんはなかったわ」

　篠田はまだ気づいていない。理知的な彼女は戦局にしか目がいかなかったのだ。熱くなった戦いに身を委ゆだね、ゲームを客観視することができなかった。

「篠しの田だのところには、俺おれのところから何人移動した？」

「一人よ」

「神楽かぐらちゃんのグループには？」

「志し織おりさんを引き抜いただけよ」

　篠田と神楽坂はそう答えたあと、顔をしかめた。

「だろ。二人に減った俺たちのグループだけど、女子は元々五人いたんだよ」

「……でも、人数に矛む盾じゆんはなかった。ちゃんと確認していたもの」

　篠田は混乱している。

「もうそれはいいだろ。あとは脱だつ出しゆつだけだ。俺が脱出の謎なぞを誰だれよりも早く解いている」

「いや、俺のほうが早かったよ、沖おき田た」

「……わかった、それでいい。でも、斉さい藤とうじゃ無理なんだ。俺じゃないと脱出はできない。そして斉藤はその理由をわかっていない。つまり完全に謎を解いたのは俺だ」

　沖田は斉藤にきっぱりと言った。斉藤では無理な理由が存在する。

「ねえ沖田、コスチュームとアクセサリーを集めたことも、脱出に関係するの？」

　未み来くが聞く。沖田が高価な衣装を回収したのは、評価を下げてできるだけ争いが起こらないようにすることと、もうひとつは脱出の謎を本当に解いているかという恐おそれだった。どれだけ完全に謎を解いた気になっても、やはり最後の扉とびらを開けるときは疑ぎ心しん暗あん鬼きになる。それが脱出ゲームなのだ。

「成功率を高めたいっていう理由だよ。そして、扉が開いたらみんなで今度こそ話し合って仲良くアイテムを分け合ってくれ。できるはずだ。そんな平和な交流をしてから、元の日常に帰ってほしい」

　沖田は目の前の開けられたスチールケースを指さした。そこには大量のアクセサリーや衣類が積みかさなっている。沸ふつ騰とうした心のまま日常に戻もどってほしくなかった。それが彼女──この島のイブの願いでもあるはずだ。

「できるだけそうするわ」篠田がうなずき沖田を指さす。「でも、条件があるわよ。それはあなたがちゃんと脱出をすること。今度失敗したら、沖田君あなたがペナルティを受けるだけじゃない。私たちの心も折ることになる。再び争いが起こる可能性が高い」

　沖田は自分だけでなく、彼女たちの運命をも握にぎっているのだ。

「今度争いが起こったら、俺は降りるよ。道具にはならない。たとえどんなに脅おどされても。はっきり言ってもううんざりだよ」

　斉藤がきっぱりと言った。

「僕もだ。もう君らの言うことは聞かない。僕はただ彼女を助けたかっただけだ」

　ずっと優柔不断だった志し田だも強い口調で宣言した。

「斉さい藤とう、志し田だ、そう言うな。これは俺おれたち男の罪だ。ずれた言い方だけど、やっぱり俺たち男子は女子を守ってやらなきゃいけなかった。たとえこんな状じよう況きようでも。だから、俺に最後のチャンスをくれ。絶対に脱だつ出しゆつする。志田の彼女も助けてやるよ」

　沖おき田たは保健室の彼女を思いだしていた。彼女もそう言っていた。どんなに時代が変化しようとも、男女の関係は変わらない。男は戦い、か弱い女を守らねばならない……。

「沖田に任せる。成功するって信じてるよ」

「気にくわないやつだけど、頼たのんだよ」

　斉藤と志田がうなずいた。

「……用意ができたみたい」

　囚しゆう人じん服ふくの梨り央おがエリアに入ってくる。手て錠じようと足あし枷かせが外れないのでこのコスチュームのままなのだ。それを見た篠しの田だが声を上げた。

「やっぱりおかしいわ。ここには梨央さんを入れて女子が四十八人いる。脱出の用意を手伝ってる香か緒お里りさん、檻おりの風ふうちゃんを入れて五十。そして彼女を入れたら五十一……」

「そうだ、その五十一人目が脱出のキーだ」

　沖田が言うと同時に茂しげみから香緒里が姿を現した。

「恥ずかしがらないでおいで」

　そして香緒里に手を引かれ出てきたのが五十一人目の彼女。

　女子たちが息をのんだ。沖田も唖あ然ぜんとしてしまう。風が吹いたような気がした。昇のぼった朝日が脱出ポイントを照らし、金色の鐘かねがキラキラと輝かがやく。一いつ瞬しゆんにして周囲がカラフルに彩いろどられたような気がした。

「……沖田さん」

　エリアに入り赤らめた顔を上げたのは花か穂すいだった。花穂は日の光を浴びて七色に輝いている。

　花穂は汚れたワンピースを脱ぬぎ捨すて、初めて別の衣装を着たのだ。それはこの島で最高ランクの天使シリーズのコスチューム。ワンピース、ティアラ、靴くつ、ネックレスと完全装備だ。

「おいで、花穂」

「はい」

　花穂は沖田の手を取り台座に上る。横に立つ花穂は別人のようだった。花穂は恥ずかしそうにしていたが、それでも沖田の視線を受け止めていた。

「……ルールに嘘うそがあったの？　ゲームプレイヤーは男女各五十人。そして、生徒以外の人間はこの島にいないとあったわ」

　篠田がそんな疑問を口にする。

「ルールは破られていない。生徒以外の人間は確かにこの島にいなかった。そして、プレイヤーは百人。でも、生徒は百一人いた。そしてその中の一人はプレイヤーじゃない」

　花穂が目を伏ふせる。彼女はこの島に初めからいたのだ。

「このエデンの楽園で最初に誕生したアダムはすでにこの島にはおりません。アダムは禁断の木の実に手を出し追放されてしまったからです……。って言葉を俺おれは聞いた。あの悪あく魔まだった女神像もそんなことを言ってたらしいな。つまりイブはまだこの島にいる」

　そのイブは花か穂すいだ。彼女はこのゲームで用意されたイブであり、脱だつ出しゆつへの最後のキーだ。

「でも、花穂さんがっていう証しよう拠こはあるの？」

　神楽かぐら坂ざかが聞く。百一人の中から沖おき田たが花穂を選んだ理由は。

「俺は入り江エリアで花穂と会った。そして、スチールケースのアイテムを手に入れた。妖よう精せいがいてさ、あなたは重要アイテムを手に入れました、とか言ったんだ」

　沖田は妖精の人形を取りだした。

「でも、基本的に木の実はアイテム扱あつかいじゃない。もうひとつ入っていたのはゴムボートだった。でも、ゴムボートの使用方法は特になかった」

　ゴムボートはダミーアイテムなのだ。本当に重要なアイテムを隠かくすためのものだ。

「あのとき妖精が言った重要なアイテムは脱出へのキー、つまりイブのことだった。本当ならすぐに気づくべきことだった。でも、俺たちは欲望や恐きよう怖ふで大切なことが見えなかった。近くにいた友達が多いことすら気づかなかった」

　友達を気き遣づかう心があれば、一人多いことなどすぐに気づいたはずだった。友達の安否よりもゲームに心を奪うばわれ、『プレイヤー百人の座標と行動に問題はありません』との女神像の言葉を単純に信じ直接見ることをしなかった。

「これは俺たちの心の汚さだよ。欲望に身を焦こがした俺たちの罪だ」

　誰だれもが言葉を発しない。百一人いることを発見し、百一人目が花穂であることもすぐに判明したはずだった。船では五十ずつに分かれて説明を聞いたため全員の顔を見ることはできなかったが、話し合えば簡単に誰が船に乗っていなかったかは導きだせた。

「そして赤い玉。これは禁断の実だ。つまり追放と脱出がイコールなんだ。そして、追放されるべきイブが最後のキー」

　これはイブを脱出させるゲームなのだ。これですべてのキーはそろったはずだ。

「……本当にそれでいいの？　失敗したらイブも失う。再さい挑ちよう戦せんは不可能」

　神楽坂は沖田の言葉を聞いても怯おびえている。それは沖田もそうだった。どんなに綺き麗れいな模様をそろえても、最後の扉とびらにかける手は震ふるえる。

「他に条件はあるの？」

　篠しの田だが花穂に聞いたが、彼女は小さくを振り「わかりません」と言った。

「花穂は知らない。自分がキーであることも知らされてなかっただろう」

　行動制限などを説明され島に配置されたのだ。

「沖田、その服でいいのか？」と、斉さい藤とうが花穂を指さす。

「わからない。服はとりあえず最高評価の天使シリーズにした。もしかしたら一定の評価が必要なのかもっていう推測だ」

「推測？　ねえ沖おき田た？　失敗したら死ぬかもしれないのよ」

　未み来くが驚おどろいたように両手を広げた。

「え、死ぬって？」

　香か緒お里りが驚いた顔をした。彼女は鈴すず木きが姿を消したことを知らされていない。混こん沌とんとしたゲームを微び妙みようにぼかして説明していたのだ。

「委員長、ゲーム設定だから気にしないで」

「服を着ちゃいけないんじゃない？　エデンのイブは裸はだかだったよ」

　ぽつりと梨り央おが言った。その言葉に花か穂すいが絶望的な顔をした。この天使のワンピースでさえも、花穂にとっては露ろ出しゆつが高すぎるものだろう。

「もう、口を挟はさまないでくれ」

　沖田は周囲の意見を制した。これ以上の情報はいらない。確実にこれで脱だつ出しゆつのキーはそろっているはずだ。そして彼女は……。

「知るべきは彼女の意思だけだ。俺おれを信じて一いつ緒しよに台座に載のってくれるか、って」

　沖田もそうだが、花穂にも死の危険がある。それを強要することになるのだ。

「……信じます。脱出させてくれるって」

　花穂の唇くちびるは微かすかに震ふるえていた。

「危ないから台座から離れてくれ。もっとだ。もっと後ろ」

　沖田は生徒たちを下がらせる。

「三つの木の実は、妖よう精せいと黄金の樹きと悪あく魔まが持つ。その三つはここに」

　沖田は赤い玉をくぼみにはめていく。生徒たちはその行動を息をのんで見つめている。皆の運命を沖田が背負うことになった。

　三つの木の実をはめたとき、生徒たちが歓かん声せいを上げた。

『あなたは三つの知恵の実を集めました』

　台座が輝かがやく。鈴木のときと同じくライトアップされたのだ。さらに沖田は目を細める。花穂のコスチュームは光を浴びて不思議な光を放っていた。光のベールに包まれているような花穂だった。体のラインが透すけており、花穂はうつむきながら手で体を隠かくす。それでも、台座から逃げることはしなかった。

　……天使だった。

　ティアラは天使の輪のように光り輝き、ゴテゴテしていたネックレスは羽のように美しく揺れている。光の粒りゆう子しが動き、まるで宙に浮かんでいるかのように思えた。

　沖田は花穂から視線を逸そらしてボタンを向く。あとはボタンを押すだけだ。運命に身を委ゆだねるのだ。自分の判断を信じて扉とびらを開けねばならない。

　ボタンに指を添そえようとしたが手が震えていた。その震えは全身に伝わる。唇がいつの間にか乾かわいておりぱりぱりと音を立てた。未み来くがぎゅっと目を閉じているのが見えた。神楽かぐら坂ざかも息を止めている。緊きん張ちよう感かんが高まっている。

「沖おき田た君なら大だい丈じよう夫ぶ」

　ふわっとした声は梨り央おだった。誰だれもが固まる中で梨央はにこりと笑ってみせた。

「沖田、脱出したらお前の勝ちでいい。成功しろ！」

　斉さい藤とうもぼたぼたと汗あせをかきながら、親指を立てた。やるしかない。もう他にやるべきことはないはずだ。沖田は小さくうなずきボタンを──。

「沖田、ちょっと気づいたことがある」

　その声は志し田だのものだった。

「これは恋愛ゲームをモチーフにしてる。そしてこの真実の鐘かねは最後の審しん判ぱんの場所だ。つまり告白だ。告白をしなきゃいけない」

　沖田は顔を歪ゆがめた。こいつは直前になって何を言いだすのだろうと思った。ボタンを押す決意がぐらぐらと揺ゆれるではないか。

「成功率を上げるんだ。どの恋愛ゲームも最後に告白だ。やって損はないぞ沖田！」

　志田は必死の表情をしていた。志田なりに手伝おうとしているのだ。

「そうだ、確かにその可能性もある……」

　沖田はうめく。低い確率でそんな設定がある可能性もある。だとしたら志田の言うようにやって損はない……。花か穂すいと向かい合う。しかし息が乱れて言葉が出ない。花穂も体を隠かくしながら震ふるえていた。彼女も恐きよう怖ふに包まれていた。

「こ、こんな、場所に呼びだしてすまない。でも、今日きようは花穂にどうしても言いたいことがあって……」

　何を言っているのだろうと思った。あまりの緊張感でもうわけがわからない。

「……なんて言えばいいのかわからないけど、初めて見たときから気になってた。なんかいいなって思ってて、それがたぶん恋愛的な感情に発展したんだ。だから聞いてほしい」

「…………」

「勇気を出して言う。世界中の誰よりも花穂が──」

「やめてください！」

　花穂が顔を上げて声を荒あらげた。彼女は沖田を睨にらんでいる。

「そんなの……惨みじめです。そんな適当に飾った言葉に意味はありません」

「なあ、マジになるなよ。脱出の成功率を上げるんだ、大人になれ花穂」

「嫌です。そんな作り物の言葉なんて受け取れません。馬ば鹿かみたいです。私はゲームのキャラクターじゃないです。感情のある人間です」

「死ぬかもしれないんだぞ。俺おれの告白にうなずけ。それが設定の内かもしれない」

「そんな偽にせ物ものの言葉を受け取った時点で死んだも同然です。がっかりです。そんな空っぽの言葉を簡単に吐はける沖おき田たさんにがっかりしました」

「馬ば鹿か、なんでこんな状じよう況きようで意地張っちゃうんだ？」

　唖あ然ぜんとする沖田を前に、花か穂すいはぐっと唇くちびるを噛かんでいる。

「沖田さんから偽物の言葉を贈おくってもらいたくないんです……」

　花穂はぽろぽろと涙をこぼし始めた。

「ちょっと、やめてよ！　なんでくだらないことで喧けん嘩かしちゃってるの？　脱だつ出しゆつがかかってるんだからしっかりして」

　泣きそうな顔で叫んだのは神楽かぐら坂ざかだった。

「お前ら、こんなときにふざけんなよ。頼たのむから俺おれたちをがっかりさせるなよ」

　斉さい藤とうは呆あきれたように頭上を向きながら目に涙を溜ためている。

「本当にしっかりしてくれよお……」

　志し田だは体を震ふるわせ涙をこぼしていた。

「落ち着け。口出しするな！　脱出するから黙だまって見てろ！」

　沖田は両手を広げて声を制した。もう訳がわからない。所しよ詮せん今までのゲームは安全な温室の中だった。本当のゲームがこれほどにプレッシャーがかかるとは思わなかった。

「沖田さん。ちゃんと言ってください」

　向き直ると、花穂がじっとこちらを見ていた。沖田は乱れた呼吸を整える。そうだ、真実だ。脱出には真実が必要なのだ。イミテーションではいけない。

「本当の言葉が聞きたいです」

「……好きは人は別にいる。でも、いつの間にか俺の前から消えていたんだ」

　沖田は擦かすれる声で言った。周囲の生徒たちが唖然と首を振るのが見えた。なんで余計なことを言っているのだ、といった感じだった。

「この島に来たのも彼女を忘れたいからかもしれない。でも、やっぱり忘れることができなかった」

　花穂は悲しげに視線を落とした。

「でも助けてやりたいと思った。汚い格好をして馬鹿みたいにお人好しで感情的な女の子を。その子にはいろんなことを教えられた。人間として一番価値があるものが何かって考えさせれられたよ。そんな馬鹿な子を救ってあげたい」

　花穂が驚おどろいたように顔を上げる。

「石せつ窟くつの約束は守る。閉じ込められたお姫ひめ様さまを必ず助けだす。そうしてやりたいと思った。俺は花穂に光を与えたい」

　沖田は手を差しだす。台座は光り輝かがやき花穂以外の何も見えない。光の中に身を委ゆだねている。

「……沖田さん」

　花穂は震える手を沖田の手に添そえた。

「金なんかどうでもいい。必ず脱だつ出しゆつさせてあげる」

「はい」
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　花か穂すいは微笑ほほえんだ。頬ほおからこぼれた涙は光の粒つぶとなって落ちていき、床ゆかにぶつかりさらに細かい光の粒と砕くだけ散ちった。

　沖おき田たはボタンに指を添そえる。もう震ふるえは止まっていた。ボタンを押した。

『審しん判ぱんのときです……』

　視界が煙けむりに包まれる。あのときと同じようにスモークが発生している。

「大だい丈じよう夫ぶ」

　沖田は震える花穂を抱だき寄よせた。

　そうだ、このゲームなど脱出して当然なのだ。本当の脱出はまだ……。

　沖田は花穂を抱だいたまま運命に身を委ゆだねる。やるべきことはやった。あとは扉とびらが開くか見届けるのだ。

　──扉よ開け。そして彼女にも光を……。
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　──爆ばく音おん。

　斉さい藤とうは悲鳴を上げた。頭が痛い。殴なぐられたのかと思うほどの衝しよう撃げきを感じた。

　それが激しい音だと気づくまでに時間がかかった。失敗したと思った。沖おき田たは脱だつ出しゆつに失敗したのだ……。

　眩まぶしかった。まるで光の粒つぶが舞まっているかのようだった。斉藤はやっと気づいた。鐘が鳴っているのだ。金色の鐘が日の光を反射させながら揺ゆれている。強きよう烈れつな音に空気が震ふるえ、頭が真っ白になった。

『あなたは島の真実を暴きました……』

　鐘の音に混じって声が聞こえた。

　──脱出成功。

　沖田はこの楽園からの脱出を果たしたのだ。

　隣となりに立つ篠しの田だが「あっ」と声を上げる。カチンと音がして彼女の足元に何かが落ちた。それはあの拘こう束そく具ぐだった。脱出と共にブリッツが外れた。それはすべての女子がそうだった。生徒たちを苦しめていた災いの武器が消しよう滅めつした。

『三十分後に迎むかえの船がドルフィン棧さん橋ばしに到とう着ちやくします。島から離り脱だつした時点でゲーム終了となります。女性は体、男性は木の実を換かん金きんできます。また、脱出成功の特別ボーナスをお支し払はらいいたします……』

　ぶわっと頭上から何かが降ってきた。それはひらひらと生徒たちへと舞い落ちる。しばらくぽかんとしていた生徒たちは歓かん声せいを上げた。それは紙し幣へいだった。一万円札が紙かみ吹雪ふぶきのように舞っていたのだ。

　脱出の強烈な緊きん張ちよう感かんと恐きよう怖ふ、激しい鐘かねの音、舞まい落おちる紙幣。生徒たちの何かがぷつんと切れた。

　女子生徒たちが舞い落ちる紙幣を必死で取る。さらに中央に集めておいたアクセサリーなどにも群がった。伸びきったゴムのような緊張感が切れたその反動だった。紙幣とアクセサリーの奪うばい合あいが始まった。ブリッツというルールを失った彼女たちの高こう揚ようした感情は、あっさりと理性を吹き飛ばしてしまった。

「……よかった。よかった、さすがね沖田君」

　神楽かぐら坂ざかは目に涙を溜ためながら鐘の音を聞いている。斉藤はそんな神楽坂に見とれてしまった。荒あれ狂くるったエピローグの中で美しい表情をしている彼女だった。

「沖田！　沖田は？」

　混乱の中で未み来くが叫さけんでいる。台座を見ると沖田の姿は忽こつ然ぜんと消えていた。花か穂すいの姿もない。スモークが晴れたときにはふたりの姿はなかった。

「天使シリーズは？　最高評価のシリーズよ！」

　女子と揉もみ合あっていた篠田が叫んだ。

「沖おき田た君はどこ？　まさか自分を犠ぎ牲せいにして私たちを……」

　神楽かぐら坂ざかが涙をぬぐいながら斉さい藤とうを向く。

「神楽ちゃん、沖田ならとっくに逃げちゃったよ」

　台座を見ると、三つの赤い木の実もなかった。高額換かん金きん物ぶつと共に沖田はいなくなった。

「……あの野や郎ろう」

　目をつり上げた神楽坂が走りだす。

　斉藤は台座に飛び乗り、その後ろの出入り口へと向かった。

「委員長、おいで」

　斉藤は耳をふさいでいる香か緒お里りの手を引っ張る。まだ状じよう況きようがわかっていない彼女に、この醜みにくい光景を見せたくなかった。それは沖田の願いでもあるだろう。

　香緒里の手を強引に引いて脱だつ出しゆつポイントから出る。アダンの茂みを抜けると強い風が吹いた。

「あ、沖田君」

　香緒里が指を差した先に沖田の走る姿が見えた。沖田は天使の衣装を着た花か穂すいの手を引きドルフィン棧さん橋ばしへと向かっているようだった。

　斉藤はその姿を見ながら笑ってしまった。沖田らしいと思った。沖田はあくまでもゲームの完全勝利を狙ねらっているのだ。手に入れる賞金も高額であるほど明確な勝利となる。こんな状況でも沖田はゲームに殉じゆんじている。

「ね、沖田君が脱出させてくれるって言ったでしょ」

「ああ、負けたよ、沖田に」

　斉藤は香緒里と顔を見合わせて笑った。

「待ちなさい、沖田君！」

　逃げる沖田を神楽坂たちが追いかけていく。あれだけ綺き麗れい事ごとを言い、あっさりと金を持って逃げたことが怒いかりを買っているようだ。

「やっぱりゲームはこうでなくっちゃな」

　斉藤はうなずき、香緒里と並んで歩きだした。

「私が寝ねてる間にいろいろあったのかな」

　香緒里もさすがに状況を察しているようだ。

「何も変わらないよ。ゲームでちょっと変になっても俺おれたちはやっぱり友達だよ」

　ふたりは広場へと向かう。中央スペースに入ると、檻おりも開いているのが見えた。

「風ふう子こ……」

　女子用の檻の前で志し田だと風子が抱だき合あっていた。志田は脱出成功と同時にすぐにここに来たようだ。賞金よりも彼女のことを心配したというそれは、紛まぎれもない志田の真実だった。

「終わったのか？」

　男子用の檻の中から声が聞こえた。

「ああ、沖おき田たが代表して脱だつ出しゆつを果たしてくれた」

　斉さい藤とうは須す藤どうにうなずく。須藤は檻おりの中でじっと座ざ禅ぜんを組んでおり、周囲の男子たちも静かに座っていた。

「もう出てこられる。扉とびらの電源は切れてるから」

「俺おれのことは気にするな」

　須藤の声は穏おだやかだった。もしかしたら須藤なりにゲームのゴールを見つけたのかもしれない。だとしたら彼らも沖田と同じく勝利者だ。

「この脱出ゲームの終わりは、やつにとって始まりだ」

「ん？」

　首を傾かしげる斉藤に、須藤は小さく笑った。

「脱出は沖田でしかできなかった理由がある」




　　　　＊




「沖田さん、なんで逃げるんですか？」

「いいから、船に乗って離り脱だつした時点で脱出だ」

　沖田は花か穂すいの手を引き走っていた。花穂は島で最高評価の天使シリーズをそろえて着せている。沖田も赤い玉を三つそろえた。真の勝利はそれを持ちだしてこそだ。

「あの、このコスチューム恥ずかしくて……」

　花穂は露ろ出しゆつの高い衣装を気にしながら走っている。

「それどころじゃないだろ」

　振り返ると数十人の女子たちが追いかけてくるのが見えた。怒いかりに我を忘れている。ブリッツがなくなったことがマイナスになっている。

　すでに東の空には太陽が昇のぼっており、海原がキラキラと光っている。棧さん橋ばしが見えた。

「くそ、まだか……」

　沖田は絶望的にうめいた。棧橋に船の姿は見えない。やはりもう少し時間がかかるようだ。しかし、船を待っている時間はなかった。

「船はあきらめよう」

　沖田は方向転てん換かんする。単純に怖こわかった。興こう奮ふんした女子たちに捕つかまったらどうなるかわからない。あれだけ自らの行為を反省しても、所しよ詮せん女子はすぐに忘れてしまうのだ。

「なんか、追ってくる女の子が多くなってますよ」

　花穂も背後を見ながら怯おびえている。

「言うな、俺も怖いんだから」

　沖田はただ夢中で走った。しかし、大勢の女子たちは散開するようにして沖田を追おい詰つめていく。頭に血が上った彼女たちには話が通じそうもなかった。

「こっちだ、いや、駄だ目めだ」

　逃げ道がふさがれていく。沖おき田たは花か穂すいの手を握にぎったまま諦あきらめかけたとき、沖田を呼ぶ声が聞こえた。

「沖田君、こっち！」

　梨り央おだった。ブリッツと共に梨央の手て錠じようと足あし枷かせも外れていた。梨央はコテージエリアから手を振っている。

「で、でも、あっちは逃げ場がないですよ」

　花穂が言ったが、沖田はかまわず手を引っ張る。

「待ちなさい！　私の純真な心を踏ふみにじって許さない」

　背後に神楽かぐら坂ざかが迫っている。

「ああっ」

　花穂が草に足を取られて転んだ。沖田は花穂を抱だきかかえて走る。花穂は必死に沖田にしがみついている。

「梨央、用意しろ」

　沖田は梨央に叫さけぶ。

「いいよ！」

　梨央が物を斜しや面めんに置いた。

「逃がさないから！」

　疾しつ走そうする神楽坂が沖田の体に手を伸ばす。

「花穂、しっかりつかまれ」

　沖田はそう言い、神楽坂に捕つかまる寸前にダイブした。

「きゃあああ！」

　花穂が悲鳴を上げた。

　沖田は梨央と花穂と共に斜面を滑すべる。




　　　　＊




「鈴すず木き！」

　斉さい藤とうは人ひと影かげに気づいて走り寄った。

「おう、斉藤」

　鈴木は平然と海に視線を向けている。やはり無事だったのだ。脱だつ出しゆつが正当に設定されていたことからもたぶん鈴木は無事だろうと思っていたが、やはり確認したかった。

「やっぱり落とし穴だった？」

「ああ。鐘かねの音が聞こえて、出口が開いたから出てきた」

「脱だつ出しゆつの鐘だよ」

「鐘を鳴らしたのはあいつ？」

「ああ」

　鈴すず木きと斉さい藤とうは海を眺ながめた。汽き笛てきの音が聞こえた。棧さん橋ばしに入ってくる船が見えた。あれに乗って島から離はなれればゲームは終わる。

　プレイヤーとしてゲームをクリアしたのは、女子は風ふう子こを除く四十九人。彼女たちのコスチューム分配は難航するかもしれないが、とりあえず賞金を受け取る資格がある。

　一方男子の勝利者は少ない。そして最高額に近い賞金を手に入れたのは沖おき田ただ。沖田は明確なゲームの勝利を手にした。

「斉藤、賞金は稼かせいだか？」

「いや、もう興味なくなったよ」

　斉藤は集めたボールを海に投げ捨てた。

「とにかく、家に帰って早くシャワーを浴びたいよ」

「同感だ。南の島生活はもうこりごりだ」

　斉藤と鈴木は笑った。

　このゲームの終わりは生徒たちにとって始まりでもある。混乱した人間関係を日常で修復していかねばならない。それは意外に容易であるかもしれない。皆はこの島で真の交流を経験した。それは熱くもあり冷たくもあり痛みを伴ともなった。

　だからこそ、日常で優しい人間関係を再構築することができるはずだ。お互いの汚れた部分も受け入れ認め合う、そんな関係を……。

「沖田のバーカ！」

　横を向くと、海に向かって神楽かぐら坂ざかが石を投げているのが見えた。

　長いようで短かったゲームが終わった。




　　　　＊




「梨り央お、ほら中に入れ」

　沖田は海でバタ足をしていた梨央を引き上げてやった。

「あの、これからどうするんですか？」

　花か穂すいが困こん惑わくしている。三人は海にいた。周囲は青い海うな原ばらが広がっている。

　沖田は備えつけの小さなオールでゴムボートを漕こぐ。コテージエリアに置かれていたゴムボートで斜しや面めんを滑すべり、そのまま海にダイブしたのだ。

「自由な海に漕ぎだすんだよ」

　背後にはあの島が見える。島からの脱だつ出しゆつだった。潮風が吹き花か穂すいの髪かみをはためかせた。

「脱出、ですか」

　花穂の口調は寂さみしげだった。彼女の瞳ひとみは海の色に染まっている。

「まだ脱出は果たせてないよ」

　花穂は驚おどろいたように沖おき田たを見る。

「俺おれは島での真実を暴いたから」

　沖田は梨り央おにオールを渡して花穂と向き合った。

「みんなはこのゲームを終えて日常に戻もどる。でも、花穂は戻れない。これが友達と過ごす最後の時間だった。だからこのゲームに参加した」

　沖田はこんな噂うわさを聞いたことがある。莫ばく大だいな負ふ債さいを抱かかえる人間は、それを返済するために危険を冒おかしてゲームに参加すると。命をかけるゲームはリアルなドラマとなる。人間がゲームの駒こまとなるのだ。その駒は女性であるほうが望ましいだろう。着き飾かざった美しい女性と死のゲームこそエンターテインメント性が高い。

「あの人はそんなゲームの関係者だった。花穂の監かん視しをしていたんだろ」

　保健室の彼女のことだ。彼女が花穂と接せつ触しよくを繰くり返かえしたのはこの理由だ。花穂は夏休み後にゲームの囚しゆう人じんに墜おちることが決まっていた。

「……そうです。みんなと過ごすのはこれが最後でした」

　花穂はうつむき手のひらで波を触さわる。

「これはそんなアングラなゲームの延長だ。一般人の生徒を使ってのシミュレーション。たぶん、花穂はもっと過か酷こくなゲームをこれから行うことになる」

「わかってます。それを受け入れています」

　彼女が地下に墜ちる理由はわからない。それは沖田が聞いてはいけないことだ。

「私はトラブルシューターの役目を担っていました。何かがあれば私が対応すると。ですから、機器を通じて主要箇所の盗とう聴ちようなどをできました。もちろんそれは口止めをされていましたし、私が脱出のキーであることも知りませんでした」

「このゲームに協力することで花穂にメリットはあったのか？」

「私はただ、最後にみんなと思い出を作りたかっただけです。やってよかったと思います。綺き麗れいな思い出だけではなかったけど、最後に本当のコミュニケーションが取れたと思います。残ざん忍にんなゲームだったかもしれませんが、だからこそ真実が見えました」

　花穂は薄く笑った。たとえマイナスのやりとりでも、本物の交流をしたのだ。

「……幸せでした」

　島を見ると小さくなった生徒たちの姿が見えた。

「このゲーム、システム使用のシミュレーションの他に役目があると思う。それは、真のゲームの参加者を募つのること。オープンなゲームを繰り返し、有能なプレイヤーを見つけだし、ゲームに誘さそう、とか」

　花か穂すいが顔を上げた。

「なあ花穂。脱だつ出しゆつは俺おれじゃないと無理だって言ったのを憶おぼえてるか。キーをそろえても俺じゃないと本当の脱出は無理だって」

「はい」

「何な故ぜなら俺はまだ脱出を果たせていないと思ってる。お姫ひめ様さまを脱出させてあげられるのは俺だけだから」

　ぽかんとしていた花穂は、すぐにうつむいた。海を見ながら首を振っている。

「……そんなのいけません」

「石せつ窟くつでの約束を守るよ」

　花穂は顔を上げず沈ちん黙もくしている。しばらく待ったが彼女はこちらを見ない。

　沖おき田たはポケットからあの妖よう精せいの人形を取りだした。

「なあ、妖精さんはどうすればいいと思う？」

　沖田は妖精に聞いた。この妖精は、ある条件を満たしたり特定の場所に行ったりとすると喋しやべるようになっていた。しかしもうひとつの役目もあった。それは……。

『……彼女に優しい言葉をかけてあげてくだだい』

　妖精が言った。

「もう一度光を見せてあげたいと思う。心から」

　花穂は波を見つめたままだ。

『ちゃんと約束してください』

「わかった。必ず解放する。俺が脱出させてやる」

　その言葉に花穂は顔を上げた。彼女は腕の機器を口に添えていた。

「本当ですか」

『本当ですか』

　花穂と妖精の声が重なった。

「妖精さんに誓ちかって、必ず約束を守る」

「嘘うそでもうれしいです」

　花穂の目からぽたぽたと涙が落ち、波間に消えていった。

「嘘じゃないよ。俺は脱出の天才だから」

　沖田は青い空を見上げた。密室に囚とらわれた少女を救いだす。それが自分のやらねばならないことだ。

（これでいいんですよね？）

　沖田は保健室の彼女を思い浮かべた。そして、ゲームに身を投じればいつかはあの彼女とも再会を果たせるのでは……。

「沖おき田た君、イルカ」

　梨り央おに手を引っ張られ海を見ると、イルカたちが波間を跳とんでいるのが見えた。

「よし、梨央、イルカを追いかけようぜ」

　沖田は梨央ににやっと笑い、オールでボートを漕こぎ始めた。

　ボートに座る花か穂すいは寂さみしそうに島を見つめていた。花穂のゲームは続く。彼女が脱だつ出しゆつするまでゲームは終わらないのだ。しかし、それでも楽園島のゲームはとりあえず……。

　カチリと妖よう精せいの人形から音がした。

『あなたは楽園の真実を暴きました。島に残されたイブを連れだすことに成功したのです。しかし禁断の実を食べてしまったイブは罪人です。イブにはさらに過か酷こくな生活が待っていることでしょう。あなたの選せん択たくは自由です。財宝と共に日常に戻もどるのもいいでしょう。罪人を救う選択もできます。とりあえずあなたは……』





　あなたは島からの脱出を果たしました。









あとがき




「八月になりましたが、いかがお過ごしでしょうか。学生さんは夏休みですね。今年の夏も暑く、野菜が高こう騰とうして困っちゃいます。

　皆さんこんにちは、土ど橋ばしの担当編集です。今日は土橋君と打ち合わせをして今終わったところなんですが、あとがきの〆切を思いっきり忘れてましてね、今から急いで書かなきゃいけなくなってしまいました。ということで、会話を起こしてすませちゃおうってことになったんですね。要するにインタビュー形式です。〆切をすっかり忘れてた理由はですね、電でん撃げき大賞の読み込みも佳か境きようになってきて……あ、もうすぐ最終選考が発表されるのでお楽しみに。

　ということで、楽園島あとがきにもテーマがありまして、今年も電撃大賞に多くのご応おう募ぼをいただいたということで、投とう稿こう者しやの方々にお礼として何か役に立つことでも書ければ、なんて考えてたんです。この前のあとがきで投稿前のことを書いたんで、今回は投稿中のことについてなんですが、土橋君、何かあります？」

「いろいろな方々の支えがあってやってこられたと思います」

「そう！　投稿生活を乗り切るのは一人の力じゃなかなか難しいんです。てことで、私すっごくいいこと思いついたんだけど、お礼を言わない？　投稿中すっごくお世話になってたっていう人がいるじゃない。ほら、あの人のことよ。投稿生活で家賃払えなくなって居候させてもらったっていう。その上、幼なじみなんでしょ？　子供時代に家が近所で、大人になって劇的な再会を遂とげたっていう運命の人のことよ」

「幼なじみのほうは、サプライズがあるの！　とか言ってカフェに呼びだして、そこにいた中年男性と一緒に俺を怪しげなビジネスに強引に勧かん誘ゆうしてきたっていう、悲しい話に登場する子のことでしょ！　あれ？　その話、担当さんに言っちゃったっけ？」

「あ、ごめん、それ聞いたときお酒飲んでたから忘れてた。そのビジネスを断ったら、あなたはチャレンジ精神のないつまらない人ね、って罵ば倒とうされた話だったよね」

「ねえ、あとがきのネタがなくなると、プライベートを切り売りしなきゃいけないの？」

「まあまあ、ということで、そっちじゃない人、えっと家主さんのほうにお礼を言おう。受賞して以来、全然連絡も取ってないんでしょ」

「あ、はい。いろいろ複雑な事情がありまして」

「それって失礼よね。電話してありがとうって言えば、今日はもう帰してあげるから。なんか感動的だし、いい話で終われるし、あとがきっていえばお礼だし」

「いや、でも……」

「すごい仲良かったんでしょ。久しぶりー、がんばってる？　みたいな感じでちゃっちゃと電話しちゃってよ。ほら、私がかけてあげるからスマホをよこしなさい。えっと、これね。

　…………あ、出た、電話番号変わってなかった。ほら、土ど橋ばし君！」

「……あ、もしもし俺おれだけど」

「いいね、いいわね」

「いえ、はい、土橋です」

「……え、敬語に？」

「何か用ですかって言われても、えっと、あの……」

「…………」

「……あの、俺、がんばってるから。……はい、失礼します」

　……というやりとりをリアルで見ましてね、土橋君はもう帰っちゃいましたが、彼と話し合った結果、あちら様の言葉は書けなくなったんでこんな感じになりました。小説家になるまでにいろいろな人に支えられがんばってきたんだなーってしみじみ思いました。

　猛もう暑しよが続きますが皆さんお体に気をつけてください。それではまた！


土ど橋ばし真しん二じ郎ろう
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土ど橋ばし真しん二じ郎ろう

２月７日生まれの水瓶座のＢ型。花屋の店員をしながら書いた『扉の外』で第13回電撃小説大賞＜金賞＞を受賞し、念願の作家デビュー。初心忘れるべからずということで、苦しい投稿時代の府中のケヤキ並木を。この巻のあとがきと合わせてお楽しみくださればと！
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ふゆの春はる秋あき

最近、いままでの仕事をまとめた画集が発売。淡水のアクアリウムをはじめたところカニが脱皮し、エビも脱皮し、自分も一皮剥けたいと思う今日この頃。
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楽らく園えん島じまからの脱だつ出しゆつII








土ど橋ばし真しん二じ郎ろう
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